
    
      
        
      
    

  






































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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電子書籍特典　書き下ろし短編『休日のひと時』
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『先輩……日向ひなた先輩、起きて下さい』

　懐かしい声に名前を呼ばれた気がして、新あら垣がき日向はゆっくりと瞼まぶたを開けた。

　どうやら授業の合間にある休み時間にうとうとしていたらしい。

　季節は六月の半ば過ぎ。夏を控えたこの季節の陽気は日増しに強くなっている。

　日向は大きく深呼吸をすると、次の授業に向けて机の中から教科書を取り出す。




「昨日のワールドカップの試合、微妙だったよなぁ」

「あ、沙さ希き！　佐さ伯えき君と春日かすがさんが付き合ってるって噂聞いた？　あれほんとなの??」

「明日あした休みかぁ……徹麻してぇなぁ、メンツ集めようぜ、メンツ！」

　試合の批評をするサッカー部の声、クラス内ゴシップを話す女子の声……これからの予定を相談する男子生徒の声。日向の周囲からは様々な会話が聞こえてくる。

　けれど、日向がその輪に加わる事は無い。

　日向は友人が皆無という訳でもないが、数少ない友人は運動部に所属しており、普段は練習に明け暮れているので放課後や休日に遊びに行く事はほとんど無い。

　日向も周りの学生と同じく、普通に友達と遊んで、普通に恋愛もして、そういう高校生活を送ってみたい気持ちが無い訳ではなかった。ただ、自分の場合は少しばかり、その優先度が他と比べて低いのだろうと、日向は考えている。

（どこかに行くにしても、蕾つぼみと一緒に行ける場所と、蕾の事を知っている人じゃないと……だし）

　言葉にしてから、日向はその『蕾』が今は恐らく幼稚園で友人達と走り回っている姿を想像し破顔する。




　日向には五歳になる妹が居る。名前は新垣蕾。日向が全身全霊を以て愛すべき存在だ。

　新垣家の両親は共働きで、母親は看護師、父親は商社勤めのサラリーマンだ。

　どちらも平日は忙しく、基本的に夜は大分遅い帰宅になる。その為、日向が高校に入ってからは家での蕾の世話と家事は日向が一身に引き受けている。

　日向にとって、今の生活の全ては蕾を中心として動いている。学校で勉強する事は将来的に良い会社に入り、生活を安定させて蕾が大きくなっても家族としてサポートする為。そして蕾との時間を過ごす事は、日向にとって何よりも優先するべき事となっている。

　だからこの日も、いつも通りに学校での出来事は日向にとって別世界の出来事でもあり、他人ひと事ごとの様に『楽しそうだな』と感じる事はあっても、今の自分の状況を不遇と嘆く事も無い。

　当然、周りと関わる時間も作れない日向は、このクラスは元より学校の生徒達大半にとって、ほとんど関わり合いの無い存在として影の様に扱われている。




（まぁ、影というより、背景の様な存在というべきか……）




　ノートと向き合いそんな風に考えていた時、日向が座る席の後方から、女子生徒達の会話が聞こえてきた。

「おぉ……悠ゆう里り、あたしの悠里……疲労困こん憊ぱいのあたしをその胸の膨らみで癒しておくれ……」

「ちょっと唯ゆい！　や、やだ、くっつかないでってば！」

「いいじゃんいいじゃんー、勉強し過ぎて疲れたよー！　四限始まる前に悠里成分を補給させてよぉー！」

「ちょっと！　や、やめてってば……そんなに押さないで……あっ！」

　ドンッ、と日向は背中に何かがぶつかる衝撃を感じ、何事かと振り返る。

　誰だろう、と確認しようと視線を上げると、そこにはぶつけた拍子に何処かを痛めたのか、片目を閉じる様にして顔を顰しかめている女子生徒が居た。

「ご、ごめんッ！　新垣君、痛くなかった？」

「あ…うん、平気だよ、気にしないで。芹せり沢ざわさんこそ平気？」

「うん、大丈夫。ごめんね？　もう……唯がふざけ過ぎたせいで新垣君にぶつかっちゃったじゃない！」

　芹沢と呼ばれた女子生徒は、日向へと申し訳無さそうな顔で謝罪すると、反対側を向いて別の女子生徒へと憤慨してみせた。

「ごめんってばー。でも流石のカタブツ新垣君も、きっと悠里に触れられてラッキーって思ってるんじゃない？」

「こら、唯……ほんっと怒るよ、迷惑掛けたのにそういう事言わないの！　……新垣君、ほんとごめんね、今度から気を付けるね」

「うん、こっちは本当に大丈夫だから。それよりほら、授業始まるよ」

　そう言って日向が教室のドアを指差すと、丁度教師の顔がガラスの向こうに見えており、それに気付いた女子生徒は長い髪を靡なびかせながら、慌てて自分の席へと戻って行った。

　日向は一瞬だけ騒がしくなった自分の周囲に動揺する事無く、机から次の授業で使う教科書を引っ張り出す。ふと、その途中で視線を感じて振り返ると、件くだんの女子生徒が両手を合わせて『ごめんね』のポーズを取って日向を見ていた。

　彼女の名前は芹せり沢ざわ悠ゆう里り。

　誰に対しても明るく友好的な性格で、容姿は十分に美人と言える。けれどその事を鼻に掛けない親しみ易い性格をしており、彼女の周りには常に同性の友人達が集まるので華やかな雰囲気を振り撒まいている。つまり、日向とは正反対の位置に居る女子生徒だ。

　日向も何度か挨あい拶さつ程度の会話はした事があるが、事務的というか、連絡事項みたいなものばかりだった。異性は元より、同性とすら接点の少ない日向にとっては、別世界の住人と言っても過言ではない。

　日向は悠里へ軽い笑みと共に首を横に振る。『気にしないで』という意思表示だったが、それは正しく伝わったらしく、悠里は安あん堵どした顔で頷うなずいた。




　放課後になると、日向はすぐさま荷物を纏まとめて教室から出て、まだ人も疎まばらな廊下を下駄箱に向かって歩き出す。

（今日は家に帰る前に、蕾とスーパーに買い出しに行かないとな。冷蔵庫の中、あんまり食材が無いや）

　校舎に背中を向けて歩く道に、まだ下校する生徒もほとんどおらず、買い物途中の主婦や散歩中の高齢者、外回りをしているらしきスーツ姿の会社員とすれ違いながら日向は祖父母の家を目指して歩く。妹を迎えに行く為だ。

　蕾の幼稚園が午後二時前には終わり、本来ならば幼稚園のバスが家まで送り届けてくれるのだが、その時間に家には誰も居ない。両親、日向共に昼間は不在なので、普段は自宅の近所に住む祖父母宅に送って貰もらっているのだ。だからこうして、学校が終わると祖父母の家に寄って蕾と一緒に自宅に帰る、それが日向の放課後だった。




　やがて見えてきた祖父母宅の門を潜って玄関を開ける。中に入ると、足元には子供用の小さな靴が片方逆さまの状態で放置されていた。

　靴の状態がまるで持ち主の奔放さを表している様で、日向は思わず笑ってしまいながら、丁寧に揃えて並べた。

「祖母ばあちゃん、祖父じいちゃん、ただいまー。つぼみー！　帰ったよー！」

　自身も靴を脱ぎ、並べながら廊下の先に向けて声を張り上げると、ひと呼吸置いたタイミングの後に『ダダダダッ！』と音が聞こえてくる。

　その音を聞くと、無意識に顔が綻ほころび、腰を屈かがめる姿勢を取ってしまう。

「おにいちゃん、おかえり！」

　日向の視界に天使が飛び込んで来た。

　ようやく肩ぐらいまで届くぐらいに伸びた髪の毛を、片方だけ頭の横で軽く結び、赤いパーカーと半ズボンを穿はいた天使。

　両手を万歳の状態にして、加速がついたまま飛び込んでくる蕾を素早く、ケガをしないよう注意しながら受け止める。

「ただいま、蕾。いい子にしてたかー！」

「うん、おじいちゃんとね、おばあちゃんとね、ちょこれーとたべてた！」

　ちょっと舌足らずな言葉で必死に伝えてくる姿の愛くるしさに、思わずぎゅっと抱きしめる力を強めてしまう。衣服越しでも伝わる子供の体温に、日向は気持ちが解ほぐされていくのを感じる。

「あはは、いたいよおにいちゃん。いたいいたい！　つぼみ、つぶれちゃうよ！」

　笑いながらじゃれついてくる妹を存分に愛でた後、ゆっくりと離す。蕾はそのまま後ろを振り返り、廊下に向かって大きな声を張り上げた。

「おじーちゃん！　おばーちゃんー！　おにーちゃん、きたよー！」

　その声が聞こえたのか、直後に足音が廊下に響き、祖父母が姿を見せた。

「日向、おかえり。早かったな」

「うん、ただいま。やる事も特にないからね、蕾と買い出しにでも行こうと思って」

「そうか、すぐ出るのか？　少し休んでいったらどうだ？」

「そうしようかな、ちょっと喉のどが渇いたから麦茶でも飲ませて」

　祖父の提案に、日向は軽く頷いて廊下に上がった。




　蕾と手を繫つなぎながらリビングに入ると、そこには蕾が散らかしたであろうオモチャが散乱していた。

「あーあー、やってるやってる……。こーら、蕾！　これ片付けちゃうよ、出したままだと祖父ちゃん祖母ちゃん踏みつけて足をケガしちゃうからね。蕾も踏むと痛いぞー！」

「はーい！」

　元気な返事を聞いて、日向と蕾は二人で散らかったオモチャを片付ける。

　それが終わると、祖母が出してくれた麦茶をゆっくりと飲みながら、一緒に出された饅まん頭じゆうの様な菓子を食べて小腹を満たした。
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「日向は本当、蕾のお父さんみたいになってきたね」

「そうかな、まぁ父さん達が忙しいからね。ちゃんと叱る所や躾しつける所はやっておかないと。我が儘ままを聞いてあげるだけが可愛がるって事にはならないしさ」

「だってさー蕾ちゃん。お兄ちゃん、蕾ちゃんが悪い事すると怖いお兄ちゃんになるんだってー！」

「きゃー！　きゃー！」

　祖母が蕾とじゃれ合う姿を見て、日向はまた顔を綻ばせるのだった。




　それから、一時間弱ほど祖父母の家に滞在し、遅くなり過ぎる前に帰路につくべく日向は蕾を連れて玄関へ向かった。

「それじゃ、俺と蕾は商店街寄って行くから。また明日あしたお願いね」

「はい、気を付けてね。あまり遅くならないようにするんだよ。お母さん達は早目に帰ってくるの？」

「どうかな、夕飯だけお願いされたから、それまでは戻らないと思うけど。まぁ何かあったら連絡するから、じゃあね」




　祖父母に別れを告げて玄関を開けると、夕陽で赤く染まった街並みが顔を覗のぞかせる。

　右手には蕾の小さな手が握られており、二人でゆっくりと商店街へ歩き出す。

「蕾、今日はお母さん帰宅が遅い日だから、ご飯とお風ふ呂ろはお兄ちゃんとな。何か食べたいものはあるか？」

「んー、と。んー、おむらいす！　おむらいすたべたい！」

「オムライスか、分かった。卵が少ないから、買い物行ってからな。後はお風呂上がりにアイス食べようか」

「あいす！　食べたい！」

　ぴょんぴょんと跳ねる妹を離さないよう、しっかりと手を繫いで二人は歩いた。




　十分程歩くと商店街にあるスーパー『はとや』に着く。

　ここは駅前にある大型ショッピングモール併設のスーパーよりも小振りだが、鮮度がよくて値段も安く、更にポイントカード特典も充実と隠れた名店なのである。

　店内に入ると、エアコンの涼しい空気を感じられた。初夏に入り、蒸し暑さで汗ばむ身体には気持ちがいい。

「蕾、寒くないか？」

「さむくないよ。すずし！」

　ぎゅっと握った手が一度強く握られる。

　日向は蕾を子供用のカートに乗せ、店内を歩き始めた。

　時折、蕾がキャラクターの駄菓子や試食品に釣られてしまいそうになるが、日向は巧みな誘導で蕾の興味を逸らしていった。

「あら、蕾ちゃんお兄ちゃんと一緒に買い物？　いいねー！　晩御飯の買い物かな？　今日は何を食べるのかなー？」

「おむらいす！」

「オムライス美味おいしいもんねー！　沢山食べるのよぉ」

　馴な染じみのパートのおばさんも蕾に話し掛けてくる。ここには二人で何度も来ているので、すっかり有名人だ。

「今日は豚バラが特売かぁ……」

「ぶたさん、つぼみすきー」

「そっかぁ。なら、今度はあれ作ろうか。豚肉と白菜のミルフィーユ鍋なべ」

「みゆふぃーゆ」

「惜しい、ミルフィーユね」

　そんな風に雑談を重ねながら和わ気き藹あい々あいと二人で買い物を進めていると、傍にあった商品棚のコーナーから不意に人影が出て来て危うく衝突してしまいそうになる。

「っと……！　すみません。不注意でした」

　慌てて日向がカートを引いて謝罪をすると、相手も驚いたのかすぐに頭を下げてくる。

「あ、いえ……こちらこそ……」

　お互いに謝罪しつつ、一歩ずつ下がる。

　ふと相手の姿に既視感を覚えた、というか毎日見慣れている制服だった事に気付く。

　ウチの学校の生徒だったのか、と思い日向が相手の顔を確認しようとすると、先に相手方から声を掛けられた。

「……あら、え？　新垣君？　え……何してるの？」

　日向が相手の姿を確認すると、その人物はクラスメイトの芹沢悠里だった。

　悠里の手には幾つかの菓子と飲料が入った籠かごが携えられており、買い物の途中だった事が窺える。思い掛けない相手との遭遇に、日向は内心の動揺を抑えながら会話に応じた。

「あれ、芹沢さん？　……びっくりした。芹沢さんもここ使うんだ」

「うん、というか私の方がびっくりだよ。子供用のカートを引いているのが、まさか同級生なんて普通思わないもの……あら？」

　笑いながらそう言った悠里が、日向の押しているカートに目を向けると、その中から可愛らしい瞳ひとみが二つ、悠里を見上げている。

「こんにちは！」

　ぴょこんと、カートから蕾が顔を出す。

「あ、え……？　こ、こんにちは……っ!?」

　突然現れた幼い女の子の姿に、悠里は驚き、思わずその姿をまじまじと観察する。そして少女の容姿に再び驚き、心臓が跳ねた。

　柔らかそうな頰、ほわーっと開いてしまっている小さい唇、ちょっと背伸びしてオシャレをしているような、片方だけ結んでいる髪の毛。もしも自分に妹が出来るなら、こんな子にして欲しい、そう思ってしまいそうな程に愛らしい少女だった。

　悠里が呆ぼう然ぜんと見み惚とれていると、蕾は悠里を見上げ、白い歯を見せて満面の笑みを浮かべてみせる。

　思わず『にっこり』という擬音が聞こえてきそうな笑顔に、悠里は心臓をギュッと摑つかまれてしまう錯覚を覚える。反則級な天使の笑顔に、身を捩よじりたくなる衝動を抑えながら悠里は日向へと振り向いた。

「こ、この子、この子は一体……」

　悠里はロボットのようにぎこちない動きになりながらも、何とか首だけを日向に向ける。

「俺の妹だよ。ごめんね、あんまり人見知りしなくてさ……」

　そう言って笑う日向の雰囲気がどことなく柔らかいのは、妹と居るからだろうか。

　教室での印象と随分違う日向に、悠里は一瞬呆ほうけてしまいそうになるが、すぐに表情を取り繕う。

「え、えぇ……。と、とても。とても可愛い妹さんね……お名前はなんていうのかなー？」

　視線を再び蕾に戻すと、蕾はえっちらおっちらとカートから出てきて、そのまま悠里の足に抱きついた。

　突然の行動に悠里が完全に固まってしまう中、蕾は気にせずに笑顔のまま悠里を見上げ……。

「あらがきつぼみです、ごさいです！」

　と元気よく挨あい拶さつした。

「こら蕾、お姉ちゃんの足に摑つかまっちゃダメだよ。お姉ちゃん、動けなくなっちゃうだろ」

「そ、そうね、別の意味で動けなくなっちゃうからね……。つ、つぼみちゃんかー可愛いね。……思わず連れ帰ってしまいたくなるんだけど……」

「御免だけど、この妹は非売品だから……」

　手をワキワキと謎に動かす悠里に日向が苦笑いで返す。そして二人で蕾に視線を戻すと、蕾は悠里が持つ籠を指差し、瞳を輝かせながら驚嘆の声を上げた。

「これ、てれびでみたことあるちょこれーとだぁ……！」

　蕾の視線が捉とらえているのは、悠里の籠に入っているチョコレート菓子だった。スポンジケーキの上にチョコレートをコーティングし、スポンジの合間にも板チョコがサンドされており、ふわふわした食感とパリッとした食感が楽しめると好評でロングセラーになっている人気商品だった。日向は蕾がこのチョコレート菓子のテレビコマーシャルが入ると、いつも目を輝かせて見入っていた事を思い出す。いつか買ってあげたいとは思って居たものの、子供のおやつには少々お高い値段設定なので、なかなかに買う機会が無かったのだ。

「あ、これ知ってるの？　お姉ちゃん、これ大好きなの。だから偶たまに買いに来るんだぁ。蕾ちゃんもこれ好きなの？」

「………うぅん、つぼみ、まだたべたことないの……」

　悠里からの問い掛けに、蕾は小さい口で頑張って答えるが視線は悠里の籠にあるお菓子に固定されて、気もそぞろという感じだ。蕾は一瞬迷った風に視線を彷徨さまよわせ、日向を見た。

「おにいちゃん……つぼみも、あれほしい……」

　懇願する蕾に、日向は困ったような顔をした後、視線を合わせるように屈かがみこむ。

「蕾、チョコレートはさっき祖母ばあちゃんの家で食べたろ？　それに帰ったらご飯もある。お菓子食べ過ぎて晩御飯食べられなくなるのは嫌だろ？」

　日向が諭すように蕾へ語りかけると、蕾は小さな拳こぶしをぎゅっと握り、こくりと頷うなずいた。

「……うん」

「その内ちゃんと買ってあげるから、今は我慢しような」

「………うん」

　そう答えているが、目め尻じりには少しだけ涙が浮かんでいる。

「きょうはもうおかし、たべたから。がまんする……」

　その言葉を聞いた日向は、親指の腹で蕾の目尻を拭ぬぐう。

　蕾は涙を誤魔化すように、顔を日向の肩へぶつけて擦り付けた。

　横でその光景を見ていた悠里は、なんだかとても居た堪たまれなくなり、つい自分も腰を屈めて蕾と視線を合わせてしまう。

「蕾ちゃん、ごめんね……お姉ちゃんが見せちゃったから、食べたくなっちゃったんだよね……」

　申し訳無さそうな表情を浮かべながら、悠里は蕾の顔を覗き込む。悠里の視線の先では、欲求を抑えようとして必死に涙を堪こらえた蕾が、悠里は悪くないと主張する様に首を横に振っていた。

「だいじょうぶだよ……つぼみはね、おにいちゃんがこまるほうがいやだから……だいじょうぶ」

「……蕾ちゃん」

　悠里にだけ聞こえるぐらいの声量で囁ささやかれた声に、悠里は胸が詰まる想いがした。健気で、素直で、ちゃんと誰かを思いやれる優しい子なのだろう。

　日向の言う事にも一言で頷き、我慢して、あまつさえ兄を困らせたくないと言い切る。本当にいい子だ。そしてその子を泣かせてしまっている原因が、間接的にとは言え自分にある。そう思った悠里は、蕾の笑顔が見たいという一心で口を開いた。

「蕾ちゃん！　なら、明日あした！　明日、私と一緒にこれ食べよう！　私ね、今日は他にお菓子あるから、これ食べなくても大丈夫なの。だから、蕾ちゃんと半分こして食べたいな！」

　悠里の言葉を聞いた蕾は、ぱっと顔を上げる。泣き顔に沈んだ顔が、徐々に明るくなった。

「……うん！　あした、おねえちゃんとおかしたべる！　たべたいー！」

　そう言うなり悠里にしがみついてくる蕾に、悠里は恍こう惚こつとした表情を浮かべていたが、ふと我に返り日向の方へ申し訳無さそうに振り向いた。

「ご、ごめん新垣君……勝手に約束しちゃって……。ま、マズかったかな…よね。でも蕾ちゃんが可哀想で…つい……」

　今日で何度、悠里から謝られるのだろうかと思いながら、日向は突然の悠里の申し出に呆然としながら返事をしようと口を開いた。

「いや、それは大丈夫というか……逆に迷惑掛けてしまって……御免なさい……」

「わ、私は平気だよ。ほら、蕾ちゃんにダイエット手伝って貰もらうと思えばいいんだし……ダイエット考えてるなら、最初からお菓子なんて食べるな！　って話なんだけどね」

　言いながら照れた顔で自分のお腹の辺りを擦さする悠里に、日向は思わず彼女の身体を上から下まで眺めてしまう。ほっそりとしたウェストに、綺き麗れいに伸びた足はダイエットの必要性などまるで感じさせず、むしろ健康的な色香を纏まとっている様に思える。

「ちょ、ちょっと新垣君……冗談、冗談だから、あんまり見ないでよ…」

　恥ずかしそうに悠里が身を捩って身体のラインを隠すと、日向は慌てて目線を逸らす。

「あぁぁ御免なさい！　つい……」

「う、ううん……私も変な事言ってゴメン……」

　そして二人はお互いに頭を下げ合うと、どちらからともなく顔を上げて視線を交わらせる。

「今日はなんか、お互いに何度も謝られる日だね」

　日向がそう言うと、悠里も日中の事を思い出したのか、口元に掌てのひらを当てて笑い声を上げた。

「あはは！　確かに、今日は新垣君に迷惑掛けっぱなしだね」

　そして二人でひとしきり笑い合った。

「あ、時間使わせちゃって御免ね。俺達もう行かないとだ」

「うん、私もだ！　それじゃ新垣君、蕾ちゃん、またね」

「おねーちゃん、またねー！　またあしたねー！」

　その言葉を最後にして、三人は手を振り合って、それぞれ別方向に別れた。

　学校帰り、妹と二人で向かった近所のスーパーでの一幕。

　いつもと変わらぬ風景、そんな中で起きた、学校外でのクラスメイトとの思い掛けない出会いがあった日。

　これが、日向にとって、遅めの高校生活が本当の意味で始まった日だった。




　翌日、教室に入ると日向は自分の席に向かい、本日午前中の授業科目を予習する。

（昨日は結局、蕾を寝かし付ける時に一緒に寝入っちゃったからなぁ、失敗した）

　蕾と一緒に布団に入ると、幼児特有の高い体温にあてられてつい眠気を催してしまうのだ。

　帰宅した両親に起こされたのが既に午後の十一時頃で、もう起きても仕方がないのでそのまま寝てしまったのだ。

　だが、そういう生活を仕方ないと思っているだけでは成績が落ちてしまう。

　勉強は学校と、蕾が寝た後にしか行わない。その代わり授業中は全集中力を以て挑む。それが日向流の学習術だった。




　程なくして、教室に続々と生徒達が入って賑にぎやかになってくる中で、悠里が登校してくるのが見えた。

　悠里はちらっと日向の方へ視線を向けると、小さく手を振る。

　口元で「昨日はごめんね」と言っているのが見えたが、それが果たして昨日の教室での出来事なのか、帰り道の出来事なのかは判断出来なかった。

　軽く頷く事で悠里への返答を行い姿勢を戻すと、隣の席から男子生徒が声を掛けてきた。




「……日向。お前、芹沢と何かあったの？」

　声の主は成なる瀬せ雅みやびと言い、日向の数少ない友人の一人だ。中学からの友人でもあり、交友関係で言えば最も深い関わりを持つ親友と呼べる相手だ。

「あぁ、昨日ちょっと教室でぶつかったのと……帰りにね、蕾とはとやに行ってたんだよ。そこで偶然ばったり会って……」

「あぁ、晩飯の買い出しか。なんだ、それだけか？」

「うん、それだけ」

　正確にはもう少し色んな出来事があったのだが、わざわざ昨日の事を全て話す必要も無いだろうと、日向は一言だけに止とどめておいた。

（そういえば、昨日のお菓子の件はどうすればいいんだろう……蕾の我わが儘ままに芹沢さんをこれ以上付き合わせるのも申し訳無いし、蕾には今度同じ物を買ってあげて、お茶を濁しておいた方がいいかな……）

　今後の事を考え、どうするべきか悩んでいる日向の横顔を、雅は頰ほお杖づえを突きながら黙って眺めていた。




　授業中、日向は背中を誰かにちょんちょん、と突つつかれる感触を覚え、首だけを微かに回して背後を確認した。すると其そ処こには、後ろの席に座るポニーテールの女子生徒……恵え那な唯ゆいがこちらに向けて折り畳まれた紙片を差し出していた。

　彼女は昨日、悠里とじゃれ合っていた相手で、普段から悠里と一緒に居る所を教室内で目撃する事が多い女子だ。

　いつも声を出して笑ったり、昨日の様にはしゃぎ回る事が多く、日向は女子の間でのムードメーカー、といった印象を持っていたが、勿もち論ろん彼女とも今までほとんど交流らしい交流は持った事が無い。

　なんだろう、と日向が小首を傾げると、唯は「んっ」と微かに声を発しながら目線を斜め後方へと向ける。

　同じようにそちらを見ると、悠里がにこやかにこちらを見ており、頷いた。

　その動作に促されて日向は唯から紙片を受け取ると、折り畳まれたそれを開いてみる。

　そこには──




《今日の四時半頃に、商店街傍の公園で》




　とだけ書かれていた。

（え……これって、まさか昨日の事を実行するって事……かな）

　改めて悠里に視線を向けると、悠里は日向に向けて力強い眼差しを向けたまま、『うんっ！』と強く頷いた。

（芹沢さん、本気だったんだ……）

　驚きのあまり、動きを止めてしまう日向だったが、元はこちらが我が儘を言ってしまった結果だ。誘ってくれているのを無下に断るのも悪いと思い直し、日向はお礼も込めて悠里へ手を合わせた。

「へぇ……本当に新垣君宛てだったんだ」

　教師に見つかる前に前を向こうとした日向の耳に、驚嘆の言葉が届く。相あい槌づちを打とうとしたのだが、丁度黒板と向き合っていた教師がチョークを置いて振り返る所だったので、そのまま前を向いて座り直した。日向の隣では、一連のやり取りを見ていた雅が口をポカンと開けていたが、その後、彼からその事について特に言及しては来なかった。







　放課後になり、日向は祖父母宅へ蕾を迎えに行った後、公園で蕾をブランコに乗せて悠里を待っている。

「はやいはやいー！」

「落ちるなよー……っと！」

　戻って来たブランコを、蕾の背中を押して加速させる。

　周囲には小学校の帰りに遊んでいるのであろう子供達が、夕暮れに近付くにつれ一人、また一人と公園から出て行く姿が見える。

　丁度、その子供達と入れ違いになる形で公園入口にやってくる制服姿の悠里が見えた。

「おねえちゃんだ！」

　目め敏ざとく悠里の姿を見つけた蕾が、ブランコから飛び降りようとしたので、日向は慌ててブランコのスピードを抑えつけ、ゆっくりと降ろす。

　蕾は一目散に悠里の元へ駆け出し、そのまま足にしがみ付いた。

「おねーちゃーん!!　こんにちは！」

「うっ……、つ、蕾ちゃん、こんにちは……いきなり破壊力高いね……」

　悠里は左の膝ひざあたりを蕾にホールドされ、昨日と同じ満面の笑みを向けられて悶もだえそうになる。

「芹沢さん、御免ね。わざわざ来て貰って……」

　後ろから歩いて追ってきた日向が、悠里へ申し訳なさそうな顔をする。

「いいのよ、むしろ私が蕾ちゃんと一緒に遊びたかったんだから。蕾ちゃん、はいこれ。お姉ちゃんお菓子持って来たから、約束通り一緒に食べよっか！　でも家に帰ったらお夕飯もあるから、ちゃんとお腹一杯になる前には止めようね？」

　悠里は右手に持った買い物袋を持ち上げてみる。

　ガサガサと音が鳴り、中から目的の品の外装が微かに透けていた。

「おかし！　たべよ！　たべよ！」

　テンションが更に高くなった蕾は、悠里の手を引いてベンチへと移動していく。

　そして二人並んで座ると、悠里は手元の袋からお菓子を取り出す。

　一方で日向は、悠里からお菓子を貰おうと必死に手を伸ばす蕾の小さな手を取り上げる。

　そして、カバンの中からウェットティッシュを出し、蕾の手を拭ふいてやった。

　その様子を傍で見ていた悠里は「へぇ……」と感心したような声を出す。

「新垣君、ウェットティッシュなんて常備してるんだ？　男子では珍しいというか…」

「あぁ、こういう出先で必要になるんだよ。子供は割と色んな所触るからさ、水場があるとも限らないから、消毒用にね」

「あ、蕾ちゃん用なのね、あはは……」

　質問の答えとしてはやや斜め上の返答に、悠里は面食らったようになる。

「いいお兄ちゃんだねぇ。なんか、学校の時よりも活き活きしてるっていうか」

「はは、確かに、学校だと俺は印象薄いからなぁ。部活も入ってないし、友達と遊びに出る事もほとんど無いし…」

　そう呟つぶやく日向の表情は、寂しい言葉とは裏腹に後悔しているものではなかった。

　だからなのか、悠里は気負い過ぎる事もなくすっと尋ねる事が出来た。

「新垣君が学校であまり皆と一緒に居ないのは、蕾ちゃんのお世話するからなの？」

「うん、まぁそうかな。ウチは両親が共働きでさ、祖父母の家が近くにあるから幼稚園の迎えとかは大丈夫なんだけど、出来るだけ早く帰ってやりたくて」

　蕾の頭を撫なでると、西日が当たって温かくなっていた。

　その温かさが、日向の中にも伝わってくるようで、気持ちが穏やかになる。

「羨うらやましいな、私は一人っ子だから、新垣君みたいなお兄ちゃんが居たら毎日楽しいかも」

「どうだろうね、口くち煩うるさい兄だから、割と邪魔になっちゃうかもよ」

　日向が笑いながらそう言うと、蕾は日向の腰に抱きつきながら、

「じゃまじゃなーい！　つぼみ、おにいちゃんすきー！」

　と叫ぶ。

　日向はその言葉に顔を綻ほころばせながら、もう一度蕾の頭を撫でた。

　その光景を眩まぶしそうに見ながら、悠里も笑顔を向けている。その笑顔が夕陽と相まって、日向は思わず見み惚とれてしまいそうになる。そしてふと今更ながらに疑問を抱いた。悠里がここまで蕾に対して心を砕いてくれている、その理由に。

「芹沢さんは、その……子供が好きなの？」

「え？　んー、うん。好きかな。蕾ちゃんみたいに、素直でいい子は、特に。だって可愛いもの」

「そっか。ここまでしてくれる人って珍しいから、なんか理由があったのかなと思って」

　日向の言葉に、悠里は人差し指を唇に添えて「んー……」と一言洩もらす。そして少しだけ、寂しそうに顔を曇らせた。

「私の家、お母さんとお父さんね、少し……なんていうのかな、エリート体質でね？　小さい時は、これダメーあれダメーって。結構、躾しつけが厳しかったの。あ、今は少し感謝してるよ。お蔭かげ様さまで、品行方正に育ちましたからね」

「自分で言うんだ、それ……」

　少しだけ胸を張って言い切る悠里に、日向が苦笑いしながら突っ込む。小気味良い反応に悠里も笑い、話を続けた。

「こういうお菓子もさ、好きなもの買って貰もらう事あんまり無くて。洋服とかも、あんまり子供っぽいものじゃなくて……どこのお嬢様なの、って感じの。外にもあまり遊びに行けなくて、ちょっとでも汚したら、お母さん怒るし……。それでね、ずーっと思ってたの」

「思ってた？」

「うん、もしも私に妹が出来たら、こんな風に可愛がるのになー、こういう服を着せたりして、二人でお菓子を食べ合いっこして……って。そしたら！」

「うおっ……!?」

　突然、ぐいっと悠里が身体を前のめりに倒して日向へと近付いた。

「ほんっっとに驚くぐらい、私の好みど真ん中の女の子が居るんだもん、びっくりしたよ！」

「そ、それが蕾だった……と？」

　日向が戸惑い混じりに訊きき返すと、悠里はコクコクと顔を上下に振った。

「そう！　あの時の衝撃を新垣君にも教えてあげたいぐらい！　本当に驚いたんだよ、私の想像にある女の子が突然目の前にピョンッて出てくるの。夢見てるのかと思っちゃったもん」

　そう語る悠里の顔は、本当に嬉うれしそうで、何か夢が一つ叶かなってしまったかのような輝きに満ちていた。

「えーと、つまる所……芹沢さんの抑圧された願望によって生み出された、芹沢さんの理想の妹像というのが」

「……新垣君、さり気なく刺してくるよね、言葉のナイフ……」

「すみません、思わず……」

「いいけど……大体正解だから……」

　日向の容赦ない失言により、一瞬にして真顔に戻った悠里がガックリと項うな垂だれる。

「えっと……だからその、芹沢さんの……、理想の妹像というのが、蕾なんだね」

「今、もう一回『抑圧された』とか言いそうになってたよね？」

「滅相も無いです……」

　ニコリと笑う悠里の笑顔は、その美び貌ぼうと相まって得体の知れない重圧を放っている。日向は思わず目を逸らしてやり過ごした。

「まぁ、でもそんな所かな。そんな状態で、昨日みたいに目をうるうるさせられたら……もう放っておけないじゃない、それに……」

「うん？」

「……ううん、こっちの理由は教えなーい、恥ずかしいから」

　言いながら、照れた様に微笑む悠里の顔は、やっぱり綺き麗れいで。

　日向は、少しだけ上がってしまった体温を誤魔化す様に、少し襟元を開けて夕暮れ時の風を肌に感じさせた。

　二人が話している間、黙って日向と悠里の顔を交互に見上げていた蕾が、小首を傾げる。

「ふたりとも、なんのおはなし？」

「えっとねぇ、蕾ちゃんが可愛いなーって話をしてたの」

「えへへ、つぼみ、かわいいんだ」

「うん、さいっこうーに可愛い！」

　そう言って、蕾を軽く抱きしめる悠里に、蕾も照れくさそうにしながら小さな腕を悠里に回して、二人は少しの間、じゃれ合うように抱きしめ合っていた。




　その後、悠里は蕾と約束通りお菓子を一緒に食べて、公園の遊具で少し遊び、気付けば五時を回っていたので帰宅する時間となったのだが。

「いやー！　かえらない！　おねえちゃんといる！」

　蕾が悠里にしがみ付いて離れなくなってしまった。

　いつもは聞き分けがいいのだが、どうして今日に限っては駄々を捏こねるのか分からず、日向は途方に暮れてしまうが、いつまでもこうしている訳にもいかない。

「蕾、お姉ちゃんだって家に帰ってご飯食べたりしないといけないんだ。それに、俺達もそろそろ帰らないと。兄ちゃんもご飯支度しないといけないんだよ。あんまり遅くなると食べられなくなって、夜にお腹空いちゃうよ」

　日向がそう言うと、蕾はぐっと涙を堪えながら益々悠里にしがみついてしまった。

「新垣君、晩御飯の支度までするんだ!?　す、凄すごいね……万能過ぎてウチに欲しいわ…」

「うん、まぁ……お蔭かげで家事ばかり上手くなっちゃってさ。ほら、蕾。兄ちゃんと帰るよ」

　驚嘆する悠里に苦笑いを浮かべた後、蕾に右手を差し出すが、蕾は悠里の後ろに隠れるように逃げてしまう。

　悠里はどうしていいか分からず、蕾の頭を撫でて宥なだめていた。

「よっ……と」

　蕾が視線を外した隙に、日向は蕾の背後に廻まわりその小さい体を抱え上げてしまう。

「やー！　いやー！　おねえちゃんもいっしょにたべるの！　いーやー！」

「つ、蕾、落ちるから落ちるから、落ち着いて！」

　抱え上げられたままじたばたと手足をバタつかせる蕾を落とさないよう、日向はしっかり抱え直す。

　それでも腕の中で身体を捩よじり、日向の顔を押しのけ、どうにか脱出しようとする。

「め、珍しいんだよ、ほんと。蕾がここまで暴れるのって……芹沢さん、後は何とかするから、先に帰るね」

「やー！　いやー！　かえらない！　かえらないー！」

　暴れる蕾に身体をあちこち殴られ蹴けられ、耳元の泣き声に苦笑いしながら日向が悠里に背中を向けた。

　悠里はその姿を黙って見送るが、蕾の泣なき腫はらした目が悠里を捉とらえる。

　悠里もまた、蕾と目が合ってしまう。

　そして、何となしに蕾がここまで暴れる理由が分かった気がした。

（あ……）

　日向と蕾はこのまま家に帰る。そして日向がご飯を作って、二人で食べる。

　その後はきっとお風ふ呂ろに入って、寝てしまうのだろう。

　だけど、それまではずっと二人きりだ。

　日向の両親が何時に帰宅するかは分からない、けれどそれは早くても蕾が寝る直前なのだろう。

　いつもはその状況で問題無かった、でも今日は悠里が居た。

　悠里が居たからこそ、寂しさが勝まさってしまった。

　二人より、三人で居たいと、思ってしまった。

　その気持ちは、一人っ子だった悠里にも分かる気がする。

　友達と自宅で遊んで、帰ってしまった後の、寂せき寥りよう感がこみ上げるあの感覚。

　悠里の両親も共働きだった。鍵かぎを持たされ、家に帰り、暗くなって来ると電気を付けて両親の帰りを待つ。寂しかったけれど、自分の為に働いてくれる両親に心配させまいと、悠里は常に笑顔を振り撒まいていた。そしていつの頃からか、悠里は自分に兄弟姉妹が居てくれたら、そんな風に思い始めた。

　それが先程、日向に言い掛けたもう一つの理由、悠里がこの二人を見ていたいと思った、その根底にある想いだった。

　日向はかつての悠里が望んだ理想通りに、蕾の寂しさをきっと毎日一人で受け止めてあげて、笑顔に変えてあげているのだろう。自分の青春を過ごす時間を削ってでも。




「新垣君っ！」




　悠里の声に、日向が振り返る。

　蕾が悠里に手を伸ばす。

　他所よその家庭の事情に、容易く踏み込むべきではないと思っている。

　だけど、こうして知り合う事が出来た、触れ合う事が出来たのだ。

　自分にも何か出来る事は無いだろうか、少しでもこの温かい兄妹きようだいにあげられるものは無いだろうか。

　悠里はその感情だけで、言葉を口にした。

「私も！　お、お腹空いたの……！　それにほら、男の子ってお肉ばっかり食べるかもしれないし、蕾ちゃんみたいな小さい子に偏った食事をさせちゃいけないから！　だ、だから、えーっと……そう、私には二人の食生活を見届ける義務があると思うの！」

　その言葉を聞いた日向がポカンと口を開け、蕾の顔が花咲くように笑顔で満ちて行くのが悠里には見えた。

「だから、私も一緒に夕飯食べさせて！」

　口走ってしまった事を、訂正する気持ちは無い。

　後々になって、本当に酷い言い分だったな、と悠里は頭を抱える事になるのだが、とりあえずこれで賽さいは投げられたのだ。




　新垣邸のダイニングテーブルに並べられた料理を見て、悠里はフリーズを起こしていた。

　赤海老えびに白い衣が付いているのはフリッターという料理だろうか。

　アボカドやトマトなど、彩りの良いサラダに掛けられたのは市販のものではなく、恐らくは手製ドレッシング。

　そしてカレイの煮付け、アスパラの豚肉巻きと魚介に野菜、肉が並ぶ。

　減塩しているが出汁だしでしっかり味わえる味み噌そ汁しる。

　そして玄米入りと思われる、少し変わった色合いのご飯が置かれている。

　家庭的な料理が並ぶ様は、悠里の中にある女性のアイデンティティを突き崩すのに十分なものだった。

　先程の『見届ける義務がある』云うん々ぬんの台詞せりふが悠里の頭の中でリフレインして悠里は頭を抱えた。

「新垣君……貴方あなたはもう高校生じゃない、オカンよ。今日から新垣オカンと名乗りなさい……何よこれ、偏りが何一つ見受けられないじゃない……」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやき、虹こう彩さいから光を喪うしなった瞳ひとみになりながら悠里は食事に箸はしを運ぶ。

　隣にはニコニコ顔の蕾が上手に箸をお皿に伸ばしている。

「これと、これと、これたべてー！　はいどうぞー！」

　悠里と一緒に食卓を囲むのが嬉しいのか、時折悠里の皿におかずを載っけたり、あーんと悠里に向けておかずを挟んだ箸を伸ばす。

　悠里はそれを勿もち論ろん邪険になどせず「食べさせてくれるのー？　じゃあ、あーん！」と笑顔で応えていく。

　これはこれで非常に心温まるのだが、日向の内心は複雑だった。なにせ相手は昨日から話せる様になった同級生である。どちらかと言うと状況に対して困惑する気持ちの方が大きい。

「おにいちゃんのごはん、おいしい？　これもたべていいよー！」

「う、うん。美味おいしいよー！　本当美味しいわ……心の涙が出る程にね…」

「芹沢さん、麦茶入れるよ。ご飯もおかわり欲しかったら遠慮なくね、いつも余して冷凍庫行きになっちゃうんだ」

「え、えぇ……ありがとう。あ、新垣君……料理上手いのね。………………私が軽く女子として自信を失う程にね……」

　コップに注がれる麦茶を見ながら悠里が呟く。

　最後の方は完全に独り言で、怨おん念ねんと共に出た言葉が日向に聞かれる事は無かった。

　そうして悠里を交えた食事の席は会話が弾み、蕾と悠里はお互いに食べさせ合いをしながら和やかに過ぎていった。




　その後、食事を終えた三人は、満腹感を覚えながら席でそれぞれに一息を吐く。

　やがて日向が食器を持ってシンクへ向かう為に立ち上がると、悠里は慌ててその背中に声を掛ける。

「あ……新垣君！　洗い物するなら私やるよ！　食べさせて貰もらってばっかりで、何もしないって悪いもの……」

「んー、それなら……食器洗っちゃう間だけでも蕾と遊んでて貰えるかな？　そんなに掛からない筈はずだから、こっちは気にしないでもいいよ、ほんと」

「そ、そう……分かった。なら、そうするね。でも手伝える事があったら、ちゃんと言ってね？」

　悠里の言葉に日向は頷うなずき、台所へと入ってシンクの中へ食器を下げる。

　その後、暫くリビングの中には日向が洗い物をする為に流している水の音と、悠里と蕾が仲良く談話する声、そしてテレビから流れるアニメの音声とＢＧＭが流れていた。




　日向は食器を洗い終え、ダイニングテーブルを拭ふくと両親用の食事にラップを掛け、エプロンを外す。

　畳んだエプロンを仕舞い、リビングへと移ると悠里の膝ひざに頭を載せて眠る蕾の姿があった。

　近寄ってきた日向を見上げながら、悠里は蕾の頭をゆっくりと撫なでている。

「ごめんね、蕾ちゃん疲れて寝ちゃったみたい。起こした方がいいのかな？」

「いや、この時間なら後でまた起きるだろうからさ、とりあえず和室に寝かせておくよ」

　日向が身を屈かがめて蕾をゆっくりと抱えようとする。

　頭を持ち上げようとした際に、右手の甲が悠里の太ふと腿ももをなぞってしまい、悠里が「ひゃっ！」と声を上げる。

　無作法だったかと、日向も慌てて動きを止めるが、しかしここで手を引っ込めては蕾の頭が落ちて起こしてしまう。

　止むを得ず、視線だけ悠里へ向けて小さく「ごめんっ！」と謝ると、悠里も少しだけ顔を赤くして「気にしないで。起こさないように、ゆっくりでいいよ」と呟く。




　そうして蕾を和室に敷いた布団へとりあえず寝かせると、二人の間に微妙に居た堪たまれない空気が漂う。

　蕾が起きている間は意識していなかったが、こうなると同級生と二人で自宅に居るという状況は、なかなかどうして緊張してしまうものだという事を思い出した。

「さっきはごめん、ちょっと気が回らな過ぎたね……」

　はぁ、と溜息をついて悠里へ頭を下げる。

「いいよいいよ！　仕方ないっていうか、気にし過ぎると却かえって困る！」

　悠里も慌てて応えるが、やがてフッと笑い出し。

「なんか、私と新垣君、昨日と今日でお互いに謝ってばかりじゃない？」

「そうかな。そうかも。俺も昨日は芹沢さんに謝られてばかりだな、って思ってた」

「だよね！　もーお互いにあんまり気にしないでいこ！　ほら、一緒の食卓も囲んだし。同じ釜かまの飯を食った仲ってやつよ！」

　やや乱暴だが、気きつ風ぷのいい悠里の言葉に日向も釣られて笑い出す。

「あははは！　分かった、俺も気にしないようにするから、芹沢さんも気にしないようにしてね」

「おっけーおっけー、私は割と神経太いから、繊細に扱わなくても平気よ！」

　そうして二人で笑い合っていると、寝ている蕾が身み動じろぎし出したので、二人でハッと口を塞ふさいで声を潜める。

「……起きちゃった？」

「いや……大丈夫みたい、寝返り打っただけ」

　ソファから軽く立ち上がった日向が和室を覗のぞくが、蕾がそこから起きてくる気配は無い。

「蕾ちゃんの寝顔、可愛いね。頰ほっぺたもぷにぷにしてて……子供って、なんであんなに肌が柔らかいんだろう。羨うらやましいなぁ」

　悠里が和室の方を向いたまま、穏やかに笑う。そして蕾の顔を覗き込みに行こうと立ち上がり、途中で動きを止めた。

「あ……脚……脚が痺しびれて……」

「さっき蕾の頭を載せていたから、重みで痺れちゃったかな。大丈夫？」

「うん、大丈夫……だけど、動けないぃ……」

「一度座って、楽にしているといいよ」

　日向の助言に従い、悠里は再度座ろうと試みるが、痺れた脚を庇かばっている為に上手く座る事が出来ずに居た。ぎこちない動きに思わず日向は笑ってしまう。

「パントマイムみたいになってる……」

「わ、笑ってる場合じゃなくって！　あ、あぁぁ……」

「ちょ……せ、芹沢さん!?」

　遂には悠里が体勢を崩す。悠里はせめて床では無く、ソファに倒れ込もうと身体を捻ひねって両手を前に突き出した。直後に日向が悠里を支えようと、慌てて両手を広げた。

　日向と悠里は衝突を予想して咄とつ嗟さに目を閉じる。ボスッ、というクッションが空気を吐き出す音が聞こえたけれど、身構えていた衝撃は襲ってこない。

　日向がゆっくりと目を開けると、そこにあったのは至近距離に広がる目を瞑つむったままの悠里だった。悠里の両手は、日向の顔の左右に突き出され、かろうじて彼女の身体が倒れ込むのを防いでいる。

　しかし、そのお蔭かげで所謂いわゆる『壁ドン』の様な状態になってしまっている。

「……………」

　目の前にある端正な悠里の顔と、微かに感じる吐息で日向は完全に動けなくなってしまう。
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「あ、あっぶなー……あ、新垣君、大丈夫だっ……」

　数秒して悠里もまた閉じたままの両目をおそるおそる開いてみせた。

「………た？」

　悠里は状況を把握する為に、数秒。そして把握してから数秒、絶句する。

　そして停止した悠里の思考が再び回り始めると、悠里が大慌てでその場から立ち退こうと身体を起こす。

「ご、ごごご、ごめんなさい！　すぐに退どくから……あぅ！」

「落ち着いて落ち着いて！　いいから、大丈夫だから、まだ脚動かないなら急がないで」

「でもでもでも！　う、腕伸び切っちゃって！　か、身体が起こせないの……！」

　悠里が必死に体勢を整えようとするが、重心が完全に前のめりになってしまい、上手く立ち直る事が出来ない。日向は悠里が余りにも焦っているお蔭で、却って自分は冷静さを取り戻す事が出来た。

「ゆっくり、焦らなくていいから。……芹沢さん、ちょっとだけ肩の辺りに触るね、支えるから」

「う、うん……」

　日向はそっと悠里の両肩を摑つかみ、彼女の体重を支えながら、もう一度悠里をソファに座らせる。

　ゆっくりとした動作で悠里は座り直すと、申し訳無さそうに顔を伏せた。

「………すみませんでした」

「いや、うん。まぁ……仕方ない事だし、俺は全然気にしてないけど……」

　そう言って隣を見ると、落ち込んだ様に伏せた悠里の横顔が、はらりと落ちた髪の毛の合間から覗いている。日向がそのまま悠里の横顔を眺め続けていると、悠里もちらりと日向を見た。再び視線が交わると、先程の至近距離での悠里の顔、そして両手で触れた肩の細さが脳裏を過よぎって頰が熱くなる。

「………うぅ」

　悠里もまた先程の事を思い出したのか、赤面して再び顔を俯うつむかせてしまう。

　何とも言えない沈黙が流れて数秒、落ち着きを取り戻した日向は、なるべく平静を装って悠里へと声を掛けた。

「しょ、食後のお茶を出してなかったね。コーヒーと紅茶、緑茶もあるけど、どれがいいかな」

　突然の日向の提案は、しかしまだ微かに残る緊張のせいで若干声が裏返ってしまっていた。

　けれど、その事が逆に悠里の緊張を解いたのか、悠里の肩から力が抜ける。

「ぷっ……ふふっ、うん……貰おうかな。コーヒーが飲みたいかも」

「分かった、ちょっと待っててね」

　ようやく見られた悠里の笑顔に日向も笑顔を返しながら、台所へと向かった。




　それから日向と悠里は食後のお茶を飲みながら談話し、やがて悠里の帰る時間となったが。

「あー、どうしよう……夜遅いから、送って行った方がいいんだろうけど……」

　流石に夜道を女子生徒一人で帰らせるのも気がかりだし、かと言って蕾を置いて行く訳にもいかない。

　祖父じいちゃんか祖母ばあちゃんに来て貰もらって、その間に送って行こうか、と日向が考えていると。

「あ、大丈夫。さっきお母さんに連絡してね、友達の家に遊びに来てるから、迎えに来てってお願いしたの。もう近くに居ると思うから、大丈夫だよ」

　と言うので、日向も安心して頷うなずいた。

　そして玄関まで悠里を見送る為に一緒に向かう。

「今日は本当にありがとう、芹沢さん。なんか急に家まで来て貰っちゃったり、蕾の面倒見てくれたり、凄すごく助かったよ」

「ううん、っていうか私こそありがとう、夕飯まで御ご馳ち走そうになっちゃってさ。……ふふ、なんか不思議、昨日までほとんど会話もした事無かったのに、今日は新垣君の家まで来て、手料理まで食べてるとか。絶対予想出来なかったよ」

　言いながら笑う悠里に、日向も「確かにね」と一緒に笑う。

　そして、二人でひとしきり笑いあった後、僅わずかな沈黙が訪れる。

　嫌な沈黙ではない、どこか心地良い沈黙。

　一昨日おとといまではただの同級生、昨日は蕾を通じて約束を交わした同級生、今日は一緒に食卓を囲んだ同級生。

　この距離感を何と表せばいいのか分からないが、今は言葉にしなくても構わない気がした。ただ、温かい空気が溢あふれている、それだけで十分だった。

　靴を履き替えた悠里が玄関を開ける。

　日向も一緒に玄関を出る。

「それじゃ、また明日あした学校で」

「うん、気を付けてね。また明日」

　悠里が門を出ていくのを見届けて、日向は家に戻る。

　明日からの学校は、今までとは少しだけ違う学校になりそうな気がした。







　悠里が新垣家を訪れて数日、日向の日常には僅かにだが変化が生じていた。

「おはよう、新垣君」

「芹沢さん、おはよう」

　変化というには余りにも些さ細さいな事だが、日向は悠里と毎日挨あい拶さつを交わす間柄になった。

　本当にそれだけの事だったが、日向の友人である雅には、その変化は多大な興味を抱くのに十分だったようで。

「日向、お前ってやっぱり芹沢と何かあった？」

「……ん？　何かって、何も無いけど？」

　一瞬、別に隠し事をする必要も無いのだし、雅になら話してもいいかと思った日向だったが、男子の家を訪れたという外聞が悠里にとってどう転ぶか分からないのでお茶を濁す。

「そうか、いや、ならいいんだが……」

「なんか、気になったかな」

　うーん、と違和感の正体を探ろうとする雅に、日向は首を傾げて先を促す。

　やがて何か思いついたのか、あぁ、と納得するように顔を上げて雅が語り出す。

「いや、だって日向と芹沢だろ？　接点らしい接点が無いっつーか、片方は影の薄いクラスメイトランキングトップ。片やクラスでも抜群の人気を誇る女子生徒。その芹沢がお前に、こうも頻繁に挨拶するのがおかしいんだ」

「雅、どさくさに紛れたら俺の事をなんて言っても大丈夫だなんて思ってない？」

「悪い悪い。ほら、お前この前、授業中に何か芹沢と手紙みたいなのをやり取りしただろ。思えばあの後からなんだよなぁ」

　成程、あれを見た後にその違和感に突き当たるのは、流石親友と呼ぶべきだろうかと日向は感心する。

「何かあった、にはあったけど……話せる時が来たら話すよ」

「お、って事はなんか面白い話か!?　そん時はちゃんと話せよ」

　雅はそれだけを言うと、それ以上追及する事なく授業の準備に取り掛かった。




　昼休み、日向が弁当を箸はしで突つつきながら、周囲の雑談をＢＧＭにして昼食を摂とっていた時の事。教室後方のドアが開いたので、雅が買い物から戻って来たのかと思いそちらに目をやるが、入って来たのは雅では無く別の生徒だった。そのまま正面へと振り返る途中、今度は視界の中で誰かが自分を見ている様な感覚を覚え、そちらに目を向ける。

「……………」

　視線の先には、友人の唯と一緒に弁当を広げている悠里が居た。何故か日向を凝視している。

　正確には、悠里の瞳ひとみは日向の弁当を凝視していた。

　悠里の席は唯の斜め左後方なので、席が近い二人はいつも一緒にお昼を食べているらしい。

　いつも気にしていなかったが、案外と近い位置で昼休みを過ごしていたのだな、と今更ながらに気付く。

「どったの、悠里。新垣君の弁当が食べたいの？」

　悠里の視線を追った唯が、日向と、その手元にある弁当を交互に見て、悠里に問いかけた。

　視線を向けた瞬間に名前を呼ばれる事になり、日向は何となく視線を逸らせずに首を傾げるしかなかったのだが……。

「えっ!?　い、いや、そういう訳じゃないよ！　立派なお弁当だなーと思って、あれも自分で作ってるのかな、ってちょっと気になっただけで……」

　慌てて弁解するも、その言葉のチョイスは少し危なっかしいな、と日向が思うと同時に──

「悠里、新垣君の手料理とか食べた事あんの？」

　ぽかーんとした顔で悠里へ声を掛ける唯に、悠里はしまった、とばかりに片手で口元を覆う。

「ち、違う違う！　えーっとほら、今ってテレビでよく料理出来る男性の特集って入るじゃない!?　あのオリーブオイルを大量に掛ける俳優さんとか！　だ、だから男の人で料理する人が増えたのかなって思ってて、それでつい今みたいに新垣君も自分で料理するのかなーって思っちゃっただけで！」

　深い意味は無いんだよ、と手を胸の前で振り、それっぽい理由を並べていく。

　唯はその弁明に半ば納得したような表情で、二度三度と頷いた。

「あー、なるなる。最近多いもんねー確かに。ウチもお兄ちゃんが大学生になって一人暮らし始めた時とか、やったら料理に凝り出したもんなー。男の人って凝り性だからさー、無駄にやりたがる人多いんだよー。この前も『包丁は鋼じゃないとな、ステンレスは軽くて使い物にならん』みたいな事を言いだしてさー」

　うんうんと頷きながら身内の愚痴を言いだした唯に、悠里はホッとしたような顔をした後、ちらりと一瞬だけ日向を見た。困ったような笑いと目線を向けて『やっちゃった』と声には出さず口だけを動かす悠里を見て、日向は二人で秘密を共有し合うような、くすぐったさを覚えた。

　だからなのか、日向は珍しく自分からその会話に加わり、悠里のフォローを入れようと思った。

「この弁当は確かに自分で作ったものだけど、最近は二人の言う通りに男性で料理に手を出す人も多いよね。俺は母親の手伝いから始めて覚えていって。朝方は母さんが忙しいから自分で作ってるだけなんだけどね」

「え、それじゃ本当にそれ、新垣君の自作なんだ！　すっごい！　えー本格的じゃんー！　レンチンで作るおかずとかじゃないよね？」

　話に加わって来た日向に、唯は意外そうな顔をしながらも笑顔で対応してくれる。

「今日のは偶たま々たまね、でも忙しい時とかは冷凍食品も使うよ。自分で作るよりもそっちの方が安上がりになる時もあるし、唐揚げとかは朝から油を使いたくない時とかに便利だから」

「あぁー確かに！　さり気なく冷凍のカラアゲって美味おいしいんだよね……。へぇー凄いな、あたしも少しぐらいなら料理出来るんだけどさ、ちょこっと切ったり炒いためたりするぐらいだもん。へー……」

　唯の目が感心と好奇心で半々になっているのが分かる。その次に続きそうな言葉も、何となく日向は理解した。そして唯が日向の弁当と自分の弁当を見比べて……。

「ね、ねぇ新垣君、その玉子焼きとあたしの玉子焼き、交換しない？　あ、これはお母さんの作品だから、美味しくないって事は無いよ！　ちょっと新垣君の実力を見てみたくって、へへへ……」

「いいよ、こんなので良ければどうぞどうぞ……」

　案の定、という提案に日向は嫌な顔する事なく笑顔で応じる。

　日向としても、他所よそ様の家庭の味というのは興味深い。

「ありがとー！　へへ、それじゃー失礼して………」

　唯が箸を逆さまにして、日向の弁当に玉子焼きを入れていく。そして日向の玉子焼きを自分の弁当へ一いつ旦たん収め、持ち直した箸で摘んで口に入れた。

　日向も、貰った玉子焼きを口に入れてみる。唯のお母さんが作った玉子焼きは優しい甘さがした。

「う、うまい……これ、出汁だしの味かぁ！　出汁巻き卵とは……！　旨うまい、旨いよ新垣君……！」

　唯が目を見開いて日向に賞賛を送ってくる。

　家族以外に食べさせるのは先日の悠里が初めてだったので、実質他人としては二人目だったからか、日向もホッと安あん堵どした。

「口に合ったみたいで良かった、ほとんど他人ひとに食べさせた事が無いから、自信はそんなに無かったんだけど。この玉子焼きも美味しいね、砂糖と塩と……これ、蜂はち蜜みつを使ってるのかな、優しい甘さがする。……うん、これは今度作ってみたい」

　唯のお母さん手製の玉子焼きは甘く、どちらかと言うと塩気を好む故に出汁や醬しよう油ゆの味が前に出る新垣家の味付けとは違い、蕾が欲しがりそうな味付けだった。家でも今度これを蕾に作ってあげようと、日向は心に刻み込む。

「うへぇー、材料も分かるんだ……。お母さん、最近健康志向になっちゃってさ。白砂糖は抑えて黒糖と蜂蜜で甘さを出すのにハマってるんだ。だから砂糖は抑えめで、その分蜂蜜使ってるらしーよ」

　そうやって唯と二人、弁当談義に夢中になってしまっていると、再び悠里から視線を感じた。

　悠里の顔を窺うと、むすっ……と音が聞こえてきそうな感じで、若干唇を尖とがらせている。

　幸い、唯は日向の方を向いているので気付かれる事は無かったが、直接目線が合っている日向は何故か冷や汗を覚えた。

「新垣君、私のお弁当ともおかず交換しましょ。そうね、私はこの豆腐ハンバーグをあげるから、新垣君のお稲荷いなりさん、頂けるかしら」

「あ、うん。構わないけ……ど」

　日向が言い終わる前に、悠里の箸が日向の弁当に伸びて、目的の物を搔かっ攫さらって行った。

　新垣家の稲荷は、蕾の好物でもあるので自信作なのだが、どうやら悠里もお気に召した様子だった。咀そ嚼しやくする悠里の表情が柔らかいものになった。




　普段とは違う、賑にぎやかな昼食時を過ごした日の放課後。

　掃除の当番である日向は、同じ班の生徒達と手早く掃除を済ませて、帰る準備をしていた。

　班は席の近いものが八人単位で五班に分かれる為、日向の班には雅、悠里、唯が居る。

　雅と唯は既に部活動へ行ってしまい、残りの女子生徒と男子生徒もそれぞれ帰り支度をしながら談笑中だ。

　帰宅しようと鞄かばんを持ち上げた日向へ、周りの様子をちらりと気にしながら悠里が近寄ってきた。

「新垣君、蕾ちゃんは元気にしてる？」

　身体を微かに日向に寄せながら、悠里がこそっと質問してくる。

「うん、元気なんだけど、一昨日おとといから少し熱が出てたからさ。今日久し振りに幼稚園行ったんだよ」

「え、風邪でも引いちゃったの？　平気？」

「初日だけ三十九度近く出たんだけどね。次の日にはもう平熱まで下がってて、一応は祖父じいちゃんの家で休ませて。今日は平気だろう、って事で幼稚園に行ったんだけど、まだちょっと本調子じゃないみたいでさ」

「三十九度!?　ちょ、ちょっと！　蕾ちゃん放っておいて平気なの!?　わ、私も心配だけど、過保護な新垣君が普通に登校して過ごしてるのが信じられないんだけど！」

　日向の言葉に驚いた悠里が、思わず声を大きくしてしまう。

　クラスメイトが何事かと一瞬二人に目を向けるので、バツが悪くなり少しお互いに距離を取ってしまった。

「こ、ここだと話し辛いし、帰りながら話そうか」

　日向の提案に、悠里もコクコクと頷うなずいて鞄を取ってきた。




「子供が熱を出すのって実はよくあって、元々平熱も高いから割と四十度近くまで上がる事があるんだよ」

　帰り際、下駄箱に向かいながら日向は悠里を落ち着かせるように語り掛ける。

「だからまぁ、慣れてるというか。小児科に連れて行って、特に何か大きなものが無ければ、後は先まず休ませる。今回も熱は派手に出たんだけど、本人は割とピンピンしててね。幼稚園行けない分、暇で暇で元気さは余ってるみたいでさ」

　苦笑いしながら話す日向に、悠里は不安そうな表情を見せた。

「そ、それじゃ季節外れのインフルエンザとか、そういうのじゃなかったのね……はー、良かった。あんなに可愛い子が病床でぐったりしてたら、可哀想で見ていられないもの……」

「はは、ありがとう。あれ以来、蕾がしょっちゅう騒ぐんだよ、悠里お姉ちゃんと遊びたい、って。それこそ昨日なんて熱が無くて元気さはあったからさ、俺が学校に来る前なんか『お兄ちゃん、悠里お姉ちゃん連れてきて！　遊びたい！』って聞かなくてさ。ちょっと参っちゃったよ」

　そう言って笑う日向に、蕾から指名を受けた悠里は胸に手を当てて悶もだえ始めた。

「う……蕾ちゃんがそんな…わ、私を必要としてくれているなんて……。って、なんでそれを早く言ってくれないのよ！　それを教えて貰もらっていたら、私は万難を排して蕾ちゃんを慰めに行ったのに！」

　日向に嚙かみ付きそうな気迫で悠里は日向を問い詰める。

「い、いや……急に蕾にそう言われても、はい分かりました、なんて言える筈はずも無いし……それに、その」

「それに？」

「か、彼女でも無い女の子を、家においで、なんて軽々しく誘える筈も……無いでしょ」

　勘弁してくれとばかりに顔に掌てのひらを当て、少し照れくさそうに言う日向に、悠里もハッとした表情をして顔を少し赤らめた。

「そ、それも……そうね……うん、確かに、そうだよね……」

「でしょ？　だからまぁ、我が家のかぐや姫が仰せつかった難題に、俺はただ平伏して嵐が過ぎるのを待つしかなかった訳でね……」

　弁解するような日向の顔をまともに見る事が出来なくなり、悠里も足元を見ながら歩いてしまう。

　やがて、会話も途絶えがちになった辺りで二人とも下駄箱につく。

　無言で二人、上履きと下足を履き替えて校門を出た。

　気持ちゆっくりと歩き、日向の祖父母宅がある商店街方面と、住宅街方面への分かれ道に差し掛かった。

　日向と悠里は、お互いに何か言葉を探すようにして、視線を交わらせる。

　やがて、日向が「それじゃ、また明日あしたね」と口を開いた所で、悠里がグッと息を一度吞のみ込み、顔を上げた。

「あのっ、新垣君っ！　あ、後でお宅にお邪魔させて貰っていい……？」

　そして、はっきりと通る声でそう提案してきた。

「え、えぇ!?　今日、この後!?」

「そ、そう。でもほんと、お邪魔でなければで構わないのよ！　蕾ちゃんのお見舞いさせて欲しくって、私もあれから蕾ちゃんと会ってないし、会いたくって……」

　最初の勢いにかなり勇気を振り絞ったのか、後半になるにつれて声量が小さくなってしまう。

　日向は面食らっていたが、ふっ、と一度息を吐いて悠里を安心させるように微かに笑って見せた。

「そうしてくれると、蕾も喜ぶよ。それじゃあ……いつもは祖父母の家に寄ってから帰宅するんだけど、三十分もあれば家に着くだろうから。それ以降の時間に来て貰ってもいいかな？　大体五時前を目安にしてくれると大丈夫だと思う」

　日向がそう答えると、悠里はパッと顔を上げて表情を綻ほころばせた。

「あ、ありがとう！　じゃあ私、途中で冷たい物とか蕾ちゃんが好きそうなお菓子でも買っていく！　ふふっ、なーにがいいかなー」

　はーっと息を整えた悠里は安心したような笑顔で行動予定を考え始める。

「こちらこそありがとう、芹沢さん。蕾にはサプライズゲストという事で、知らせないでおこうか。その方が喜びそうだ」

「うん、お願いします。はー、楽しみになって来ちゃった」

　二人はお互いに、蕾の驚く顔と喜ぶ顔を想像して破顔した。




　悠里と一旦別れ、日向は祖父母の家に向かう。

　玄関に入り帰宅した事を告げると、相も変わらず廊下奥から蕾が突進してくる。

「おにいちゃん、おかえりー！」

「ただいま、蕾。身体はどう？　吐きそうだったりお腹痛くなったりしないか？」

　ぽすん、と胸に収まる蕾を抱き上げながら、日向は蕾の首回りなどを触り、体温を確認する。

　平熱より、ほんの少し高いだろうか？

　手早く手の甲で体温を確認され、蕾はくすぐったそうに身を捩よじった。

「だいじょぶ！　ぜんぜんいたくないよ！　ごはんもたべたよ！」

「そっか、気持ち悪くなったりしたらすぐ言うんだよ。幼稚園はどうだった？」

　ぐいぐいと日向の身体をよじ登り、首回りにぶら下がる蕾を落とさないように抱え直す。

　外気温が高い所為せいなのか微熱があるのか、蕾は少し汗ばんでいる。

「ちゃんといけたよー。りっくんとあんなちゃんに、どうしたのーだいじょうぶーってたくさんきかれた」

「そっか、皆も心配してくれたんだな。しっかり治して、完全復活しないとな」

「うん！」

　ちょっと身体が弱って、気持ちも弱気だったのか蕾は日向へぐりぐりと頭を擦こすりつけるように甘えだした。

　日向が蕾の背中をぽんぽんと叩たたきながら擦さすってやると、蕾は次第に落ち着いたのか、ズリズリと日向の身体から下りて行った。

　そうしていると、リビングから祖父が顔を出して玄関側へ歩いて来る。

「日向、おかえり。今日もまた早いな」

「ただいま、祖父ちゃん。今日はちょっとこの後用事あるから、このまま蕾は連れてくね」

　玄関口で蕾を抱き上げたまま、鞄も下ろさずにそう告げる日向に対し、祖父は特に気を悪くする事も無く「そうか。気を付けてな」とだけ言った。

　会話を聞いていたのか、奥から祖母もやってきた。何か手に袋を抱えている。

「日向、おかえり。もう帰っちゃうなら、これ持っていきなさい」

　言いながら祖母から手渡された袋には、茄子なすや胡瓜きゆうり、人参等の野菜が入っている。

「祖母ばあちゃんありがとう、助かるよ」

「偶たまにはここで夕飯食べて行く日も作ってね。祖父ちゃんと二人だと、寂しくって仕方ないんだから」

「うん、次はそうする。それじゃ、行ってきます」

「ばいばーい！」

　自宅に帰るのに行ってきます、は変な言い回しだったかなと思いながら、日向は祖父母宅の玄関を開けて外に出た。




　帰り道がてら、時間を確認すると五時丁度三十分前。

　ここから自宅までは十分も掛からないので、悠里が来る前には帰宅出来るだろう。

「蕾、家に帰ったらなんか楽しい事があるかもよ」

「えー！　えー！　なんだろ！　新しいおもちゃ？」

「違う違う、おもちゃは無いけど、家に行けば今日はちょっと楽しい事が待ってるんだ。だから真っ直ぐ帰ろうな」

「はーい！　まっすぐ帰る！」

　テンションがさっきよりも幾分か高くなった蕾は、握った日向の左手を大きくぶんぶんと振り回しながら帰路を急いだ。




　その後、二人で自宅に入り、蕾は一目散に洗面台へ行き、手洗いとうがいを終えた。

　日向が軽く居間の掃除を行っていると、ピンポーンと来客用チャイムの音が聞こえた。

「蕾、お客さん来たみたいだからちょっと出てみてくれない？　兄ちゃん手が離せなくて」

「いいの？　はーい！」

　防犯上の問題から、普段は来客応対などさせて貰えない蕾が喜んで玄関へと走って行く。

　ドタドタと足音が小さくなり、玄関からもう一度「はーい！」という声が聞こえた。

　一いつ旦たん静まり、ガチャンという音が聞こえたと同時に今度は「きゃー！」という歓喜の悲鳴が聞こえてきた。

　ドタドタドタドタッと足音が近付いてくる。

「おにいちゃん！　ゆーりちゃん！　ゆーりちゃんきたよ！」

　両足で飛び跳ねながら、興奮した表情で蕾が日向を呼ぶ。

　すぐさま玄関へ戻ってしまった蕾を追って日向も玄関へ応対しに行くと、そこには蕾に手を引っ張られて中腰になりながら、何とか靴を脱ごうともがく悠里の姿があった。

「お、お邪魔します……」

「いらっしゃい。ね、元気でしょ？」

　お互いに苦笑いで挨あい拶さつを済ませると、三人一緒にリビングへ向かう。

　移動中も蕾はずっと悠里の手を握っていた。

「はいここ、どうぞー！」

　一足先にソファに座った蕾が自分の隣をぽんぽんと叩く、ここに座れという事だろう。

　悠里は笑いながら、スカートが皺しわにならないよう裾すそを畳んでソファに座った。

「蕾ちゃん、ちょっと具合悪かったんだって？」

「うん、ちょっとだけ、ようちえんおやすみしちゃった。でももうへいきよー！」

　悠里の前だからか、ちょっとだけ彼女の口調を真似してお姉さんぶってる蕾に日向は思わず吹き出しそうになるが、後で怒られるのが怖いので堪えて冷蔵庫から麦茶を取り出す。

　背後からは二人の会話が聞こえてくる。

「そっかー、良かった良かった。お姉ちゃんね、プリン買ってきたから一緒に食べましょうか！　これ食べてもっと元気になってねー！」

「プリン！　やったー！　食べたい食べたい！　ゆーりちゃん、ありがとう！」

　蕾のテンションがどんどん上がる。

「良かったな、蕾。芹沢さんもわざわざありがとう、麦茶あるけどコーヒーの方がいい？」

　ソファ上ではしゃいで飛び跳ねる蕾に顔を綻ばせながら、日向はカウンター越しに悠里へ声を掛ける。

「ううん、今日は外が暑かったから、麦茶がいいなー」

　悠里の返答に日向は三人分のコップをリビングのテーブルに置いた。

　各々が麦茶に口を付けると、蕾は早速プリンの包装を剝はがし始める。

　その様子を微笑ましく見ていると、ふと悠里と視線が合った。

　なんだろう、と日向が考えていると、悠里は微笑みながら軽く首を左右に振る。

「ごめんごめん、なんでもないの。ただ、やっぱり新垣君って蕾ちゃんを見る時の瞳ひとみが凄すごく優しいな、って、そう思っただけだから」

「あ、な、なるほど……。なんだかそう正面切って言われると照れるね……」

「ふふ、新垣君にとって蕾ちゃんは特別なんだもんね。見てて癒されるよ」

　そう言ってもう一度くすりと笑う悠里を見て、日向はいよいよ照れが勝って悠里を直視出来なくなり、手元の麦茶を口に含んだ。

　と、不意に蕾が二人を交互に見つめて一言だけ呟つぶやく。

「ゆーりちゃんって、おにいちゃんのかのじょなの？」

　ぐびり、と麦茶を嚥えん下かした日向の喉のどと、コップをテーブルに置こうとしていた悠里の手が止まる。

「……なんだいきなり、違うよ。お姉ちゃんは、兄ちゃんのクラスメイト。お友達だよ」

　苦笑いしながら蕾へと答える日向だったが、蕾の眼は好奇心に満ち溢あふれたままだ。

「そうなの？　おにーちゃん、おねえちゃんの事好きじゃないの？」

「ぶっ……！」

　思わず悠里が蕾の隣で麦茶を吹き出しそうになっている。

　テーブル上のティッシュを何枚か取りながら、顔を真っ赤にしてあわあわとしていた。

「そんな事はないよ、兄ちゃんもお姉ちゃんの事は好きだよ」

「ご、ごほっ……あ、新垣君!?」

「やっぱりー！　じゃあやっぱりおねーちゃんはおにいちゃんの、かのじょじゃないの？」

　蕾の質問に堂々と受け答えする日向に、悠里は『な、なんて答え方してるのよ!?』と非難めいた視線を送るが、日向はとりあえずその視線を無視した。

「蕾は、幼稚園の友達に好きな子とか居るかい？」

「うん、みちるちゃんと、あんなちゃんと、りっくん？」

「みちるちゃんとあんなちゃん、は女の子かな？　じゃあ、りっくんは男の子？」

「そうだよー」

「じゃあ蕾は、りっくんの彼女になっちゃうのかな？」

「えー!?　ちがうよー、なかよしだけど、かのじょじゃないよ」

「そうだね、仲良しだからって彼女にはならないよね」

「うんー。……うん？　そっかー、なかよしだけだと、かのじょにはならないんだー」

　日向と蕾があまりにも何でも無いかのように会話を続けているので、悠里はぽかんと口を開けてその光景を黙って見ていた。

　蕾の疑問に蕾が納得する形で答えてみせた日向の手腕に感心する。

「そういう事だよ、兄ちゃんはお姉ちゃんと仲良しだけど、彼女とかじゃないよ」

「……何もそこまで否定しなくても」

　感心するのだが、こうも『彼女ではない』等と連発されてしまうと、何故か一方的に振られた様な気分になるのは何故だろうか。悠里は釈然としない気持ちで日向を見る。

「あ、さっき言った好きっていうのは、違うよ!?　クラスメイトとして、好きっていう事であって」

「わ、分かってるってばぁ！　もう……」

　まったく……と、悠里は照れ隠しをする様に笑って、溜ため息いきを吐いた。




　その後は蕾が納得してくれた事で、三人の間を漂っていたよく分からない雰囲気は霧散し、今は和やかに過ごしている。その最中、唐突に日向のスマートフォンに通知音が鳴った。

　両親からの連絡だろうか、と内容を確認すると日向は一瞬固まった。

　その様子を見ていた悠里が怪け訝げんな顔をする。

「どうしたの？　新垣君。スパムメールでも届いた？」

　日向はげんなりするような顔で、スマートフォンの画面を悠里へ見せた。

　そこには雅からのメッセージが書かれていた。

『日向、家に居るかー？　蕾ちゃんのお見舞い持って来たぞー。久し振りに雅兄ちゃんが遊びに行っちゃうぞー』

「え、ちょっと、これって成瀬君がこれからここに来るって事!?」

　悠里がそう問い掛けるのと同時に、部屋の中にピンポーンというチャイム音が響く。

「いや、残念ながら。多分、今のチャイムが正に雅だよ……もう来たんだ」

「なんでー!?　今日遊びに来る予定だったの!?」

「ううん。特に約束とかはしてないよ。でも大概、雅と遊ぶ時って約束なんてしない事がほとんどだから…」

　日向と雅は付き合いが長い。両親も蕾とも既知なので、雅自身も気後れする事無く家に遊びに来る。

　最近は部活動で来る事が無かったから、完全に油断していた。

　さて、どうしたものか、と日向が思案しているその脇で会話を聞いていた蕾は。

「えー！　みやびくん、きたのー!?　つぼみおむかえしてくる！」

　とロケットの如く玄関へ走ってしまう。

「あ、ちょっと蕾!?　待って待って！」

　という日向の声も虚しく、玄関からガチャッとドアを開ける音が聞こえてくると同時に。




「みやびくん！　こんにちはー！　いらっしゃいませー！」

「おー、蕾ちゃんがお出迎えかぁ、身体は大丈夫？　日向ぁ、病み上がりの蕾ちゃんにお出迎えさせんなよ。あ、上がるぞ」

「みやびくん、いまね！　ゆーりちゃんもきてるんだよ！　おみまいにきてくれたの！」

「んあ、ゆーりちゃん？　蕾ちゃんの友達？」

「うん、ともだち！」

「そうかぁ、友達も来てるのか、良かったなぁ」

　嚙かみ合いそうで嚙み合わない会話が聞こえてくる。

　日向が悠里の方へ視線を向けると、悠里は鞄かばんを片手に和室の方に逃げ込んでいたが、そちらには出口は無い。押し入れを開けようか悩んだり、窓から外に出られるか確認する様に外の状況を確認したりと挙動不審さが全開になっている。

「ああぁぁ……ど、どうしよう……」

　特にやましい事も無いのだが、どうしてか今此こ処こに居る事実を誰かに見られるのが無性に恥ずかしかった。先程の蕾から質問された、彼女云うん々ぬんの単語が悠里の脳裏を過よぎる。間違いなく誤解される。

　一方、慌てふためいた様子でブツブツと独り言を洩もらす悠里を見て、日向は『人間、追い詰められるとあんな顔をするんだなぁ』と、むしろ冷静になれたのだが、状況は混こん沌とんと化すばかりだ。




　やがてリビングのドアが開かれ──




「お邪魔してまーっす！　日向ぁー出迎えぐらいしてくれよ」

「いらっしゃい雅。ちょっとね。事情があってね……」

　そう二人が言葉を交わしている間に、同じく部屋に戻ってきた蕾が辺りをキョロキョロ見回す。

「ゆーりちゃんは？」

　そう呟いて、暫くリビングを見回すがそこに悠里の姿は見えない。

　兄の方を見やるも、日向はどうしたものかと困った顔で笑うだけだった。

　その反応を見て、蕾の目はみるみる潤んでゆく。

「ゆ、ゆーりちゃんいなくなっちゃった……」

　蕾の声が段々と萎しぼんでいき、やがて湿った鼻声混じりになってしまう。

　日向はそんな蕾の状態を見て、丁度自分にしか見えない角度、和室の隅に身を潜める悠里へ目をやると、悠里もまた頭を抱えていた。理性と母性に挟まれた人間の苦悩の表情を見た。

「ゆ……ゆーり…ちゃ……どこ……いったの……」

　蕾は目め尻じりに涙を浮かべ、服の裾すそをぎゅっと摑つかんでいる。

　いよいよダムが決壊するかと思ったその瞬間、悠里はグッと頭を上げ、何かを吹っ切ったような表情でリビングの方へ向かい、襖ふすまの陰からそっと顔を出した。

「は、はーい！　ちゃんと居るからね！　蕾ちゃん大丈夫だよー！　かくれんぼしてただけだよー！」

　その瞬間、蕾は声の方へばっと振り向き、そのまま悠里の方へ駆け出す。

　そして半身を隠したままの悠里の足元へ抱きつき、思いっきり顔を埋めた。

「ゆーりちゃんいたぁ……。かっでにいなぐなっちゃだめぇ……」

　そうして結局ダムが決壊したかのように大泣きする蕾と。

「ゆ、ゆーりちゃんって……芹沢じゃん……なんでここに芹沢が居るんだ……？」

　呆ぼう然ぜんとした顔で雅が日向と悠里を交互に見る。そしてその足元にしがみつく蕾を見て、ハッとした表情を浮かべた。

「そ、そういう事だったのか？　最近妙に意味深なやり取りをしているとは思って居たけど……まさか日向が芹沢と、なぁ……」

「待った待った待った……状況的にそう捉とらえるのは仕方ないとは思うんだけど、とりあえず弁明させてくれない……？」

　驚きよう愕がくしつつも、すぐに祝福してくれる雅の姿は友人としては非常に好感が持てるのだが、残念ながらその祝福は見当違いの方向へと旅立ってしまっている。それ以上迷走しない内にと、日向は雅を落ち着かせた。二人のやり取りを見ていた悠里はバツが悪そうな顔で雅へと向き直る。

「ぐ、偶然だね成瀬君……お邪魔してまぁす…蕾ちゃんの友達の、ゆーりちゃんですよー……」

　焦る気持ちを抑え、無理矢理に明るく振る舞う悠里の声が、部屋の中に虚しく響いた。




　雅の来宅から十分としない内に、一同はリビングのソファに対面になって座っていた。

　片や蕾、悠里。そしてもう片方が日向、雅である。

　日向は雅に麦茶を出しながら、今までの経緯をさわりだけ解説してみせた。

「成程……ここ最近お前等揃そろって変だったのはそういう事か」

　一通り事情を聴き終えた雅が、麦茶を一口飲んでから確認するように頷うなずく。

　そして悠里の方を向き、先程の事を思い出して笑った。

「それで、芹沢はなんで俺が来て隠れたんだよ」

「そ、それはだって……男子の家に上がるとか、ちょっと変な誤解受けそうじゃない…。私と新垣君、会話する程度に親しくなったのも最近なんだし…普通に考えたらおかしいでしょ…現に成瀬君、盛大に勘違いしたし」

　笑われた事が不服なのか、先程の動揺ぶりを恥じているのか、悠里は唇を尖とがらせつつそっぽを向いた。

「まぁ、そりゃあな。日向の家に遊びに来たら同じクラスの女子が居ました、とか普通は驚くだろ」

　そう言って雅は、くっくっ、と笑い声を漏らした後に日向の方を向いた。

「でもよ、そういう事なら先に言ってくれりゃいいのに。隠そうとするから変にゴシップな想像しちゃうもんだろ、普通は」

「まぁ、そうなんだけどね。吹聴して回る事でもないし、それで変に噂が立ったらそれは芹沢さんに迷惑掛けちゃうかもしれないしさ」

　頭を搔かきながら苦笑いする日向に、雅は少しだけ意地の悪そうな顔をしてみせた。

「ほぉ、という事は当事者の片割れである所の日向さんは噂が立っても問題無いと思ってたという事か？」

「なっ!?」

　雅の言葉に反応したのは日向ではなく悠里だった。

　ほんのりと耳が赤くなっている。

　日向は雅の言葉が単にからかってきているだけと分かりきっていたので、特に強い反応を見せずに淡々と答えを返す。

「そうじゃないよ。印象の薄い俺なんかは噂になっても別に何かある訳じゃないけど、芹沢さんとしては色々困る事もあるんじゃないか…って。女子のそういう話は男子と比べてデリケートだから、誰か嫌な思いをする人が居ると思うし。俺はその点、心配無いと言うか、まぁ誰も気に留めないと思うしね」

「お前の場合、一番気にしないのが本人だからな……。俺はお前がこのまま一人で蕾ちゃんのバージンロードまで付き添うんじゃないか、って気が気じゃないよ」

　日向の返答に茶々を入れながら、雅は呆あきれたように笑う。

　そのまま横目でちらりと悠里を見ると、悠里はどこか居心地が悪そうに明後日あさつての方を向いていた。

「私も別に、誰と噂されても気にはしないんだけど、まぁ確かに……好奇心で色々訊きかれたりするのは面倒よね」

　雅の目からは、その悠里の態度はどこか満更でもない、という風にも見えたのだが、それを口に出す事はしない。それこそ野次馬が囃はやし立てるのと一緒だろうと思い、静観した。

　案外この二人は中身が似ていて、意外と波長が合うのかもしれない。

　それはそれで、まぁ今後の展開に御期待という事で雅は内心で決着を付ける。

「ま、その事についてはもう置いておこうぜ。今日は折角、蕾ちゃんのお見舞いに二人も来たんだからさ。蕾ちゃんを蚊帳かやの外に置いて俺等だけで話したって仕方ないよな」

「おはなしおわったのー？」

　雅の一言で、場の空気が変わった事を察したのか蕾がテレビから目を離し三人を順に見る。

「それもそうね。ごめんね蕾ちゃん、私達だけで話しちゃって。皆で何かして遊ぼっか！」

「えー！　じゃあトランプやろう！　しんけんすいじゃくしってる？」

「神経衰弱か、いいよ。でも御飯の支度があるからちょっとだけな」

　日向がそう言って蕾のオモチャコレクションの箱にあるトランプを持ってくる。

　手早くシャッフルし、テーブルの上にちりばめた。

「五歳児と高校生三人だと流石に記憶力に差があり過ぎるからな……蕾、二回続けてやっていいよ」

　日向の提案に、悠里と雅も頷く。

　蕾は子供扱いされて怒ったりする事も無く、二度めくれるのが嬉うれしいのか「いいの!?　やったー！」と諸手を挙げていた。




　トランプが終わり、日向は使ったコップを下げにキッチンへ入って行った。

　悠里と雅、そして蕾は三人でトランプを片付けている。悠里が時計を見ると六時半を過ぎているので、もう少ししたら帰宅しないといけない時間になる。

　リビングを見渡すと、部屋の片隅には絵本やアニメのＤＶＤ等が綺き麗れいに整せい頓とんされているのが見えた。恐らくは蕾の物だろう。

「蕾ちゃん、いつもお兄ちゃんと二人で遊んでるの？」

「うん、そうだよー」

　悠里の何気ない質問に、蕾は目尻を下げて笑顔で答える。

「おにーちゃん、いっつもあそんでくれて、ごはんつくってくれて、おふろにいっしょにはいってくれるの」

「そうなんだ、本当に優しいお兄ちゃんで良かったね」

「うん！」

　兄を褒められた蕾は嬉しそうに身体を揺らしてみせた。けれど、次の瞬間にはその笑顔を少しだけ曇らせる。

「蕾ちゃん……？」

「………でも、おにーちゃん、おともだちとあそぶこと……ないの」

　蕾はぽつりと呟つぶやくと、ちらりとキッチンへと視線を向け、洗い物をする日向を見る。

「おにーちゃんは、つぼみといっしょにいるだけでたのしいのかなぁ……つぼみは、ようちえんでおともだちとたくさんあそぶけど……。おにーちゃんは、がっこうでおともだちとあそんでるの？」

「え……っと」

　問い掛けられた悠里は、答える事が出来ない。悠里は、日向が学校で友人と遊ぶ姿や、親しげに話す姿をほとんど見た事が無い。例外が、隣で話を黙って聞いている雅だけだ。けれど、蕾が訊きたい事はそうではないのだろうという事ぐらいは分かる。

「えっとね、蕾ちゃんのお兄ちゃんはね……」

「日向は友達沢山居るぞー、いっつも学校では楽しそうだよ。まぁ一番仲がいいのは俺なんだけどな」

　悠里が何か言わなければと思い口を開いた時、雅が快活な声で蕾へと断言した。

「ほんとー!?　よかったぁ、おにーちゃん、ともだちたくさんいるんだねー！」

「あぁ、だけどいっつも、口癖みたいに蕾ちゃんと遊びたいって言うからさ、学校終わったら大人しく帰してやってんだ、おっかしいだろ」

「えへへー、つぼみ、あいされてるねー！」

　雅の言葉に、蕾が照れた様に笑う。悠里はちらりと雅を見るが、雅は何も言わずにただ頷く。だから悠里にはそれ以上何も言う事が出来ず、蕾に向ける笑顔が曇らない様に気を付けるぐらいしか、出来なかった。




「それじゃあ、俺達はそろそろ帰るよ。また明日あした学校でな。蕾ちゃん、今日は遊んでくれてありがとうな。また具合悪くならないように、今日は早く寝るんだぞ」

「蕾ちゃん、また遊ぼうね。新垣君も、またお邪魔しちゃってごめんね」

　トランプを片付け終えて、二人は玄関で靴を履きながら挨あい拶さつを済ませる。

　蕾は二人が帰るのを嫌がるように、日向の足元にしがみついて顔を俯うつむかせていた。

「………また来てね」

　それでも、駄々を捏こねるでもなくちゃんと二人に別れの挨拶をする。

　日向はそんな蕾の頭をぐしぐしと撫なでながら、悠里と雅に頷いた。

「二人とも、ありがとう。また良かったら遊んであげてくれ。……ほら、蕾」

　いよいよ耐え切れなくなったのか、日向の足に顔を擦こすり付けるようにした蕾だが、もう一度顔を上げて二人に「ばいばい」と手を振る。

　いじらしいその態度に、悠里だけでなく雅も破顔して二人はそっと玄関を出た。

　悠里に関しては破顔どころか、何故かもらい泣きしそうになっていたが、悠里が蕾に入れ込んでいるのは見てて丸わかりなので日向も苦笑いするしかない。




　そうして蕾と一緒にリビングへ戻った後、日向が夕飯の支度を始める頃には、蕾はソファで横になって眠ってしまっていた。




　帰り道を、悠里は雅の後ろを付いて歩く。薄暗くなってきた街並みはまだ人の気配があるが、それでも女子高生が一人で歩くよりはと、雅が分かれ道までは先導してくれているのだ。

　夏場のこの季節は、日没に差し掛かってもじわりと暑く、若干の冷房を効かせていた新垣家の快適さがすぐに恋しく感じる。涼しくて温かい、あの家。

「……ね、成瀬君」

「あん？」

　暫く無言で歩いていたが、悠里が雅の背中へと声を掛ける。

「……ううん、何でも無い」

　言葉に出し掛けて、止めた。何を言えばいいのか、何を訊けばいいのか、うまく纏まとまらないのだ。

「日向の事か」

「……うん。そう、だね。さっきの蕾ちゃんの話も」

「気にしない方がいいぞ、って俺が言うのもな。でもな、ほんとあんまり気にしなくていいと思う。日向もそこんとこは全く気にしてねぇからな。いや、それが問題なんだけどなぁ」

　悠里へ気を遣っているのか、それとも素のままなのか、雅があっけらかんと言うけれど、悠里の胸の靄もやは消えていかない。そんな悠里の気配を背後に感じて、雅は苦笑いを浮かべる。

「別に、あいつはハブられてる訳でも無いし、誰かと話すのが苦手なコミュ障でもないんだけどな。……リソースが無いんだよ、今のあいつには」

「リソース？」

「全部の事を蕾ちゃんに集中して、それ以外の事は頭にねぇんだ。だから別に、友人が出来なくても気にしない。積極的に作ろうともしてない。ただ円滑に……簡潔に、人間関係を構築するんだよ、学校生活をスムーズに終わらせる為にな」

「それは……だって、そんなのって」

「間違ってる、とかは言ってやるなよ。あれも日向が持つ答えの一つなんだ。俺も最初は芹沢と同じ様に思ったんだけどさ、でも今の日向を見てると思うよ。子供育てるのって、すげーんだなって。エネルギー使うよ、あれは。それを本気でやろうと思ってんなら、そのぐらいは必要なのかもしれない」

　雅の言葉は、恐らくは過去、今の悠里が感じた葛かつ藤とうと同じものが含まれているであろう事が窺える、そんな声色だった。

「それに、別にさっきのも噓じゃねぇだろ。今は芹沢や、恵那だってあいつに接してくれてる。友達と楽しく過ごすのなんて、数じゃねぇんだ。そうやって日々過ごしてれば、いつか日向も普通の学生らしい生活になるんじゃねぇかな、って。俺はそう思う」

　その言葉に、悠里はハッとして顔を上げた。

「あいつはあいつで、お前等に凄ぇ感謝してると思うぞ」

「うん。……うん、そうだといいな。……だけど」

　自分が日向の傍に居る事で、蕾が安心してくれて、日向の学校が今よりもちょっとだけ楽しくなってくれるなら、それは悠里にとっても嬉しい事だった。

　けれど、日向が学校という場所に対して今、諦あきらめに近いものを抱いているのなら。

「それだけだと、やっぱり寂しいよ……」

　悠里の口から押し殺した様な声が洩もれる。その表情を横目で見た雅は前を向いて呟いた。

「本当は……居る筈はずなんだけどな、あいつの隣には。一番日向を理解してくれる子が……」

「……え？」

「帰ろうぜ。流石に暗くなって来た」

　訊きき返してくる悠里に答える事はせず、雅は再び歩み始めた。







　翌日の授業で、悠里は事ある毎に日向の姿を目で追っていた。

　美術の時間に、他の生徒達がペアを組んで楽しそうに談話しながらデッサンをする中、一人で胸像に向かい黙々と作品を仕上げる姿。

　時折、雅と話す事はあるけれど、休み時間も授業中も、他の誰かと会話する事がほとんど無い。

　授業の配布物を受け取る際は笑顔で対応し、相手の生徒も特に日向を嫌がったりとか、そういう素振りは一切ない。模範的な生徒である日向は、誰からも嫌悪も迫害もされず、けれどあまりにも存在感が薄かった。

　あの、新垣家やスーパー、公園で見た周囲の空気を丸ごと温めてくれるような存在感が鳴りを潜めている。

　悠里には、それが悔しくて、歯は痒がゆかった。

「……お節介、なのかな」

「んー、何か言ったー？」

　日向を見ながらぽそりと呟いた悠里の声に、唯が顔を上げて訊きき返すが、悠里はただ首を横に振る。

　悠里の視線の先に居る日向は、一度も周囲へと視線を配る事も無く、ただ黙々と勉学に勤しむだけだった。




「さーってお昼だお昼ー！　唯、食べましょー！」

「あたしお腹空いて二限終わった後にちょーっとだけ食べちゃった。うぅ……おべんとの残機が少ない…」

　午前中の授業が終わり教室が騒がしくなると、喧けん騒そうに紛れるようにして悠里が唯の机に向かう。

　唯は隣に座る悠里に哀愁漂う視線を向けながら嘆いた。

　横に目をやれば、今日は予あらかじめ食事を用意していたのか雅も席に座ったままだ。




　日向も弁当を出し、机の上に置く。

　次の瞬間、頭上からのそりと女性の髪の毛が降り注いできた。

「……ひぃ!?」

　日向にしては珍しく慌てた声が出てしまい、雅が何事かと振り向く。

　髪の毛の正体は背後から日向の弁当を覗のぞく唯だった。

「あっはは！　ごっめーん！　いやーこの前さ、お母さんに新垣君のお弁当の話したらね？　『男子が立派な料理作るのに、あんたはいつまでオママゴトみたいな物作るの！　大学に入って一人暮らしで困る前に練習しなさい！』って怒鳴られて」

「ず、随分パワフルなお母さんだね……玉子焼きの味はマイルドだけど……」

「いやーそうなんよー……でもほら、うちってさー、外食に対して消極的で。食事は作るもの！　って考えで固まってて……それでーその、新垣君のお弁当を参考にしていこーって」

　あははー、と頭を搔かきながら唯が笑う。

　そして日向の弁当を見つめると、顎あごに手を添えて観察し始めた。

「うーん、新垣君のお弁当って、バランスいいよね……男子のご飯って割と茶色い傾向多い気がするんだけど、新垣君のは女の子受け良さそう」

「肉や揚げ物は好きなんだけどね、偏った食事になると後々困っちゃうから、そこは少しだけ考えてるかな」

　後々困っちゃうのは、日向ではなく『蕾の成長を考えると』なのだが、悠里には正しく伝わったらしい。唯の肩越しに見える表情には『やっぱり基準がそこなのね…』というように半笑いが見えている。

「よし、あたしはこれから新垣君の事を師と仰ぐ事にするよ。あたしの未来の食生活と、嫁に行けるかは師匠に任せた」

　仁王立ちで腕を組み、一人でうんうんと頷うなずく唯の姿勢はどう考えても弟子の態度ではなかったが、唯がやると微笑ましく思えてしまう。

「恵那さんが弟子になると、つまみ喰ぐいで弁当全部無くなりそうなんだけど……俺で良ければ、答えられる事には答えるよ」

　つい笑ってしまいそうになるのを堪こらえながら答えると、唯は「いえーい宜よろしくー！　お師さん！」と合掌しながら礼を言って自分の席に戻る。

　そんな二人のやり取りを悠里は少しだけ羨うらやましそうな表情で見つめていた。

　唯はいつもああやって、いとも簡単に人の間にある壁をすり抜けていってしまう。今まで日向に対して興味を抱かなかった唯が、ああして日向に声を掛けるのは、親友である悠里と日向の距離が近くなったのが理由だろう。けれどそこから先、ここまで打ち解けて会話が出来ているというのは、唯の個性だからこそだ。

　日向に対して声を掛けてくれる人間が増えるのは、彼の人となりが皆に知られたらいいのにと思う悠里にとっては良い事の筈なのだが。

「む……んー……むん？」

　何となく、ずるいと思ってしまう悠里が居た。




　放課後になると、部活動まで時間を潰つぶすのだと言う雅と後方の席に居る唯へ別れを告げ、日向は荷物を纏めて教室を出ようとする。

　悠里にも帰りの挨あい拶さつをしようと思い視線を向けると、悠里は鞄かばんを持って日向の傍へと寄って来た。

「新垣君、私も今日はもう帰るから、途中まで一緒に帰りましょ？」

　まだ教室には生徒達が多数残っており、それとなく視線を向けられているのが分かる。

「今更だけどさ、芹沢さんってその、モテるよね」

「な、何をいきなり言い出すの!?」

「いや……ほら、変な誤解とかされちゃうと、芹沢さんのファンに悪いかなぁと……」

　周囲を気にしながら足早に教室を出る日向の後ろを悠里が付いてくる。

「ファンって……私、別に芸能人でも何でもないんだけど。なによ、新垣君はそんなに私と帰るの嫌なの？」

「いやいや、そうじゃないよ。俺みたいな奴と一緒に帰って、芹沢さんに不利益があったらって」

「だから、そんなのある訳無いでしょ。なんで新垣君は自己評価そんなに低いかなぁ」

「うん、まぁ、芹沢さんが気にしないならいいか……」

「そうだよ。変に気を回し過ぎるのは却かえって失礼になるんだから……ん？」

「芹沢さん？　どうかしたの？」

　二人で話しながら、気付けば下駄箱付近まで来ていたのだが、そこで不意に悠里が玄関の一角を見ながら声を上げる。

「あの子、一年生……かな。ほら、松まつ葉ば杖づえ突いてる」

　悠里の視線を追うと、そこには松葉杖を脇で支えながら靴を取り出している女子生徒が居た。

　女子生徒の胸元のリボンは青、一年生のカラーだ。二年生である悠里は赤いリボンを付けている。これで学年を簡単に見分ける事が出来るのだ。

　女子学生の右足にはギプスが巻かれており、何らかの負傷が原因で松葉杖を突いているのだろう。恐らくは重度の捻ねん挫ざか、骨折か。

　ギプスを付けたままの動作というのは、慣れないとかなり難しい。足首が曲がらないと上手く屈かがむ事も出来ない。女子生徒も靴を履くのに難航している様子で、体重を支えている松葉杖が随分とふらふら揺れている。正直、危なっかしい事この上無かった。

「芹沢さん、ちょっと待ってて」

　日向は悠里の返事を待たず、女子生徒の元へと赴く。驚かせる事で転ばせてしまっては本末転倒なので、少し離れた位置からそっと声を掛けた。

「あの、松葉杖、支えるから」

「……え？」

「それ、フラついて危ないよ。手近に椅子があればいいんだけど……無いか。俺の肩に摑つかまってもいいから、それで何とか」

　女子生徒はまだ戸惑っているが、正直な所、怪しまれるよりも目の前で転ばれる方が気掛かりだった。横合いからそっと松葉杖を持ち、転倒しそうになった時の用心にと、直接腰に触れない位置に片手を置いておく。

　同性である悠里にこそお願いしたかったが、自分から声を掛けて処置を悠里に任せるのも、何かと具合が悪かった。

「いける？」

「あ、はい……すみません、ちょっと肩をお借りします。……はい、大丈夫です」

　女子生徒は日向の肩を支えにしながらギプスの付いてない片足でスニーカーを履き、トントンとつま先を突いた。

「うん、もう平気そうです……あの、ありがとう御座います。先輩ですよね？」

「二年だよ。君は一年生、だよね。大変だね……いつも一人で？」

「いえ、いつもは友達が手伝ってくれるんですけど、今は偶たま々たま……あ、自己紹介遅れてすみません。私、牧まき瀬せひかりと言います、本当にありがとう御座います、先輩」

　日向の肩から手を離し、改めて向き直ったひかりと名乗る女子は頭を下げる。

　運動部なのだろうか、邪魔にならない程度に揃えられたショートヘアがふわりと揺れた。

「新垣日向、さっきも言った通り二年です。何かあったら声掛けて。……ごめん、人を待たせてるから、もう行かなくちゃ」

「はい。日向先輩！　ありがとう御座いました！」




　ひかりに軽く手を振って別れを告げ、悠里が待つ自分達の学年の下駄箱へ向かう。

「……言ってくれれば、私も手伝いに行ったのに」

　ちょっとだけ拗すねた悠里が、唇を尖とがらせながら抗議してくる。

「実は来てくれた方が助かったんだけど、急いだ方がいいかなと思って……つい」

　苦笑いして答える日向に、悠里はまだどこか不満そうな顔を見せる。

「そういう所をさ、もっと教室とかで出していけばいいのに……」

「なかなかそんな状況にはならないって」

「もしかして、ひ・な・た・先輩は可愛い後輩女子にだけは、いつも率先してお手伝いしてあげるのかなぁ？」

「日向先輩って……き、聞いてたんだ……」

「あんな大きい声で明るくお礼言われていたら、ここに居ても聞こえちゃうってば。嬉うれしそうにしちゃってさー？」

　言いながら悠里は日向の背中を軽く鞄で小突いた。

「なにが、俺と一緒に居ると……よ、さっきの子が良くて、私がダメみたいじゃないっ」

　そのままズンズンと歩いて玄関を出て行ってしまう悠里を、日向は慌てて追い駆ける。

「ご、御免って！　さっきのはそういう意味じゃなくて……」

　悠里に追いついて必死に頭を下げてみるものの、悠里はまだご機嫌斜めな様子で、日向を片目だけで睨にらんでいる。

「そういう意味じゃないなら、もうあんな事は言わないで。卑屈な言葉なんて、新垣君に似合わないわよ。お兄ちゃんがそういう事言ってたら、蕾ちゃんが悲しむでしょ」

「芹沢さん……うん、そうだね。俺が考えなしだった。ありがとう……」

「ふふ、まぁ分かればいいでしょ。でもやっぱりさっきのは傷付いたなぁ、お前とは一緒に居たくない！　って遠回しに言われてるみたいで……」

　先程の不機嫌は直った様子の悠里だが、今度はからかい半分の表情で日向を糾弾する。

　無論の事、日向には反論する事が出来る筈はずも無く、両手を上げて降参のポーズを取る。

「はい……すみません。俺に出来る償いであれば、喜んで……」

　後は煮るなり焼くなり好きにして欲しい。そう全身でアピールする日向に、悠里がパッと顔を輝かせた。

「それじゃ、日曜のお休みの日、蕾ちゃんと遊ばせて欲しいなー！」

「…………え？」

　聞き間違えかな、と硬直する日向に、悠里は暫くニコニコと笑顔を向け続けた。







　日向達が玄関を出た後、ひかりの元に一人の女子生徒がやって来た。

「あ、日和ひよりちゃん！」

「ひかり、お待たせ。靴、一人で履けたの？」

「うん、丁度親切な先輩が居てね。助けて貰もらっちゃった」

　ひかりの言葉に、日和と呼ばれた女子生徒は顔を顰しかめる。

「それってひかりが可愛いから手伝ってくれたんじゃない？　変な事言われなかった？」

「大丈夫だよ、凄すごく優しくて真面目そうな人だったよ？　日向先輩って言うの、名前覚えちゃった！」

　ひかりの口から出た名前に、日和の身体が一瞬硬直した。

「……ひ、なた？」

「日和ちゃん？　どうかしたの？」

「……ううん、何でも無い。部活いこっか」

　二人は連れ立って玄関を出ると、そのまま校庭へと向かって行った。

　途中、日和は校庭とは反対方向にある通学路に目を向けて立ち止まる。

「日向先輩……なの？」
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『それじゃ、新あら垣がき君。蕾つぼみちゃんの御ご意い向こうを伺っておいてね。勿もち論ろん、蕾ちゃんが行きたくない、って言うなら私は大人しく家で引き籠こもってるから。もし大丈夫そうなら、当日でもいいから連絡して欲しいな。場所は……駅前モールの公園がいいよね。買い物とかも一緒に出来そうだし』




　先日の帰り際、悠ゆう里りから言われた言葉を日向ひなたは反はん芻すうしながら過ごし、気付けば日曜日の朝が訪れていた。

　当の蕾は現在、新垣家の庭で父親と共に花壇の水やりをしながら走り回っている。

　すぐに蕾に訊きければ良かったのだが、日向自身、考える時間が欲しくて気付けば今日まで訊けず仕舞いだったのだ。

（蕾が行くとなると、当然俺も同行する訳で……休日にクラスの女子と出掛けるのか……）

　考えれば考える程、舞い上がるよりも先に戸惑いが大きくなるが、いつまでもこうしてはいられない。うん、と気合を入れ直してリビングの掃き出し窓を開けると、蕾に声を掛ける。

「蕾、悠里お姉ちゃんが、駅前モールの公園に行かないか、って言ってたんだけど……行きたい？」

「いくーー!!」

　引き戸から顔を出して告げた瞬間、蕾の返事が来た。間髪を容いれずといった所だ。

　隣で瞬殺された父が憎々しげに日向を見ている。

「日向、お前……休日の唯一の楽しみを……父さんと蕾の団だん欒らんを切り裂こうってのか……」

　散水用ノズルのトリガーに手を掛けながら、日向の父である仁ひとしが亡霊のような瞳ひとみで呟つぶやいた。

「いや、俺が、っていうか……俺のクラスメイトがさ。ほら前に話した、蕾を可愛がってくれてる同級生の子だよ。蕾と遊びたいって言ってくれてて……」

「ゆーりちゃん！　なかよしなの！　つぼみもゆーりちゃんすきー！」

　蕾が諸手を挙げて庭をぐるぐると駆け回る。

「あぁ！　噂の子か！　日向のお嫁さん候補の!!」

「女子の名前を聞いただけでお嫁さん候補ってどういう事だよ……。頼むから人前ではそういう冗談は止めてくれよ……」

　日向がげんなりすると、仁は快活な笑みを浮かべて蕾に振り返った。

「まーそういう事なら仕方ないわな。流石だなー蕾、お兄ちゃんのキューピッドやってるのかー、お前は本当に天使のようだなぁ」

　蕾を抱き上げてくるくると庭を回る父の姿は家族団欒の風景として微笑ましいが、脳内の思考回路は全く笑えない。

　ともあれ、本人の意向は聞けたのでリビングに戻りスマートフォンを手に取る。

　目的の名前を呼び出しコールすると、三回程のコール音ですぐに相手は電話に出てくれた。

「もしもし……芹せり沢ざわさん？　連絡遅くなって御免、新垣だけど」

『あ、おはよう！　ちゃんと連絡してくれたんだ、ありがとう！　あの、なんか……改めて考えたら、強引過ぎたかなと思ってるの……だからもし、迷惑だったら……』

　挨あい拶さつもそこそこに話し始める悠里の声色が、段々と尻しりすぼみになっていく。ここ最近の悠里との時間を経て、日向も何となくだが悠里の性格が摑つかめて来た。

　スイッチが入れば前のめり、しかし後から冷静になる、と。

　電話越しの悠里があたふたとしているであろう姿を思い描くと、それはそれで十分に面白いのだが、このままでは折角蕾が行く気になっているのに水を差してしまう事になる。

「芹沢さん、大丈夫だよ。蕾も行きたい、って言ってたから。勿論、芹沢さんの予定が大丈夫なら……だけど」

『わ、私は大丈夫！　……です。良かった、それじゃあお昼過ぎに現地で集合でいいかな？』

「うん、折角だから向こうでお昼を食べてもいいしね。後でこっち出る時にもう一度連絡するね」

　モールの中で食事が摂とれる場所、公園で蕾が遊べそうな遊具を思い描きながら悠里と打ち合わせを行い、通話を切る。

　休日にクラスの女子と出掛ける。妹が同伴というか、そちらがメインになるのだけれど、それでもどこかふわふわとした気持ちのまま日向は準備に取り掛かった。




　外出用に涼しげなブルーを基調としたシャツに着替え、リビングで蕾の準備を待っていた日向はスマートフォンを手に取る。画面を確認すると着信の相手は悠里だった。

「もしもし……芹沢さん、どうしたの？」

『あ、あのね。うちの母がね……さっき外に出る用事があって、それが丁度そっちの方向で……一緒に乗ってきちゃって……。ま、待ち合わせの予定だったのは分かってるんだけど、その……来ちゃった……』

「え？」

『だから、その、今……家の前に居るの』

　悠里の告白を受けながら、まるで先日の雅みやびと同じ状況になっている事に、日向がどう突っ込めばいいのか分からないで居ると。

『あ、誰か外に出て来ちゃった……あ、あれ？　あれってお母様？　うわ、どうしよ！』

「……ちょっと待ってて、俺もそっちに行くから」

　日向が軽い頭痛を覚えながら玄関へ行くと、新垣家の母親、明あか吏りと挨拶を交わす悠里の姿があった。

「いつも日向君と蕾ちゃんとは楽しく過ごさせて頂いております、何度かお宅にもお邪魔させて頂いたのにご挨拶が出来ずにいて申し訳ありません」

「いいえぇ、こちらこそ…。私達なんて家の事は日向に任せっぱなしで……蕾の事も普段はあまり構ってあげられなくて、悠里ちゃんのようにしっかりした子が居てくれると助かるわぁ！」

　クラスメイトが自分の母親と挨拶を交わす光景……。

　妙な既視感がある。

　何だったかと記憶を探ると、すぐに答えが出てきた。

　家庭訪問の時、担任が自分の両親と挨拶を交わす時の微妙な心情に似ているのだ。

「こんな所で長居させるのも悪いわね、入って入って！　二人とも準備しているから、お茶でも飲んで待っていてね！」

　そういって明吏は来客用スリッパを悠里の前に揃えて置き直し、リビングへ戻ろうと踵きびすを返す。

　すれ違い間際に目線が合った。

「なんだよ……」

「いいえーなんにもー！　悠里ちゃんいい娘こね、可愛くて礼儀正しくて……あなたにはちょっと勿もつ体たい無いんじゃない？」

　むふふ、と意味深な表情のままリビングへと消えて行く。

「こんにちは、日向君。お邪魔するわね」
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　靴を脱いでスリッパを履いた悠里が、廊下に立つ日向へと声を掛けてきた。

　改めて悠里の姿を見ると、彼女は水色と白を基調としたワンピースに、小さなショルダーバッグを身に着けている。

　今は脱いで手に持っているが、陽射し除よけに麦わらの帽子という、避暑地に来た令嬢のような装いとなっていた。

　いつもの制服姿とは違う、初めて見る悠里の姿だった。

　先程、名前を呼ばれた事もあるだろうか、日向は少しだけ頰が熱くなる。

　内心の動揺を、一呼吸して落ち着ける。

　いつも通りの、平静な自分に戻すのに少しだけ苦労した。

「いらっしゃい、突然来るもんだから本当に驚いたよ」

「ご、ごめんなさい……母が出掛けるのも突然だったし、今日は暑いから、つい……ね。でも日向君の驚いた顔なんて珍しいものを見られたから、それはそれで良かったかも？」

「表情に出てないだけで、今まで何度も驚いてるから……。そして何故名前呼びに…？」

「新垣君って呼ぶと、新垣家の御家族全員を呼ぶ事になるでしょ、ＴＰＯの問題よＴＰＯ。なーに、私に名前呼びされるのは嫌なの？」

　ずいっと顔を近付ける悠里から逃げるように日向は反射的に腰を引かせる。

「い、いえ、大丈夫です、好きなように呼んで下さい……」

　返答に満足したようで、大きく頷うなずくと悠里はまた歩き出した。

　二人でリビングへ入ると、待ちかねていたかのように蕾が和室から飛び出してくる。

「えへへ、ゆーりちゃんだ！」

　既に着替え終わっていた蕾は、はにかみながら笑顔を向ける。

　両親の前だから少し大人しい、というか大人ぶっているように思える。

　いつもの体当たりが来るかと一瞬身構えた悠里だったが、今日は控えめな蕾の態度に少々残念そうだ。

「蕾ちゃん、その服可愛いねー！　うん、いい……凄すごくいい……」

　悠里による手放しの褒め言葉に蕾がもじもじと身体を捻ねじる。

　そして悠里のワンピース姿に「ふわー…」と感嘆の息を漏らして、母親をちらりと見た。

　明吏は蕾の視線に苦笑いしながら首を左右に振った。

「残念ながら、ワンピースはあるけど去年買ったのは身長的に着られませーん」

「えー！　つぼみもワンピースきたいー！　かわいいのがいいー！」

　両手をグーにして地団駄を踏む蕾に明吏は困りきった顔をしたが、不意にポンと手を打ち何かを思いついたらしい。

「そうだ、どうせなら蕾もワンピース買ってきたら？　これから着る事も多くなるんだし、丁度いいじゃない！」

　明吏の提案に蕾は「いーの!?」と顔を輝かせる。

「うんうん、でもお兄ちゃんは女の子の服装センスとか絶望的だからねぇ。悠里ちゃん、蕾のコーディネートをお願い出来るかしら？」

　突然話を振られた悠里は驚いて背筋をピンと伸ばす。

「え、え、私が選んじゃっていいんですか？」

「うん、この子も悠里ちゃんが選んだものなら喜ぶだろうし、お願いしちゃいたいな」

「私でいいのなら、喜んで！」

「ゆーりちゃんとおかいもの！　ふくーかうのー！」

　やったー、と蕾と悠里が両手を合わせて一緒に喜ぶ。

　完全に蚊帳かやの外に置かれた日向だったが、女性のファッションに関しては口を出さない方がいい、と身に染みて分かっているので何も言わない。

「それじゃ日向、これ蕾の服代と昼食代ね。もし足りなかったら立て替えておいて」

　財布から一万円を出し、日向に差し出す。

　服と昼食の資金としては大分多い気がするが、足りないよりはいいだろう。

　それに女性の服がどのぐらいの相場なのかも日向には分からないので、ありがたく受け取る。

「分かった。それじゃそろそろ出てこよっか。いい時間だね」

　札を財布に仕舞い、日向が立ち上がる。

　そこへ仁がリビングに入ってきた。

「おー、駅前に行くんだろ。今日は暑いし送るよ。乗って行きなさい」

　車のキーを指先で振り回しながら言い終わると、仁は悠里へ視線を向けた。

「日向と蕾がお世話になってます、父の仁です。悠里さん、今日は二人の事を宜よろしくお願いするね」

　ニッと人の好よい笑みを浮かべた父に悠里は居住まいを正して深々と一礼する。

「芹沢悠里です、こちらこそ宜しくお願い致します。それと、お二人の事は頼まれました、しっかりと手綱を握りますね」

　そう言って笑顔を返す悠里を見て、仁は視線を日向に戻し。

「お前には勿体無い気がするなぁ」

　と母親と同じ事を呟つぶやいた。




　仁が運転するミニバンに乗り込み駅前に行く車中。仁はご機嫌でハンドルを握っていた。

　助手席には日向が乗り込み、外の景色をぼーっと見ている。

　後部座席には蕾と悠里が座って楽しそうにお喋しやべりをしている。

　仁としては休日を蕾と一緒に過ごせないのは残念だったが、こうして蕾を外へ連れ出してくれる人が居るのは父親としても嬉うれしい出来事だった。

　性格良し、器量良し。面倒見も良い上に、何より日向が悠里に対してはイニシアティブを取られているのが仁にとっては面白くて仕方無い。

「お前、案外と女子には弱いんだな」

　前を見据えたまま、仁が笑う。

　日向は外の景色を見ながら、うんざりした顔でズルズルとシートに身体を埋うずめた。




　間もなくして車が目的地に辿たどり着き、駅前のロータリーに停車する。

「おじ様、送って下さってありがとう御座いました」

　悠里が蕾の手を取って後部座席から降りながら会釈する。

「いやいや、こんぐらい何でもないよ。御免だけど、この後二人を宜しくね。……あぁ、日向、ちょっと待て」

　仁に呼び止められた日向は、運転席の窓へと顔を寄せる。

「お前も何か服、買って来い」

　そう言うと仁は一万円札を財布から取り出して日向へと渡した。

「いや、でも」

「いいから、お前も自分の身なりぐらいきっちりしなさい。いいな？　ちゃんと買えよ？」

　尚も食い下がろうとする日向を他所よそに、仁は車を発進させた。遠ざかる自宅の車を見ながら、日向は手の中にある札を財布へとしっかりと仕舞い込んだ。




　先まずは腹ごしらえ、という事もあり三人でモール内にあるレストラン街へ向かう。

　ファストフードでもいいのだが、臨時収入の中には昼食代も含まれているのだし、付き添いの悠里への配慮もあった。

　かと言ってあまり敷居の高い店に入っても蕾にとっては逆に退屈になってしまうので、チェーン展開されているファミレスに入る。受付名簿に名前を書くと、程なくして店員がやって来て、窓際の四人用ボックス席へと案内される。悠里と蕾は隣り合わせに座り、仲良くメニューを見ていた。

「私は何にしよっかなー、今日は朝方がパンだったから……ご飯系がいいかも」

「つ、つぼみは……こ、これにするー！　ちーずどどりあ」

「ドリアな、どっかの宇宙人の部下みたいな名前になってるけど。蕾、ドリアって何か分かるのか？」

　冷静な日向の切り返しに、蕾は視線を泳がせた。恐らくは悠里の前で少しだけ大人ぶってみたかったのだろうが、態度が全てを物語っている。

　ぷっ、と噴き出して隣の悠里が蕾の頭を撫なでる。

「蕾ちゃん、ドリアっていうのは、ご飯の上にホワイトソースとチーズが載ってる料理だよ。美味おいしいけど、ちょっと熱くて食べ辛いかも。食べたかったら私がそれ注文して分けてあげるから、蕾ちゃんはいつも食べてるのにしてみたら？」

　そう提案してくれた悠里へ、蕾は「うん、そうする。ハンバーグたべる！」と素直に頷いた。

　店員を呼び、キッズサイズのハンバーグプレート、チーズドリアにカルボナーラを注文し、ドリンクバーを三つ頼む。

「カルボナーラもいいわね……」

　と悠里が神妙な顔で呟いたので、日向は取り皿を三つ、店員へとお願いした。




　注文した料理が届き、会話を弾ませながらそれぞれお腹を満たす。

　食後に日向と悠里はアイスコーヒーを、蕾がカルピスを飲んでいる時だった。

　日向が何気なく窓から外通路を眺めていると、通行人の一人と目が合った。




「あ」

『あ』




　向こうも同じ声を発したのが窓越しでも分かる。

　お互いに口をポカーンと開けている事だろう。

　日向は何故か背中に冷や汗が流れるのを感じた。

　前方を見ると、悠里も気付いたのだろう。窓の外を見て「あ」と声を上げた。

　蕾は気にせずカルピスをストローで吸っている、一人だけ平和だった。

　通行人……もとい、唯ゆいが驚きよう愕がくの顔で窓に貼り付く。

『え!?　え[image: !!?]　どうなってんのこれ!?　二人一緒にご飯中？　えー!?　っていうか誰その子！　ま、まさか二人の子供!?　ええええぇぇ!!』

　窓越しでも聞こえてくる唯の叫び声に、通行人の何人かが振り返って唯を見る。

　悠里は面倒なのに見つかってしまった、というように手を額に当てていた。

「………とりあえず、これ飲んで外に出るか」

　日向も指先で眉み間けんを揉もみながら伝票を手に取ったのだった。




「ほーん。悠里は新垣君の妹ちゃん……蕾ちゃんとお友達で、今日は買い物と公園遊びに誘ったと。して新垣君は、その付き添いでここまで来たと？」

　モール内の休憩用ベンチに唯を含めて四人が座っている。

　蕾はファミレスで店員さんから貰もらったオモチャをテーブルに走らせて遊んでいるのだが、日向と悠里は、何故か微妙に肩を狭くしながら座っている。

「いやね、あたしも二人が最近妙に仲がいいなーとは思ってたんだけど、まさか二人で仲良くご飯食べちゃう間柄までとは思って無かったよ」

「だ、だから私達は別に、あくまで蕾ちゃんを外に連れてってあげようってのが目的であって……いや私が蕾ちゃんに会いたかった、っていうのもあるんだけど……」

　居心地悪そうに身を捩よじる悠里の隣で、日向はとりあえず弁明を悠里に任せている。




[image: ]

「成程なるほど、っていうか別にあたし、責めたりしてる訳じゃないんだからそんなに怖がらないでよー。いやまぁ、ちょっとは水臭いなーと思ったけど？　あーゴメンゴメン、別に付き合ってる訳じゃないんだっけ？」

　悠里の反応が可笑おかしかったのか、唯が笑いながら顔の前で手を振る。

「あぁ、俺はあくまで付き添いみたいなものだから、本当にそういう事は無いよ。変な誤解を受けると迷惑になるだろうから、学校では特に言い触らしたりはしていないだけで」

　日向は幾分か先程より落ち着いたのか、いつも通りのフラットな調子で答える。

　ちらりと悠里がその表情を隣から盗み見ていた。

　唯はその悠里の視線に一瞬目を見張ったが「成程ねぇ…」と一言だけ呟く。

　そして順繰りに悠里の姿を上から下まで改めて観察してみた。

（おいおい……気合入ってんなぁ悠里……）

　頭に浮かんだ言葉を、唯は口にしない。

　だけれど、違和感は確かにあった。というか、先程の言動と少しだけ矛盾がある。

　悠里は先程『蕾と遊ぶ為に』という目的も添えてここに来た、と言っていた。

　だが、子供と遊ぶのに、果たしてワンピースを着、ミュールを履くだろうか？

　唯も友人として何度も悠里と外出した事がある。

　彼女はどちらかというとカジュアルなパンツタイプや、スニーカー系を着用する事が多いのだ。

　これが逆ならば納得がいくのだが、今回のケースだと唯にしてみれば、何がどうなっているのかは丸わかりである。

　当然、普段着を把握されている悠里としては唯の考えに気付いているのだろうが、決して口外はしない。

　それはそうだろう、そこに言及した途端『私は貴方あなたの為にこの服装で来ました』と公言するようなものなのだ。

　唯は悠里へ『後で詳しく教えなさいよ？』という視線を送る。

　悠里もその視線を受け取り『分かった！　分かったから！　とりあえずこの場は抑えて！』と慌てた視線を送る。

「ま、そういう事ならあたしはお邪魔にならないように、ここいらで退散するとしますかねー！」

　そうして唯が席を立ちあがり、隣でオモチャを使って遊ぶ蕾の頭を撫でた。

「蕾ちゃん、今度はおねーちゃんとも遊んでね！　あたしね、恵え那な唯っての！　唯ねーちゃんって呼んでね！」

　ぐりぐりと頭を撫でられて目を細めていた蕾が、顔を上げて笑顔で「うんっ！」と返事する。

「ゆいおねーちゃんもまたあそぼうね！　ゆーりちゃんといっしょに、またうちにきてごはんたべていってね！」

　ここに来て更に爆弾発言である。

　瞬間、悠里が咽むせた。

　日向も目を閉じ、心の中で『南無三……』と唱える。

「へ、へぇ……『また』家にね……ご飯を食べにね、ふーん。ま、まぁいいわ……お師さんの御相伴に与あずかれるというのなら、あたしは他に何も訊きかないわ……。それじゃねー！」

　と少し食傷気味な表情を残し、去って行った。

　唯の姿が人混みに消えた途端、悠里と日向は全身の力が抜けてしまったかの様に、そのままテーブルへ突っ伏した。







　唯を見送った後、日向と悠里は気を取り直し、蕾の服を買いに女性服のショップが揃そろうモールの二階へ来ていた。目当ては子供服売り場である。

　と言っても、ここは悠里の独壇場で日向は特にやる事が無い。

　蕾に似合うであろう服を選んだとして、それが本人の好みかは分からない。

　もっとも蕾ならば兄に気を遣って喜んでみせるだろうが……。

　それでも本当に好きな服を選んで欲しかったし、悠里ならば蕾の好みを把握しながらコーディネート出来るだろうと思う。

「蕾ちゃん、好きな色とかある？　どんなのがいいなーとか」

「んー……。みどり、すきだけど……きょうはゆーりちゃんといっしょの、あおがいい！」

　蕾は手を後ろに組み、少し恥ずかしそうに悠里へ要望を告げる。

　身内贔屓びいき混じりでも可愛らしい仕草に、日向はつい頰が緩んでしまう。

　一方で、目の前に居る悠里は胸元を押さえて蹲うずくまっていた。むしろ悶もだえていると言っていい。

「ゆーりちゃん、どうしたの？　おなかいたい？」

　蕾は悠里と目線を合わせるように屈かがんで、悠里の顔を覗のぞき込んだ。

「だ、大丈夫よ。最近の流行はやり病なの……」

「そ、そうなの？　だいじょうぶ？　おなかさすったらなおるかなぁ……」

　破顔しそうな顔を必死に取り繕い、蕾に心配される悠里の姿は教室ではとてもお目に掛かれないものだ。しかし悲しい事に、状況は客観的に見ると少々アホっぽい。

　五歳児を相手に必死に本心を誤魔化し、その結果腹痛と勘違いされて小さい掌てのひらでお腹を擦られている悠里を、日向はほんのりと生温かい視線で眺めた。

「よし、おっけー……。気を取り直して選びましょうか。青系探してみるけど、蕾ちゃんも気に入ったのがあったらじゃんじゃんキープしてね！　買い物は物量と選択よ！」

「はーい！」

　その後、発作から立ち直った悠里が店内を猛もう禽きん類るいの瞳ひとみで見回し始めた。




　店内を物色し、幾つか試着を繰り返して小一時間ほど。

　手には店のロゴが入った紙袋を持つ、ホクホク顔の蕾が居た。

「凄すごいな芹沢さん……。青系と緑系、二着も買って七千円以内……ぴったり予算内だよ…」

　感心した声で告げる日向に、悠里は得意気な顔を見せた。

「へっへー、そりゃね！　買い物は女の嗜たしなみだもの。それに私とお揃いの色を蕾ちゃんが希望してくれたのは嬉うれしいけど、出来れば本人の好きな色も買ってあげたいじゃない。でも丁度いいのがあって良かったわー！」

　首を回して身体を解しながら悠里は安あん堵どの溜ため息いきを吐く。

　そして隣に居る蕾へ顔を向ける。

「蕾ちゃん、今度それ着てまた一緒にお出掛けしようね！」

「いいの!?　やったー！　ぜったいね、ぜったい！」

「うん！　絶対行こうね、夏休みも近いし、色々遊んじゃおう！」

　顔を見合わせて笑い合う二人に、日向はどこか胸が温かくなるのを確かに感じる。

　そうして二人を眺めていたら、ふと蕾が日向の手を握る。

「おにいちゃんも、いっしょね」

　そして逆の手で悠里の手を握った。

「さんにんで、いくの」

　そのまま二人の手を引き寄せるように引っ張る。

　引き寄せられるまま二人が膝ひざを少し落とすと、自然とお互いの目が合った。

「まぁ、そうなるよね」

「仕方ないわね、保護者は必要だもんね」

　お互いにそう口にして、何となく気恥ずかしくなって、咄とつ嗟さに目を逸らしてしまう。

「うん！」

　蕾は満面の笑みで、元気に頷うなずくのだった。




　そして流れで三階へ向かい、日向はふと用件をもう一つ思い出す。

　それは財布にある、もう一枚の一万円札の使い道だ。

「ごめん、二人ともどこかで軽く休んでてくれない？　ちょっと寄りたい所があってさ……」

　日向の提案に、悠里は目を丸くする。

「どうしたの？　別にそんな事言わなくても付き合うけど……」

　と言って、すぐに目を細めて口角を上げた。

「あ、もしかしてぇ……見られたくないものでも買うの？　日向君ったらやーらーしー！」

　むふふ、と変な笑い方をしながら悠里が口を手で隠してみせる。

　日向は溜息を吐いて悠里を見返す。

「いやいやいや、そういうのじゃないよ！　俺も少し服を見てこようと思って。…男物の服とか見ててもつまらないでしょ？」

「日向君も服を選ぶんだ。別につまらなくは無いわよ？　男物の服って興味あるし……。蕾ちゃんは、どこかで休みたい？」

　人差し指を頰に当てて、悠里は蕾の顔色を見る。

「だいじょうぶだよ、へいきー」

　蕾は首を横に振りながら、ぴょんと跳ねてみせる。

　悠里は頷いて日向に視線を戻した。

「そういう訳だから、皆で行きましょ？」

　心なしか浮き足立っている悠里は蕾と手を繫つなぎ、同じフロアにある男物衣服を取り扱うテナントへと向かって行った。




「ちょっと日向君、いくらなんでも五分で即決は無いわ！　適当に選ぶんじゃなくて、もっと選んで！」

　店内に入って早々、日向は悠里に叱られる顚てん末まつとなった。

「い、いや。適当じゃないよ、ここら辺が大体いつものパターンで……大きく外す事も無いから、いいかな……って」

　効率重視の日向セレクションは悠里に大変不評で、日向の弁明は既に裁判官の耳に入らない。

「そのシャツ、今着てるのと大差無いでしょ。折角なんだし、夏から初秋まで着られるような物を選びましょうよ！　ほら、こっちのこれ。これも！」

「あんまり自分で選ぶの得意じゃなくてさ……。ほ、ほら。その柄とか、俺にはちょっとだけ背伸びし過ぎっていうか……」

　そう言いながら、日向は先程までと変わらない地味な柄や、真っ黒な色を選ぼうとする。

「そういうのは少し軽そうな見た目の人が、印象を落ち着ける時に着る方がいいの！　日向君は既に性格が老成しているんだから、年相応に明るめでいいのよ！」

　言うが早いか、悠里が日向へと自分の手に持っていたシャツを当てて確かめ始めた。

「うん、やっぱりおかしくは無いわね。若干違和感あるのは、髪型のせいかしら。まぁそれは今後の課題にしておくとして」

「課題て」

「蕾ちゃん、お兄ちゃんが着るとしたら、どっちがいい？」

　悠里は日向の言葉を封殺し、足元で二人を見上げる蕾へと声を掛けた。

「んー」

　蕾は手を頰に当てて首を傾げる。可愛らしい仕草に悠里は再び骨抜きになりそうになるが、堪こらえる。

「こっち！　こっちのほうがかっこいい！」

「はい、試着出発！」

　蕾が片方のシャツを示した瞬間、悠里は日向の肩を摑つかんで振り向かせ、更衣室へと追いやった。

「折角なんだし、カッコいい所……見せてよ」

　僅わずかに抵抗する日向の右肩から、そっと耳元へと呟つぶやく。

「わ、分かったよ分かった……ちょっと着てくるから、待ってて」

　流石にそこまでされて逆らえる程の余力も無く、日向は赤面した顔を隠す様に更衣室へと入って行った。

「さっきのゆーりちゃんとおにいちゃん、おかあさんとおとうさんみたいだった」

「……蕾ちゃん、それ日向君が戻って来てから言っちゃダメよ」

　悠里は更衣室を向いたまま、少しだけ熱が上がった顔で蕾へと念を押すのだった。




　買い物が終わり、モールから外に出た三人を出迎えたのは初夏の強い陽射しだった。

　日向は蕾に帽子を被かぶせ、悠里も自分の麦わら帽子を被る。

「おっそとー！　こうえん！」

　蕾が一目散に駅裏にある公園へと走り出す。

「ちょっと蕾ちゃん、転んじゃうから待って待って！」

　その後を追って悠里も駆け出したが、ワンピースとミュールでは走り辛いのか、小走り程度の速度だ。

　蕾もそれ以上は先へ進まず、ちゃんと立ち止まり悠里を待ち、追い付いてきた彼女と手を繫ぐ。

　一瞬駆け出そうか迷った日向は、両手に抱えた紙袋の存在を思い出して歩調を速める程度に止とどめた。

　陽射しは強いが、海風が心地よい。

　公園にはソフトクリームの移動販売車も来ており、周りには家族連れが多い。

「ゆーりちゃん、これやろー！」

　そう言って蕾が指差したのはターザンロープに座れるタイヤパーツが載せてある遊具だ。

　少し高い場所から飛び乗り、低い位置へと滑車の力で進む。

　広い台座もあるので、二人一緒でも平気そうだった。

「おお、これはまた……いきなりアクティブなものが来たね……。でもいいよ、やろっか！」

　悠里は少し自分の恰かつ好こうを気にしたが、今更だと覚悟を決めて遊具へ向かう。

　日向も近くのベンチへ荷物を置き、二人の傍へ向かった。

「そーれー！」

「うりゃりゃりゃー！」

　悠里と蕾が、ターザンロープを開始地点まで持っていく。

　途中から傾斜がついて高くなるので、悠里が最後まで引っ張り上げた。

「日向君、お願い！」

「はいはい、二人とも気を付けてね」

　ロープが勝手に進まないよう、日向が押さえている間に悠里と蕾はタイヤに乗り込む。

　流石に五歳児とは体重差がある為、悠里側へ荷重が偏ってしまうのだが、上手く体勢を整えて悠里が蕾を抱え込む形で落ち着く。

「それじゃ、離すよ。………はいっ！」

　日向が合図と共に手を離すと、二人は「きゃー！」だの「ひゃー！」だのと、悲鳴とも笑い声とも取れる声を発しながらゴールへと直進して行った。




　それからおよそ一時間、公園の遊具を三人は回り続けた。

　蕾の服は砂すな埃ぼこりで所々汚れており、悠里もワンピースとミュールに少し土が付いている。

　荷物番をする事が多かった日向ですら、同じ様に汚れていた。

　公園内にある水道で手と足を洗い、陽射しと駆け抜ける風で肌を乾かす。

「きもちーねー」

　蕾が、手足を芝生に投げ出しながらにへら、と笑って見せた。




　……そして、帰りの時間になる。

　夕焼けの中を歩く日向の背中には、すっかり疲れて眠ってしまった蕾が居た。

　その隣で、蕾の寝顔を覗のぞきこみながら悠里も並んで歩く。

「すっかり寝ちゃったね」

「凄すごいはしゃぎっぷりだったからね。昼寝もしてないし、これは家に着いても起きるかどうか」

「寝顔、可愛いよね。凄い気持ち良さそうに寝てる……日向君の背中、よっぽど安心なんだ」

　悠里と二人、顔を合わせて笑い合う。

「今日はありがとうね、急に呼び出したのに来てくれて」

　道の先を見据えながら、悠里がぽそりと呟いた。

　日向は口元を緩めながら、頷いてみせた。

「こっちこそ、誘ってくれて楽しかったよ、ありがとう」

　その返答に悠里も満足気に頷き、少しの間二人は無言で歩いた。

　不意に、悠里が日向を見上げる。

「日向君はさ、なんで、蕾ちゃんにそこまで一生懸命なの？」

　そして気になっていた質問を、日向へぶつけてみた。

　日向は質問を受けると、一瞬悠里と目を合わせてから「んー……」と考えるように視線を上へ向ける。

「家族だから。って、多分そういう事を訊きいてる訳じゃないよね」

「うん。家族でも、あんまりお互いに干渉しない、って兄妹きようだいも多いじゃない？」

「ああうん、確かに。まあ一番は、俺がそうしてあげたいから、かな」

　言ってから、日向は少し息を吐く。

　それはどこか、後悔を含んだ表情だった。

「中学の頃はさ、俺も部活やってて、家にはほとんど遅くに帰って来る生活だったんだ。遅くまで部活して、その後に友達と話して帰って来る、そういう生活」

　悠里は黙ってその話に頷うなずく。

「蕾はまだ二歳で、言葉もたどたどしくてさ。俗に言うイヤイヤ期って言うのかな、もう荒れ放題でさ」

　当時を思い出して日向が笑う。

　言葉では簡単だが、二歳児のイヤイヤ期は通称魔の二歳児～三歳児とも言われる期間だ。

　幼少期で一番手の掛かると言われる時期で、自我が強くなり始める頃に見られ、気分の起伏が激しくなる。

「それで、その頃は母さんがまだ育休でさ、基本は母さんが家で蕾を見てたんだけど。休日に偶たま々たま足りないものがあって、母さんが買い物に出掛けたんだ。ほんの一時間ぐらい、俺が一人で蕾を見る事になって」

　背中の蕾を一度背負い直す。重さを確かめるように、しっかりと。

「でも母さんが居なくなった途端に蕾、機嫌悪くなって。物を投げたり、お菓子あげても食べなくて。何度あやしても全然ダメで、全く言う事聞いてくれなくて……その内に、俺も頭に来ちゃって、もういい！　って。部屋に戻ってさ。気付いたら、俺は一人で寝ちゃってて。寝てたのは十分ぐらいだったんだけどね。一瞬でさっと身体が冷えたんだ、蕾はどうしたろう？　って」

「うん」

「リビングに戻ったら、蕾が倒れるように床に寝てて、どうしたんだろう、って思って抱き上げたら凄い熱で。慌ててベッドに寝かせてたんだけど、全然、熱が下がらなくて。後から母さんに聞いたら、子供の内は突発的に熱が出る事があるって。突発性発疹っていうんだけど、その当時、俺は何も知らないからさ、ほんと動転しちゃって」

「うん……」

「それ自体はほんとよくある症状らしくて、夜の内に蕾は元気に走り回ってさ。でも、その時の光景が頭から離れなくて。もしあれが別の病気だったら、病気じゃなくてもどこかに頭を打ったりしていたら。……ほんの十分、もしかしたらそれより短い時間でも、簡単に危ない事になっちゃう。それが子供なんだな、って思った。凄く……怖かった。目の前に当たり前に居る蕾が、何かの拍子でふと死んじゃうんじゃないかって」

　何も知識が無い日向がそうだったように、悠里も同じような状況になったらどうするだろうか？

　癇かん癪しやくを起こした子供相手に、いつも通り笑顔で居られるだろうか？

　知らない症状を前に、冷静な判断が出来るだろうか？

　多分、出来ない。

　そうしようと努力はするだろうが、出来ると断言する事は決して出来ない。

　悠里が葛かつ藤とうする中、日向は続けた。

「それから、蕾とちゃんと向き合おうって思ったんだ。最初は怖さから、でも段々と蕾が成長していくにつれて、俺にも懐いてくれるようになって。そうしたらもう可愛くてさ。蕾は素直だったのか、三歳になる頃には大分落ち着いてきて、言葉も分かるようになったら大人しくていい子になってくれて。気付いたら、もう親代わりみたいに、色々やるようになっちゃってたよ」

　困ったように笑う日向の顔には、もう悲ひ愴そう感は無かった。

「お蔭かげで、父さんと母さんには自分達の仕事を取らないでー！　って言われるけどね。まぁ俺としては、俺がやれる事は俺がやって、父さん母さんには蕾の学費をしっかりと稼いできて貰もらいたい」

　ちょっとしんみりとした空気を誤魔化すかのように、間の抜けた言葉遣いだった。

「でさ、そんな生活をずっと続けていたら、友達ともあんまり遊べなくて。寂しい感じはするけど、それでも構わないんだ。蕾と一緒に過ごすのは楽しいし、今じゃ蕾と離れてる方が不安になる事もあるし……もう立派な親バカというか、兄バカになっちゃってる自覚があるよ」

　明るく話す日向の言葉を聞きながら、悠里は教室内での日向の姿を思い浮かべる。

　誰とも話さず、授業が終わったらすぐに居なくなる日向。既に教室の中に彼の居るべき場所が無くて、偶に話すのは日向が親友と呼ぶ雅ぐらいで。

　同級生達が思い思いの生活を送る中で、彼は一人、妹と過ごす事を最優先にして。

　寂しい感じはする、と口では言うけれど、それはどこかで何かを諦あきらめてしまっているのとは違い、大事な物を護まもる為に、もう一つの選択肢と決別する事を選んだ、決意めいた意志を宿していて。

「俺は、ずっと恵まれてたんだ。中学も希望の私立に行かせて貰えて。兄貴なのに蕾の世話は全部母さん達がやってくれて。今までずっと負担掛けてたのに、母さん達は何一つ俺には文句言わないで、好きに生きさせてくれてた。でもあの日、家族に背中を押されていただけの自分が、初めて蕾と向き合って……自分が何も出来ない事に気付いて、情けなくなって」

　日向の奥歯が、ギリッと嚙かみ締しめられた。

「自分がどれだけ家族の負担になってるのかを一度考え始めたら、止まらなくて。ある日、気になってインターネットで調べたんだ。父さんや母さんの仕事の全国平均の給料。それと俺が通っていた中学の学費。笑っちゃったよ、二人があんなに懸命に働いているのに、学費はそれを何ヶ月分も丸ごと食くい潰つぶすぐらいの額だった。……ほんと笑っちゃった。俺は、気付いて無かったんだ。両親が俺に向けてくれてる愛情の大きさに」

　日向の慟どう哭こくにも等しい本音の吐露に、悠里は思わず息を吞のむ。

「だから、俺も家族として……家族の為に、出来る事をしたいんだ」

　ようやく、悠里は理解した。日向と自分の間にある、見えない壁の様なもの。それは誰かを拒絶するものでもなく、受け入れるものでもなく。ただ、見ている風景と時間の流れが違っただけなのだと。




　不意に、悠里が足を止めた。

　日向も釣られて足を止める。

　俯うつむいた悠里が顔を上げる。

　自分達と変わらない年齢、変わらない環境。何一つ違う事なんてない。

　だけど、日向と同じように振る舞える人間は果たして何人いるのだろうか？

　日向が正しいとは限らない、日向もまた両親の子供なのだ。日向の青春は別の形で存在したかもしれない。少なくとも日向の両親は、日向自身の幸せを親として願ったのかもしれない。

　それを蹴けってまで、家族の為に何かをしようというのが、絶対的な正解とは限らない。

　それでも、尊い選択だった事に変わりは無い。

　悠里は胸が切なくなるのを感じる。

　大人びて、自分の事を後回しにし過ぎる、この気遣いの名人に何か言ってやらないと気が済まない。

　でも、そのどれもが言葉にならない。

　だから、そっと日向の頰に手を伸ばした。

「私が……」

「……芹沢さん？」

　突然の行動に、日向は動けなくなる。

　──私が、日向君のやりたかった事や、蕾ちゃんを優先して出来なかった事を、させてあげる。

　頭の中でそう思っても、口に出てこない。

　そっと悠里は手を離して、困ったように笑う。そして、ちょっとだけ勇気を出して声を振り絞った。

「芹沢さん、じゃなくて、悠里がいいな」

「え？」

「いつまでも芹沢さんって、他人行儀過ぎるから、私の事も名前で呼んで欲しいな」

「い、いや……流石にそれは、恐れ多いというか」

　悠里は日向の困った顔を見て、プッと吹き出す。

「何それ、いいじゃない。それとも、仲良くなれたって思ってるの、私だけ？」

「そんな事は無い、けど……」

「芹沢さんって呼んでも、無視するからね。ひ・な・た・く・ん？」

　くるりと日向に背を向けて、先に歩き出す。

　背後から、少しだけ溜ため息いきの音と、足音が聞こえ始めた。

「分かった、悠里。これでいいかな」

　ちょっとぶっきらぼうで、照れ隠しが入った声。

　思わず緩んでしまう口元。悠里は夕陽で顔色が分からなくて良かったと安あん堵どした。




　日向は背中の蕾をもう一度背負い直し、前を見る。

「日向君？　早く帰らないと、暗くなっちゃうよ？」

　前方を歩く悠里が振り返り、日向を呼ぶ。

　悠里に名前を呼ばれている事に対する恥ずかしさか、こそばゆい感覚が全身を包む。

（なんだか、懐かしい感じがする……）

　こんな日常が来るのは、いつ以来だろうか。そう考えた瞬間。




『日向君……日向先輩？　どうしました？　早く帰りましょう？』

「……え？」




　夕陽の陽光を受けて佇たたずむ悠里が、一瞬だけ別の人物に映る。

「………日向君？　どうかしたの？」

　僅わずかな瞬きの間に、その姿は搔かき消えて、そこには怪け訝げんな顔をした悠里が立っていた。

「……いや、何でも無いよ、行こうか」

「そう？　それにしても今の季節だと、この時間でも暑いよねぇ。蕾ちゃんも汗搔いてそう」

「……冬場は子供の体温が気持ちいいぐらい温かいんだけど、ね」

　歩みを遅らせ、日向の傍らに立つ悠里と一緒に、日向は帰路を歩いた。

　今しがた見えた、白昼夢の様な一瞬の幻想を胸の奥に仕舞い込みながら。

　だから、日向は気付けなかった。

　その後の帰り道で、たった一言『悠里』と、もう一度名前で彼女を呼ぶ事が出来なかった事に。







　現在、時計の針は午後の十一時十五分を指している。

　悠里は自室でパジャマになり、ベッドへ仰向けに転がっていた。

　その手にはスマートフォンが握られており、耳元からは唯の声が響く。

『どこの夫婦よあんた等』

　一通り、今日の出来事を洗いざらい吐かされ、開口した唯が発したのはその一言だった。

「夫婦って！　ちょっと、私達はまだ別にそんな──」

『まだ、ねぇ。ふーん……』

　はぁ、と電話越しから溜息が漏れてくる。

『まぁ？　あの新垣君だし。別に競争率自体はそんな高い訳じゃ無いからさ、確かに焦らなくてもいいとは思うけど』

　どこか投げやりで、しかも恐らくはスナック菓子を食べているのか、パリパリと乾いた音が一緒に聞こえてくる状況に、悠里は少しだけカチンと来た。

「あのね、競争率云うん々ぬん言っているけど、彼はただ平凡で特徴が無くて人付き合いが悪い、その上はっきりしない態度が多い、一見確かに女子に人気が出るタイプじゃなさそうだけど……」

『あんた今あたしに少しイラッとしたんだろうけど、その三倍は自分で酷い事言ってる自覚ある？　倍返しする相手間違えてない？』

　悠里のよく分からない態度に、唯もいよいよ面倒そうな返事になってきた。

『結局あんたさぁ、新垣君の事、好きなの？』

　いつまでも着地地点の見えない会話を断ち切るように、唯がばっさりと切り込んだ。

　その質問に、悠里は一瞬息が詰まる。

「……わ、わかんない」

『は？』

「だ、だから！　わかんないんだもん！　私、男子と付き合った事とかないし……こ、告白は何度か受けた事あるけど、でも告白されたから相手を好きになったって事も無いし。どういう状態なら、好きって言うのかな？」

　逆に質問される状況になり、唯も『うっ』と呻うめき声を上げる。

『そ、そりゃあれよ、うん……男女が好き合うってのは、ほら』

「うん？」

『こいつの子供が産みたいって思ったらそうなんじゃないの？』

　悠里がずるりとベッドから落ちる。

　足だけがベッドに残り、上半身が背中から床に付いてしまった。

「……いや、私が言えた義理じゃないけどさ」

『なによぉ……』

「唯、重くない？」

『おもっ!?』

「私達高校生がさ、あーこの人の子供を産みたい！　付き合って下さい！　とか」

『……おかしいわね？』

「おかしいよね」

『もうちょっとライトに構えるべきなのかな』

「ライトって言い方も変だけどね」

　うーん、と二人で揃そろって唸うなり声を上げる。

「でもね、でも……優しいんだ、凄すごく。空気が温かいの。ふわふわして、彼と居る時は時間の流れが緩やかになって。それで……時々、寂しい目をするの」

『寂しい目？　なんで？』

「わ、わかんない……私がそう感じているだけ、なのかもしれないけれど……」

　日向と話をする時、不意に見せる表情。あれが一体何なのか、日向の断片にしか触れていない悠里には分からない。最初はやはり友人が恋しいのかと思ったが、それでは日向の言動と辻つじ褄つまが合わないのだ。少なくとも日向が今の状況に対して後悔している感じは無い。むしろ……。

（なんだか、誰かを捜している様な……）

『とりあえずさ、悠里はこれからどうしたいの？』

「へっ!?」

　一瞬だけぼけっと考え事をしていた頭に、唯からの質問が飛ぶ。

　どうしたいのか。

　そう訊きかれたら、不思議と答えはすぐに出た。

　あの時、言えなかった言葉があったから。

「日向君に、もっと楽しい学校生活を送って欲しい。勿もち論ろん、蕾ちゃんの事も疎おろそかにしないで、ね」

　悠里の目から見た日向の学校生活が充実してる、とはとても思えない。

　彼は、学校というものを放課後になるまでの時じ間かん潰つぶし程度にしか考えていないのだから。

「日向君が唯一、間違った教育を蕾ちゃんへ行っているとしたら、学校生活の事だもん！」

『……どゆ事？』

　いきなりだったので、唯は反応が一瞬遅れてしまう。

「彼のあの状態で、蕾ちゃんに『学校は楽しい所なんだよ』っていうのが伝わると思う？　蕾ちゃん、来年から小学生なんだよ？　それなのに、お兄ちゃんが学校生活を満喫しない……ひいては学校がつまらない、と認識されて、そのまま蕾ちゃんが小学生になる。小学生になった蕾ちゃんがお兄ちゃんと同じ学校生活を送る、どうなると思う？」

『女子世界じゃ間違いなくハブられんね……』

「そう！　そういう事よ！　私達は蕾ちゃんの今後を憂う者としても、日向君には真っ当な学校生活を送って貰もらわないとならないの！」

『新垣君、なんか一瞬で犯罪者みたいな扱いになったね。っていうか私達って、あたしも含まれてんだ……』

　冷静な唯の突っ込みにも、悠里は臆おくさない。

　ふむ、と電話越しに唯が息を吐くのが聞こえた。

『まぁつまり、なんて事は無くて。新垣君が楽しくやれればいいのね？』

　遊ぶだけじゃなくて、想い出に残る学校生活を過ごすのが着地地点と結論付けた。

『よし、分かった分かった。そういう事ならこの親友たるあたし、恵那に任せて貰いましょうかね！』

「何かするの？」

『まぁ、それは明日あした学校行ってからのお楽しみ、って事で一つ。………あんた達が顔を合わせた時の反応も見てみたいしねぇ。名前呼びをお願いする、かぁ。大胆な事したじゃん、悠里』

　電話口からもニヤッと笑う唯の顔が浮かび、悠里は少しげんなりした。

　だけど、悪い方向には行かないだろう。

　とりあえずこの親友に、事の成り行きを任せてみる事にする悠里だった。







[image: 三章　トリックスター]




　日向ひなた達が悠ゆう里りと出掛けた翌日の事。

　両親共に夜は遅い新あら垣がき家も、朝方は一般の家庭と同じく平和な時もある。今朝は母親が作った朝食を食べながら父の仁ひとしが新聞を片手にニュースとコーヒーを楽しんでいた。

　日向はケチャップのついた蕾つぼみの口元を拭ふき、それが終わると幼稚園の制服に着替えさせておき、自分は先に家を出る。

　蕾は母が仕事に行く前に幼稚園へ連れて行き、帰りはバスで祖父母の家に降ろして貰う。

　そして帰宅する日向が祖父母の家まで迎えに行って、両親が帰って来るまでの間を蕾と二人で過ごす。

　新垣家ルーチンワークは、大方このサイクルで回り続ける。

「おにいちゃん、いってらっしゃい！」

　玄関まで見送りに来る蕾と、両手を使ってハイタッチ。

「んっ」と顔を突き出す蕾に顔を寄せると、頰に軽くキスをしてくれる。

「えへへ。ばいばい」

「うん、行ってきます」

　手を振る蕾の笑顔に、朝から活力を得た日向は靴を履いてドアを開け、閉めようと振り返った際に父の恨めしそうな顔が視界に入った。

「父さんも早く仕事の準備した方がいいんじゃない？」

「……そうだな。そうしよう。俺も蕾からのチューが欲しい」

　真面目そうな顔で呟つぶやくと、仁は傍に居る蕾の頭を二度三度優しく撫なでる。

「日向、昨日の……悠里さんだっけか。お礼を宜よろしくな。それと、ウチにはいつでも来ていいから、遠慮はしないでと」

「……うん、分かった。伝えておくよ」

　日向の返事に満足したのか、仁はニッと笑って日向を送り出した。




　玄関を出て通学路を歩く傍ら、蕾のキスを受けた頰から余韻が消え去ると同時、昨日の出来事が脳裏を過よぎった。昨日はあれから、特に悠里から何か連絡があった訳では無かったのだが。

　頰に触れた悠里の掌てのひらの感触と、目の前で揺れていた瞳ひとみは一日が経った今でも鮮明に思い出せる。

「悠里……か」

　名前で呼ぶようにと提案してきた彼女の本心を、日向は見通せない。

（少しばかり女の子に優しくされると、その事ばかりを考えちゃうのって、男の性さがだよなぁ）

　ふっ、と力の無い笑いが出た。

『日向君』と、悠里が自分を名前で呼んで、これからは日向も悠里の名前を呼ぶ。そんなこれからの日々を想像して───




『日向先輩！』




「………っ！」




　また、自分を呼ぶ声が聞こえた気がして、日向はハッと顔を上げる。けれど視界に入るのは、遠くに見えるスーツ姿の男性の背中と、ゴミ袋を持って歩く主婦だけだった。周りを見渡しても、誰も自分の事を見てなど居ない。

　背後を振り返るが、距離が離れて小さくなった自宅だけが見える。他には誰も居ない。

「そっか……」

　女子が自分の家に来たのが久し振りというだけではなかった。

　異性から名前を呼ばれる事すらも、久し振りだったのだ。




『日向先輩、練習行きましょ？』




　いつかの日々には当たり前だった、お互いに名前を呼ぶという行為。それは日向にとっては特別な事だったのだ。




　学校に着くと、周りでは自分が一番早かったらしく、悠里も唯ゆいも、雅みやびもまだ来ていなかった。

　授業の準備を整え、一時限目の数学を予習しておく。

　日向が進路として志望するのは国立大学で、理由は二つ。

　一つは学費で優遇されている事、もう一つは就職先として時間を融通し易い、公務員か外資系の企業を狙っているというのがある。

　とは言え、必ずしも理想通りの大学に行けるとは限らない。

　だが、出来る限り準備は必要だった。

　中学三年から、今に至るまでの毎日の学習の積み重ねで、成績は学年でかなり上位へ食い込む。

　このまま受験まで続ければ、希望の大学にもＢ判定は堅い見込みだ。

　そうして時間を潰つぶしていると、肩をポンと叩たたかれた。

　振り返ると、雅が自分の机にドサッと鞄かばんを投げ出す所だった。

「おはよう、雅。遅いね」

「おう、日向が早過ぎるんだよ。相変わらず気配がねーし、忍者かよ」

　白い歯を出して笑う雅に、日向も釣られて笑ってしまう。

　ふと教室後方のドアが開く音が聞こえて視線を向けると、教室に入って来たのは悠里と唯の二人組だった。

　悠里は教室に入るなり日向を見つけると、腰より高い所へちょっとだけ手を上げて振る。

　口元で「おはよう」と呟くのが見えた。

　何となく気恥ずかしくなった日向は、その場で返事をする事はせず、軽く頷うなずく程度に止とどめた。

　やがて唯と共に悠里が近付いて来た時に声を掛けた。

「おはよう二人とも、今日はギリギリだったんだね」

　唯が日向の後ろ、自分の席へ荷物を置くと、ふはーっと息を吐いた。

「昨日ねー、ちょっと遅くまで悠里と電話してて。お蔭かげで寝不足ったらないのよ」

　椅子に座り、そのまま机に突っ伏してしまう。

　悠里も自分の机に荷物を置いて、傍に寄ってきた。

「気が付いたら日付越えてたもんね、あーやばい！　と思っても止まらないんだもん。こればっかりは仕方ないわね」

　見ると悠里も少しだけ顔が疲れている。

「ゆ……芹せり沢ざわさんも、寝不足なんだ」

　一瞬、悠里と言いかけて、言い直してしまった。

　悠里はその発言にピクンと眉まゆを顰ひそめる。

「……えぇ、私達は新垣君と違って不良ですからねー、ひんこうほうせーな新垣君みたいな生活を心掛けないとねー！」

　そうしてツンとした態度で自分の席へ戻ってしまう。

　唯が悠里のそんな態度を見て、そして日向へ視線を戻す。

「……なになに、どったの？」

　と、日向へ今のやり取りの詳細を求める。

「い、いや……なんか変な事言っちゃったかな……？」

　日向は何と答えればいいのか分からず、お茶を濁す。

　何故か名前を呼ぶ事そのものに、後ろめたい気持ちがあった。ただ、同じぐらいに人前で女子の名前を呼ぶのが恥ずかしいという理由もある。日向にはどちらが自分の本心なのか分からなかった。

　とは言え、このままでは悠里と会話をする事すら覚おぼ束つかない。

（せめて条件付きで、周囲に人が居ない時とか、そういうのを吞のんで貰もらうべきだったなぁ……）

　そんな事を考えていると始業のベルが鳴ったので居住まいを正して前を向く。

　其その時、その後ろの席では唯がニヤニヤしながら、

「いやー青春だねぇ……あたしには眩まぶしくて直視してらんないよ」

　と呟いていたのを聞いた者は誰も居なかった。







「期末考査が再来週にある。来週から考査が終わるまでは部活が休止になるが、問題を起こさないように」

　朝のショートホームルームで、担任の小お野の寺でら教諭が簡潔に連絡事項を伝える。

　教室からは各所から非難の声があがったが、小野寺教諭は一いち瞥べつしただけで声をあげた生徒を黙らせる。

　小野寺教諭は必要事項を述べると教室を退出し、入れ違いで数学の教諭が教室に入り授業が始まった。




　一時限目と二時限目の合間にある休憩時間で、日向は後方から声を掛けられた。

「新垣君！　聞いたかいさっきの……遂に来たぜ、来ちゃったぜ……期末試験が！」

「恵え那なさん？　うん。期末だね。頑張ろう」

　さらっと一言だけ返して前を向き直す日向の襟元を、唯はぐいっと引っ張る。

「ぐ、るしい……」

「あたし数学と英語が苦手なんだよ」

「ぞれがどうじだの……」

「あたしに勉強教えて！」

　背後から襟元を締められ、可愛らしく首を傾げた女子に教師役をお願いされる。

　果たして一般的な男子にとって、これが幸福なのか不幸なのか、非常に判断に迷う。

「ちょ、ちょっと考えさせて……」

　今の日向に出来る事は、唯の掌をタップしながら答えを保留する事だけだった。




　その後は特に何かしら追及がある訳でも無く、昼休みが訪れる。

　日向がいつも通り弁当を広げていると、再び唯が声を掛けて来た。

「新垣君、こっちの机使いなよ」

　そう言って自分の机をトントンと叩いた。

「え……い、いや、自分の机で食べるよ？」

「いいからいいから、さっきの話もしたいしさー」

　唯は全く引くつもりは無いのか、既に自分の弁当を広げ始めている。

　日向もこれ以上の抵抗は無駄だと悟り、仕方なく唯の机に自分の弁当を置いた。

「ほうれん草の和あえもの、鯖さばの塩焼き…そしてそれはきんぴらごぼうだね、そして玉子焼き……なんだぁその家庭的過ぎる弁当は！」

　唯がじっと日向の弁当を覗のぞき込み、つぶさに観察する。

「あ、いや、これ半分は母さんが作ったから……今日は」

　日向は唯の大声に周りの視線が気になって仕方なかったが、ここで一つ違和感を覚えた。

「……あれ、芹沢さんとは一緒に食べないの？」

　唯はいつも悠里と一緒に食べている筈はずなのだが、悠里が来る気配は無い。彼女の席を見ると、そこに席の主は居なかった。

「あー、悠里はね、今日はパンらしいよ。買いに行ってる」

「そうなんだ、珍しいね」

「そかな？　偶たまにパン食べてるよ。ふふん、最近は悠里と随分仲良くなった新垣君でも、まだまだ悠里に関してはあたしの方が上だね！」

　ふん！　と得意気に鼻を鳴らし、胸を張る。

　割とボリュームのある胸元が強調され、目の前の日向は思わず目線を惹ひき付けられそうになり、慌てて視線を逸らした。

「ま、ま、それは置いといて。試験の勉強ねー」

　日向の心境には構わず唯は話題を次々と変えていく。

　悠里とはまた違ったイニシアチブの取り方に、日向も付いて行くのでやっとだった。

「あたし数学と英語がさぁ、苦手なんだよね……」

「うん、さっきも聞いたね」

「だから放課後に勉強を……を？」

　唯が最後まで言い切らない内に、日向は掌てのひらを唯へと差し向けた。

「その先が大体予想出来るんだけど、俺は放課後残れないんだ。妹を迎えに行くから」

「あー、蕾ちゃんかぁ。成程、家庭の事情と……」

「そう、だから残念だけど、俺がこの件で手伝える事は無いと思う」

「そんな殺生な……」

「まぁ他にさ、何か手伝える事があれば、俺に出来る事ならやるから。それでなんとか」

　これで納得してくれただろうか、と思った矢先、唯が急に右手の掌を日向に差し出す。

「はい言質頂きました！」

　何か失言しただろうか、日向は一瞬で背中に冷や汗が流れるのを感じた。

「じゃあじゃあ、あたし達が新垣君の家で勉強すればいいだけだよね？　それだと妹ちゃんのお世話もしながら勉強出来るんじゃない？」

「………ゑ？」

　思わず漏れた声が旧字体のような不思議な発音になった。

「あたしと悠里が新垣君の家行くでしょ？　悠里が妹ちゃんと遊んであげるでしょ、その間あたしは新垣君に勉強教えて貰う……ほら、これで万事解決じゃない？」

　唯からの怒ど涛とうの発言に、日向は途中で口を挟む事が一切出来ない。

「ちょ、ちょっと待っ───」

「おー悠里帰ってきた！　おーい悠里ー、今度新垣君家で勉強会するよー！」

　日向が抗議しようとした瞬間、教室に戻ってきた悠里に唯が声を掛ける。

　悠里は戻ってきた途端に呼ばれる自分の名前にビクッと驚いた後。

「は？」

　と口をポカンと開いた。

「ちょ、ちょっと待って恵那さん！」

　日向が慌てて止めようとするも、唯の攻勢は止まらない。

「あ、ついでに皆で御飯作って食べようよ。たまに大勢で食べる食事って、蕾ちゃん喜びそうじゃない？」

「いやいや問題あるよ！　女子が家に来て勉強とか、ちょっと色々あるよ！」

「色々って？　あー、流石に女子だけだと体面マズいのか。よし成なる瀬せ、お前も来るんだ！」

　クワッ、と斜め前方に居る雅へ突然叫ぶ。

「は？　お、俺もかよ!?」

　雅も混乱しているのか、手に持ったドリンクのキャップを開けたり閉めたりしている。

　面白い混乱の仕方だったが、今はそれどころではなかった。

「い、いや流石にそれは……」

　と言いかけた時に、今まで場を散々乱していた唯が、ふっと朗らかに笑った。

「……やろうよ、新垣君」

　先程までの口調とは違い、少し大人びた声。

「きっと、楽しいよ」

　本当に嫌なら、断っても構わないよ、とでも言うように、突然選択権を渡される。

「それにさ、皆で遊びに行ったら、蕾ちゃんも喜ぶんじゃない？　あたしはまだ一回しか会ってないけど、成瀬は何度も会ってるんでしょ？」

「あぁ、まぁ……日向ん家は偶に遊びに行ってたからなぁ。この前も……」

　言って何かを思い出したのか、雅は苦笑いを返してくる。

「いいじゃん、偶にはさ。夕飯作り、あたしも手伝えるしさ。いつも二人で食べるより、偶には大勢で食べる！　そして勉強も出来る！　ウィンウィンだね！」

　いきなりかき回されて、主導権を手放されて、最後に蕾の為だよと迫られる。

　出で鱈たら目めで滅茶苦茶で、見事な交渉術に日向はもう笑うしかなかった。

「分かった、分かったよ。その代わり実行は来週の月曜、それまでに恵那さんはある程度は自分で進めて、少しでも弱点を自分で理解してくる事。うちの準備もあるし、そこだけは譲れない。いいかな？」

　せめてもの日向の反論に、唯はウィンクで応えた。

「おっけーおっけー！　さっすがお師さん、話が分かるねぇ」

　完全に状況に流されるままだった悠里は席に座る事も無く、立ったまま手の中にあるクリームパンを見つめて、ふと視線を上げて唯を見た。

「………あの、私の意見は？」

「案ずるより産むが易し！」

　口をもぐもぐさせながら、空になった弁当箱に蓋ふたをして唯が言い放った。







　結局、悠里とはその後話す機会が訪れずに、その日はそのまま下校して蕾と一緒に家に帰ってきた。

　後でメッセージでも送って謝らなければならない。頭の中でこの後の事をぼんやり考えていた日向の隣から、蕾の楽しそうな声が聞こえてきた。

「はんばーぐ、はんばーぐ」

　日向が作ったハンバーグの種を、蕾が隣で丸く成形する。

　蕾には少し高いキッチンも、折りたたみ式の足場を組み立てて、その上に立てば日向の胸元ぐらいまでには頭が届く。

　ついこの前までは、自分の膝ひざ元もとぐらいまでしか無かった身長も今はこんなに近くに感じる。

　子供の成長は本当に速いなと、少しだけ寂しく思ってしまう。

「おにーちゃん、どうかした？」

　手を止めた蕾が日向を見上げる。

　何か表情に出ていたかと、日向は首を軽く横に振り、なんでもないよと答える。

　蕾の手伝いを見守りながら夕飯を終え、蕾とお風ふ呂ろに入る。

　パジャマに着替えて、歯を磨いて……時刻は八時過ぎ。

　日によっては九時を過ぎてから寝る事もあるが、今日は既に少し蕾の目がとろんとしている。

「もう寝ちゃうか？」

「ううん、まつ」

　両親が帰宅するのは八時半から九時頃になるので、蕾が起きている時に帰って来る日は大体半々ぐらいだろうか。

　帰ってきた両親に「おかえりなさい」を言うのは、蕾の楽しみの一つでもある。

　ソファに座ってテレビを見る日向に、身体を半分預けるように蕾が寄り掛かる。

　テレビを見たまま、日向は何となく口を開いた。

「なー、蕾？」

「うーん？」

「兄ちゃんと二人でご飯食べるの、寂しくないか？」

「ううん、たのしいよ」

　間髪を容いれずに返って来る返事。

　目を合わせると、にっこりと笑ってくれるのが、可愛いらしい。

　ずりずりと蕾が日向の身体を這はい、膝の上にぽすんと収まる。

「蕾、今度な。ウチに皆が来て、お勉強して、晩御飯を一緒に食べるかもしれない」

　トリートメントでサラサラになった蕾の髪を撫なでながら、秘密を打ち明けるように囁ささやくと、蕾の顔がパッと輝いた。

「ほんと!?　みんなって??」

「悠里ちゃんに、雅に、この前モールで会ったお姉ちゃん覚えてるか？　あの人だよ」

「やったー！　いつ？　いつ？」

　テンションが一気に上がったのか、先程までの眠そうな表情が吹き飛んでいる。

　小躍りしそうな雰囲気になり、思わず大きくなる蕾の声量を日向は笑いながら人差し指で「しー……」と静めさせた。

「来週の月曜日かな。母さんと父さんにも、家を使う事伝えておかないとね」

　膝の上でご機嫌に身体を揺らす蕾を見て、自分一人ではここまで喜ばせる事は出来ないという事を、まざまざと実感する。

（とんでもない搦からめ手だったけど、恵那さんに感謝かな）

　掛けられた迷惑と折半で、ほぼ相殺される感謝を心の中で送る。

　やがて、ピンポーンとチャイムが響く音が鳴ると、玄関から鍵かぎを開ける音と共に母親の声が聞こえてきた。

　蕾がそれを聞いて玄関へ走り「おかえりなさーい！」と声を掛ける。

　そのうちに父親も帰宅してくるだろう。

　先程までの、二人だけしか居ない家の雰囲気から、ガラッと空気が変わる。

　新垣家の短いけれど温かな一家団だん欒らんの時間は、蕾が寝る時まで続いた。




　蕾を両親に任せ、自室に戻った日向はゴロリとベッドに寝転がる。

　手元にはスマートフォンを握り、電源を押して画面をスリープから呼び起こす。

　メッセージ履歴に映る『芹沢悠里』の文字。

「謝らないとなぁ……」

　言葉が口から出てしまったのは、そうしないと踏ん切りが付かないからだろう。

　悠里の名前を呼ぼうとした時、心の中で強烈なブレーキがかかった。

　相手に名前を呼ばれて、自分も名前を呼ぶ。雅相手になら普通に行える、お互いの距離感を確かめる儀式めいた行為。

　それが悠里に出来なかった理由が、今ならば分かる。




『日向先輩』




　チクリと、胸が刺すような痛みを訴えた。

『私、好きです。先輩の事』

　今と同じ、初夏の陽射しが夕焼けに染まる中で、その言葉は日向の胸に刻み込まれている。

『どんな答えでも、後悔しません。だから、お返事を考えて下さい』

（あの時、俺はあの子にちゃんと答えを言ってあげないとならなかったのに）

　自分自身が、どういう気持ちを抱いていたのか、自分と向き合わないといけなかった場面で。

　精一杯勇気を出して、自分に向かい合ってくれた女の子に、言葉を尽くさなければいけなかった場面で。

『先輩は……日向先輩は、私の事は、何も考えてくれてないんですね』

　記憶の中にある『彼女』の姿が、日向に向かって悲しげな表情で口を開く。

（俺は、何も言えなくて、逃げたんだ）

　自分の中にある感情の一つを、理解する。

　悠里の名前が呼べない理由、自分が周囲と馴な染じもうとしていない理由。そのどちらも、根本的には同じものだった。

　埋没していく思考を振り切るかの様に、日向はデスクへと向かい、椅子に腰を下ろす。

　試験も近い、勉強せねば、と半ば強制的に自分の中のスイッチが入るのが分かる。

　参考書にカツカツとシャーペンの先が当たる硬質な音が聞こえる。

　指先は驚く程速く、正確に文字を白い紙へと書いていく。

　思考がクリアになり、自動的に文字の羅列は増えて行く。

　けれど、胸の奥でざわめく感情が、日向を急き立てる様に後ろから迫っている。




　ふと、部屋の片隅に視線が吸い込まれた。

　使わなくなって久しい、大きなラケットバッグが目に留まる。

　傍にあるメタルラックには、一本のトロフィーが置かれていた。




【第十六回　チャレンジジュニア杯　ミックスダブルス部門準優勝　新垣日向・上月日和】




『もう一本、いくよ、日和ひより』

『はいっ！　一本先取！』




　その声を、掌てのひらの温かさを、心が繫つながっていた時の幸福感を、今でも鮮やかに思い出せる。

　そしてそれは、同時に日向に対して、決してする事の無いと誓った『後悔』をも同時に想起させるものだった。

　カラン、とシャーペンがデスクに転がる。

（結局、俺は……怖がっているだけなんだ）

　誰かと深く繫がる事で、その手を手放す時の痛みを知った。痛みを知った事で、もう一度そんな思いは味わいたくないと恐怖した。

　たかだか、誰かの名前を呼ぶという、たったそれだけの事でこんなにも足が竦すくむ程に自分は弱かったのだと、認めたくは無かったのだ。




　日向がベッドに入り一時間程が経過する。一向に訪れない睡魔に、日向は辟へき易えきとしていた。

　先程からずっと同じ事を考え続けている。時計を見るとまだ午前一時を回った所だ。

　何か冷たい物を飲もうと、日向は部屋を出てリビングへ向かう。




　途中、蕾の部屋を覗のぞくと、蕾はタオルケットを蹴け飛とばしてぐうぐうと寝息を立てている。

　起こさないようにゆっくりと部屋に入り、髪の毛をそっと払う。

　頰を触ると柔らかくすべすべの肌が押し返してくる。

　くすぐったそうに、身を捩よじる姿が愛くるしくて、額に軽くキスをして部屋を出た。




　リビングに入ると、仁がテレビを見ながら晩酌をしている。

　明あか吏りの姿は見えないので、既に就寝したのだろうか。

「眠れないのか？」

　ソファの裏を通って台所に行こうとすると、仁に呼び止められた。

「うん。喉のど渇いて」と相あい槌づちを打つと日向は冷蔵庫から麦茶を取り出し、コップに注いだ。

　何となく、日向もリビングのソファに座る。

　横から見える父は、三年前には見られなかった白髪があった。

「学校は、どうだ」

　簡潔な一言だったが、響く声色は優しい。

「うん、楽しいよ。最近、特にね」

　日向の答えに、そうか、とだけ父は答えて日本酒を呷あおる。

　それだけを訊きくと、父は何を話すでもなく、ただ黙ってテレビに視線を向け続けた。

「父さん」

「ん？」

　気付けば日向は自分から声を掛けていた。父と、話をしてみたくなった。

「俺が、蕾の保護者みたいな役割してるのって、おかしいのかな？」

「おかしくは無いさ」

　間髪を容いれず、仁は返答する。迷いのない言葉だった。

「高校生で、まだ自分の進路もこれからで、社会的にも子供で。そんな俺が、背伸びして蕾の親代わりみたいな真似をするって。ひょっとしたら、凄すごい滑こつ稽けいなんじゃないか、って思って」

　そこまで日向が言うと、仁は身体を正面に向け、日向の方を向く。

「どうして、そう思った？」

「……俺は、自分で決めてこうしてるって思ってた。今も思ってる、けど……でも、俺のやり方は歪いびつなのかなって。他の事も上手くやれる訳でもない、中途半端にしか出来ない、そんな俺が蕾の世話焼きをするなんて。もしかしたら俺は蕾の事を、他の事が出来て無い事への言い訳にしているんじゃないかって。そう思った」

　ふむ、と仁は一度目を瞑つむって黙る。

　そして、ふうっ、と一度息を吐いて。もう一度喉を日本酒で湿らせた。

「そうか……」

　仁は一言だけ返事をすると、少しの間黙り込み、再び口を開いた。

「日和ちゃんの事でも、考えてたのか？」

「……っ」

「なんだ、その顔は。お前が蕾以外の事で悩むなんて、大体いつもそれしか無いだろ」

「そう、だったの？」

「あぁ」

　仁の一言を境に、少しの間、沈黙が流れた。テレビのニュース番組のキャスターが話す声がやけに大きく聞こえて、仁がボリュームを下げる。

「なぁ、日向。俺と母さんは、お前には本当に感謝してるんだ。お前が蕾をしっかり見てくれているお蔭かげで、俺と母さんは心配なく働きに出られる。そりゃ、他所よその家から見たらな、もしかしたらウチの事を子供を放り出す酷い家庭だと思われているかもしれない。でもな、こうして助け合っていくのが、俺の家族の在り方なんだと胸を張って言える」

　仁が、真っ直ぐに日向を見て、ニッと笑って見せた。

　その笑顔は、蕾が笑う顔とよく似ている。

「だけど同じぐらい、俺も母さんもお前が心配になる時がある。子供の世話をするのは、そりゃ大変だ。学業と両立なんて、そうそう出来るもんじゃない。一人暮らしの社会人が家事をするのと似てるがな。やれない奴は本当にやれない。その点お前は、よくやってるよ。本当に、よくやってくれてる」

　言葉の一つ一つに力が籠こもっているのを感じた。

　初めて聞く、父の言葉に日向は心が揺れていくのを自覚する。

「そんなお前が、本当に倒れそうになった時、やりたい事を見つけた時、何か愚痴をこぼしたくなった時、少し疲れて休みたい時。なんでもいい、其その時は俺達が無条件で日向を最優先で動こう。俺と母さんはな、そう決めてるんだ」

　心のどこかで、自分の独りよがりなんじゃないかと思っていた。

　蕾の世話をするのは、結局は自己満足で、本当は両親に迷惑ばかり掛けてるんじゃないかと。

　だけど、父はその答えを正面から否定した。

　言葉からは、自分への絶対の信頼を感じ取れる。

「なぁ日向、お前達の年齢の時は、少し何かを間違えたり……やり残した事があったり、そういう時に『もうそこでお終い』にしちゃうもんなんだよ。でもな、それはお前達がほんの十数年しか生きてないからだ。だから、たった一度の間違いなんかを、もう二度と修正出来ないものみたいに捉とらえちゃうもんだ」

　掌の麦茶の冷たさを感じながら、一言も発せられなくなった日向はただ、父の言葉に耳を傾ける。

　父親として、男として、大人として、日向に向き合ってくれている。

「長い目で見てみろ。今出来ない事があったとして、それがなんだ？　前に出来ない事があったとして、それがどうした？　出来るようになったらやりゃあいい」

　そうしてまた日本酒を呷る。

　普段より饒じよう舌ぜつなのは、お酒が入っているからだろうか。それとも、本当はずっと言いたかったのだろうか。

「俺が三十前の時、本当は別にやりたい仕事があった。でも俺は、そこで『この年齢になったらもう無理だ』と諦あきらめた。俺が三十を超えた時、同級生が転職して自分のやりたい仕事に就いたのを知った。本当に終わるのは、自分で無理だと思った時だ。本当の限界なんてもんはな、思ったよりも随分と遠くて、いくらでも挽ばん回かい出来るチャンスはあったんだ。俺達は、そういう事すら知らない若造の間に、そういうものを知ったつもりになっちまったんだなぁ」

　恐らくこの言葉の本当の重さを、今の日向が知る事は無いだろう。

　仁も、そして日向も、その事を頭のどこかで理解していた。

　それでも、今この時に必要な言葉なのだという事も分かった。

「日向。お前はまだ、何にも悩んでいないんだ。何に悩めばいいのかを、悩んでいるんだ」

　そうして、一層強い視線で日向を射い貫ぬく。

「今やってる事に疑問を覚えるぐらいなら、とことんやってから振り返って見ろ。どこかで間違えてるんだったら、俺と母さんが死んでも引っ張ってやる。子供は子供らしく、やりたい事を好きにやってりゃいいんだ」

「……とことんやってから、振り返る」

「そんでな。もっかいやり直せる機会が来たなら、怖がらずに手を伸ばしてみろ」

　そう言うと、仁はごろんとソファに横になってしまった。

「前は上手く出来なかった事があったとしても、今のお前なら、大丈夫だ。……俺達が頼りに出来る、今のお前ならな」

　話は終わり、とばかりにテレビへ視線を戻してしまう。

　日向は立ち上がり、部屋へ引き返す。

「……ありがとう、父さん。おやすみ」

　そう一言だけ残し、階段を上る。

（一度の失敗は、それでお終いじゃない。何に悩んでいいのか、悩んでいる、か）

　胸元に燻くすぶっていたざわめきは、今は聞こえなくなっていた。

　寝苦しい夜でも、今ならぐっすりと眠れそうな、そんな気がした。




　リビングに残った仁は一人、自分の息子が去って行ったドアを眺めていた。

「もう、二年かぁ」

　知らず、口から独り言が零れ落ちる。

「俺にも、どっちが正しかったのかなんて、そんな事は分かんねぇけどな、日向」

　日向が蕾の世話をすると言い出した時から、二年が経つ。

　当時は父親と母親、日向の三人で散々話し合った。話し合って、日向の決意を尊重した。

　その決断に後悔した事もあった、もっと自由に生きて欲しいとも願った。けれど。

「蕾が、あんなに幸せそうなんだ。それが間違いだったなんて、言えねぇよ、けどな」

　つい先日、息子のクラスメイトが家に来た時の事を思い出す。あの時の日向の顔は、久し振りに見る歳相応の表情だった。

　だからこそ分かる。日向にとって心を許せる存在というのが、どれ程大切なのか。

　そして同時に、日向が蕾を全力で育てる為に失くしてしまった、その存在の大きさを。

「馬鹿だよなぁ、お前は……お前にとって蕾の笑顔が一番大事なのと同じで、お前の笑顔も蕾には大事なもんなんだよ」

　仁はテーブルに置いていたスマートフォンを手に取り、アルバムデータを表示させた。

　そこには、小さな蕾を両手で抱いて笑顔を向ける日向と、その傍らで微笑みを浮かべる少女が写っていた。

「なぁ、日和ちゃん。あいつにとってお前さんは、蕾と同じぐらい大事なもんだったのになぁ…」

　仁は一人、懐かしそうに写真を眺めながら、グラスに残ったアルコールを喉へと流し込んだ。




　今朝の目覚めは、いつもより少し調子が良かった。

　時計を見ると時刻は七時四十五分を指している。

　日向にしては珍しく、少し寝坊したぐらいの時間だ。

　冷たい水を顔に掛けて眠気を飛ばした。

　リビングでコーヒーを啜すする仁と目が合うが、お互いに何も言わない。

　隣で食パンを齧かじる蕾の頰に付いたブルーベリージャムを拭ふき取る。

「蕾、今日の晩御飯は何がいい？」

「んー、んー……まっぴーせっと…」

　少し寝ね惚ぼけているんだろうか、と思ったら蕾が見ているテレビのＣＭで、近所のファミレスチェーン店が期間限定のコラボレーションメニューを宣伝している所だった。

　子供向け映画とのタイアップなのだろう。

「マッピーセットは兄ちゃん作れないな……」

「うー……あれがいい…」

　変なタイミングで訊いちゃったか、と日向が頭を抱えていると、キッチンから母親の明吏が出てきて、エプロンを畳みながら二人に声を掛ける。

「あら、なら…たまには外食してみたら？」

「え、いいの？」

　新垣家はあまり外食する事が無い。

　家族全員が揃そろう時間は遅めだし、休日は明吏が作りたがる。

　日向自身、夜に蕾を外出させる事に抵抗がある為、何となく行くのが憚はばかられるのだ。

「いいわよ。あのね、ウチはそんなに食費ガンガン削らないといけないぐらい逼ひつ迫ぱくしてる訳じゃないの。余計な心配する必要は無いわよ」

　苦笑いしながら日向へと頷うなずく明吏に、日向はバツが悪そうに顔を背ける。

「いきたーい！　まっぴーせっと！　まっぴーせっと！」

「ほら。この状態で行かない、なんて事を言い出したら、蕾、今日は一日ヘソ曲げちゃうわよ」

　久し振りの外食に浮かれる蕾を見て、日向は頷くほか無かった。

「でも遅くならない内に帰ってくるのよ。蕾は、ちゃんとお兄ちゃんの言う事聞いてね」

「はーい！　おにーちゃんはやくかえってきてねー！」

「俺がこれ以上早く帰ると、六時限目に早退する事になるけどね」




　そうして一日の予定が決まり、蕾に見送られて日向は家を出た。

　疎まばらな通学路も、校舎が近付くにつれて人が多くなっていく。

　そんな中で、前方に見知った後ろ姿を見つけた。

　日向は少しだけ歩調を速め、その後ろ姿に近寄って行く。

　二人連れ立った女子生徒は、仲良く談笑しながら登校している。悠里と唯だ。

　いつからか、日向は悠里の後ろ姿が遠目からでも分かるようになっていたのだ。

　こうやって今日を積み重ねて、人間関係は変化していくのだろう。

　その変化を恐れてしまうぐらいに、自分はこの数年で弱り切っていたのだろうか。情けない自分に溜ため息いきしか出てこなかった。

　名前を呼び合う、たったそれだけの事に対して、昔の事を思い出して。

　失敗した事を今に重ねて、勝手にダメージを受けて。

（もう一度やり直せる時が来たら、怖がらずに手を伸ばす）

　ふっ、と肩の力を抜く。

　余計な事は考えない、やれる事をやっていこう。

　そう決めて、日向は歩みを速めた。

　二人の背中に追いつく。

　一瞬だけ横に並ぶと、二人の視線がこちらを向いた。

「お、おはようひ……新垣君…」

「おっすー、新垣君。おっはよー！」

「おはよう、恵那さん。悠里も、おはよう」

　日向は挨あい拶さつの返事を悠里と唯へ一言ずつ残し、さらに歩調を速めて彼女達を追い抜いた。

　視線を前に戻す際に、一瞬だけ悠里の表情が呆あつ気けに取られたのを見て、思わず笑みが零れた。

　後ろの二人が一瞬だけ立ち止まったのが分かるけれど、今は足を止めずに歩こうと思った。

　恐らく、今の自分の顔もまた、人には見せられないぐらいに照れているのだから。




　悠里と唯は、足早に去って行く日向の背中を呆ぼう然ぜんと見届けていた。

「うおぉ……新垣君かっけー。堂々と名前呼び捨てしていった……。なにあの振り切れっぷり」

「………………………」

「おーい悠里、おーい。お願い歩いて。お願い、遅刻するから！　早く！」

「……もー、なんで急に名前を呼ぶかなぁ！」

　あんまりな不意打ちに、悠里は顔の火照りを向かい風で鎮めるように走り出した。




　その日の四時限目は体育の授業で、日向は一人、淡々と校庭を走っていた。

　今日の種目は長距離走で、グラウンドを延々と走り続けるだけの非常に地味な授業だった。

　元々は運動していた日向だったが、高校に入ってから帰宅部での生活が続き、体力は当時より格段に落ちている。

　それでも標準以上の心肺機能はあるので、上位グループギリギリに喰らい付いて走り続けた。

「日向、ここに居たかよ」

　フッ、フッと呼吸を繰り返しながら、隣に並んだ雅が声を掛けてくる。

「雅、珍しいね、調子悪い？」

「いや。今日は練習だしな、測定の時にタイム取れりゃいいよ。それよりお前、今日は随分と吹っ切れた顔してるけど、何かあったのか？」

　雅の指摘に、日向は「あぁ」と納得する。

　流石に旧友は伊達だてじゃないらしい、本当によく気が付く男だと思った。

「ちょっとね、最近考え事してて。親父に若気の至りを相談した」

「なんだそれ」

　少しふざけた返事を寄越す日向に、雅はプッと吹き出す。

「日和ちゃんの事か？」

　流石に、そこまで見抜かれるとは思っていなかった。

　少しの間、無言で走り続ける。雅は、重ねて訊きいてくる事は無かった。

「うん」

「そっか。……ちょっとは、解決したか」

　そのまま二人揃ってゴールする。

　ゆっくりと息を吸って、最後の生徒がゴールするまでは少しの休憩を取る。

「うん。いつかまた会えたら、ちゃんと話をしたいな、って思うぐらいには。俺がした事を許してはくれないかもしれないけど、やっぱりさ。大事な後輩だったから」

　今の自分なら、きっと話せる事もある。

　そう思いながら、軽く伸びをして身体を伸ばす日向を、雅はただ黙って見つめていた。

「日向、お前。知らないのか……？」

「ん、何が？」

「そうかお前、特急帰宅組だもんな。入学式から今まで会わない事もあるのか」

「だから何が……って、………え」

　雅が何を言おうとしているのか、日向は気付く。

　心臓がドクンと一度大きく跳ねる。

「日和ちゃん、居るぞ。……この学校に」
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　雅みやびの言葉を聞いてから、日向ひなたはどこか上の空で昼休みを迎えた。

（この学校に、日和ひよりが居る……）

　日向達の学校は進学校で、一部の部活動以外は全国大会に出場する事すら稀まれな所だ。

　一方で、上こう月づき日和ひよりという子は、ジュニアテニススクールに小学校の低学年から所属している。

　実力は既に全国クラス、スポーツが強い私立高校なら大抵の所に推薦入学出来る人材だった。

　その日和が、この学校に来るメリットは無い筈はずだ。

　日向がそんな調子で弁当を突つついている後ろで、悠ゆう里りと唯ゆいは顔を合わせて食事を進める。

「……新あら垣がき君、どったんだろうね」

「さぁ……。朝はあんなに……あ、あんなに元気良かったのにね」

　朝方に思いっきり名前を呼ばれた事を思い出し、悠里は顔を背ける。横顔からでも分かる程、顔が真っ赤になっていた。

　唯は悠里の態度を見て、箸はしをキセルのように咥くわえたまま眉まゆをハの字に下げてみせた。

「あーはいはい、この夫婦はもう朝っぱらから。とりあえず旦だん那なに直接訊いてみたら？」

「ちょっと！　またそういう事を！」

「状況証拠が揃い過ぎてて、裁判で敗訴する要素が無いんだよなぁこれが……。まぁ、これ以上は野暮ったいから何も言わないけど」

　そうして箸を手に持ち、再び弁当を突き始める。

　日向は考え事をしていたものの、流石に抑えていない声量なので前方に居れば普通に耳に入ってくる。

　ふう、と一つ息を吐いてから、後ろを振り向いた。

「御免だけど、聞こえてる……」

　気まずい顔を向けるが、唯は素知らぬ顔だ。

「知ってる。いつまでも奥さんが話し掛けないから、あたしがこうして取り持ってやってんの」

　しれっと答えられると、ぐうの音も出ない。

　ここで面白い反応をしてしまえば唯の思うツボだと、日向はコホンと軽く咳せき払ばらいした。

「お、奥さんって！　もう……ほんっとに！　……それで、何かあったの？　ひな……新垣君が悩むなんて、蕾つぼみちゃんの事だと思ったんだけど」

　悠里は唯に文句を言おうとしたが、それよりも日向の言動が気になってしまう。

「昔の知り合いがこの学校に居るって聞いて、それでちょっと懐かしくなってただけだよ。それはそれとして勉強会、うちを使っても平気だってさ。親から許可貰もらったよ」

　少し強引だが、このままこの話題を引っ張っても仕方ないので、日向は唯の興味を他へ逸らす事にした。

　視界の端で、悠里からチラチラと見られているのが分かったが、あれだけ夫婦だなんだの言われてしまうと目が合わせ辛い。

　唯には責任として板挟みを買って貰う事にした。

「おー、ほんと！　やったね！　悠里があれだけ骨抜きにされる蕾ちゃんを、遂にあたしも愛めでる時が来るのかぁ、たーのしみだなぁー！」

「あんたは勉強が中心でしょ！　蕾ちゃんの相手はメインで私がやるんだから、ちゃんと勉強してよ？」

　そしてじゃれ合うような二人の会話は昼休みが終わるまで続いた。




　六限目が終わると、日向はすぐに鞄かばんへ学習道具を仕舞い席を立つ。

　素早過ぎる動作に唯が目を白黒させた。

「新垣君もう帰るの？　今日はとりわけ早いね」

「うん、今日はこの後、蕾と外食する予定なんだ。久し振りで舞い上がってるから、早く帰らないと機嫌が悪くなる」

　言いながら椅子を仕舞い、後部ドアに向かって歩き出す。

「それじゃ皆、また明日あした！」

　帰る動作の中で、悠里へ一瞬目を向けると、しっかりと目が合ってしまった。

　悠里は目線で『しょうがないなぁ』と語るように目め尻じりを下げて微笑む。

「日向君、また明日ね」

　その言葉を背に、日向は教室から出て行った。

　日向の背中を見送りながら、唯は呆あきれたような溜ため息いきを吐く。

「なんか最近、付き合い良かったから忘れてたわ。あの消え去るような下校風景」

「うん。でも、日向君らしいよね。ちょっと安心するかも」

　ガヤガヤと喧けん騒そうが立ち始める教室の中で、二人は肩を竦すくめて笑った。




　下駄箱で靴を履き替えながら周りを見る。まだ生徒の数は疎まばらで、ほとんど帰ろうとしている者はいない。確かに、この生活をしていれば後輩が入学していたとしても、なかなか顔を合わせないものだな、と自じ嘲ちようする。

（それはそれ、だ。今は先にやるべき事を優先させよう）

　気持ちを切り替え、日向は帰路を急いだ。




　蕾を迎えに行き、手を繫つないで商店街を歩く。

「ふふー、ふふー！」

　飛び跳ねる蕾を宥なだめながら、二人はファミレスへと到着する。

　入店時間が早かった為か、店内に人は疎らですぐに席へと案内された。

「まっぴーせっと！」

「分かってるよ。他に食べたいのとかあるか？」

　席に着くなり注文をする蕾に笑いながら、日向はメニューを見せる。

　蕾はメニューに齧かじり付くようにした後、ストロベリーパフェを指さした。

「まあ、そうなるとは思っていたけどね。ちゃんとご飯食べてから、最後に食べようか」

「はーい！」

　元気のいい返事をする蕾の目の前に、店員を呼ぶ為のスイッチを置く。

　ポチッと小さい指先が押すと、ブザーが鳴りすぐに店員が注文を取りにやって来た。

　日向が店員へメニューを注文すると、蕾は身体を左右に揺らしながら笑顔で待っていた。

　こんなにいい顔をしてくれるなら、もっと機会を増やしてもいいのかもしれない。

　日向がそんな事を考えていたら、蕾は白い歯を見せながら日向へと顔を向けた。

「きょうはゆーりちゃん、いないねぇ」

「ん……？　あぁ、今日は、って。この前のモールでもファミレスに入ったから？」

（そう考えれば、短期間に二度外食している事になるのか……）

　ひと月前までは、ここまで日常が変化するとは思わなかった。

　あのスーパーで悠里と出会った時から、加速度的に日向の日々は変化している。

　それとも、これが本来のあるべき日常風景なのか。

　誰かと過ごす時間が増えたとしても、蕾と過ごす時間が減った訳ではない。

　むしろ、蕾の笑顔は以前よりも柔らかくなった気さえする。

　以前は出来なかった、誰かと交流しながら蕾との時間を大事にする事も、今ならば出来る。

　以前に出来なかったことは、出来るようになった今、やればいいのだ。




　程なくして、二人分の料理が運ばれてくる。

　待望のマッピーセットが目の前に置かれた蕾の口角がくいっと上がり、幸せそうな顔になる。

「いただきます」

「いただきまーす！」

　礼儀正しく手を合わせ、二人は食事を始めた。




　食後に蕾のストロベリーパフェが運ばれ、日向は腹ごなしにコーヒーを啜すする。

　時折、クリームだらけになる蕾の口元を拭ふいてやり、寒くならないように軽く背中を擦さするのも忘れない。ファミレス内の冷房が意外と強いのだ。

「はい、あーん」

「貰っていいの？」

「うん！　はんぶんこ！」

　イチゴとクリームを載せたスプーンを、蕾が日向へ差し出す。自分の幸せを誰かと共有出来るいい子に育ったと、日向は蕾の行動に思わず店内である事を忘れて撫なで回してしまいたくなる。

「あー…」

　衝動を抑えつつ口を開くと、ひょいっと放り込まれる。

「おいしい？」

「甘い」

　むふん、と得意気な顔になった蕾の頰をつんと突く。ぷにっ、と柔らかい頰が指先を押し返して来て、とても気持ちがいい。

　兄バカだろうが、今更だった。

　そんな風に、ゆったりとした時間を過ごしていると。

　カツカツ、と奥のテーブルからドリンクバーへと向かう人影が見えた。視界に入ってくる制服が自分の学校のものだと気付くが、このファミレスならそういう事もあるだろう、と気にも留めて居なかったが。

　視界の隅に入っているその人影が、立ち止まった。そのまま、真っ直ぐにこちらへ歩いて来る。

　もしかして、クラスメイトだったのだろうか、と日向が視線を上げて相手の顔を確認しようとした時だった。




「日向……先輩……？」




　目の前に来た生徒が振り絞る様に出した声に、ドクン、と心音が反応したのが分かった。

　日向にとっては二年振りに聞く、懐かしさすら感じる声。

　けれど、その声を忘れた事は無かった。

　声の元へ視線を向けると、そこには確かに、上月日和が居た。

　ショートヘアの整った小さな顔と、標準よりもやや低い背丈。

　しなやかな手足は猫のようで、半はん袖そでの制服とスカートから瑞みず々みずしい手足が伸びている。

　華きや奢しやに見えるが、あの両手と全身を使ったダブルハンドで打つバックハンドは強烈で、見た目よりもずっと強いエネルギーに満ちている事を日向は知っている。

　日向の記憶にある姿よりも、少し大人びているのは、あれから時間が経った事の証明でもあった。

　その日和が今、思いがけず遭遇した日向を見て、呆ぼう然ぜんと立ち尽くしている。

　瞳ひとみは複雑な色に彩られ、人形のように精巧な顔が泣き出しそうに崩れている。
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　その表情は悲しみが溢あふれているようでもあり、小さな子供が親を見つけた時のようでもあった。

「………日和」

　声を振り絞る。

　思ったより、ずっと動揺が少ない。

　父の仁ひとしと会話したあの夜に、既に覚悟を決められたからだろう。いつか訪れる、この瞬間のための。




「日和ちゃん？　どうしたの？」

　日和の背後から、もう一人松まつ葉ば杖づえをついた女子生徒が顔を出す。

　思い掛けない遭遇は続くもので、女子生徒の顔を確認するとそこには牧まき瀬せひかりが居た。

「あれ!?　日向先輩！　こんにちは、偶然ですね！」

　日向の顔を見たひかりが目を丸くして驚いてみせる。

　そして隣に立ち尽くす日和へと視線を戻す。

「日和ちゃん、日向先輩と知り合いだったの？」

　ひかりの声に、ハッと我に返った日和が、小さく頷うなずく。

「小学校と、中学の先輩……一緒の部活だったの」

　素っ気ない声だが、目線は日向から外れる事は無い。

　お互いに目を離せずに居る。まるでお互いに、少しでも視線を外すと相手が消えてしまう事を恐れているかの様に。

　だが、いつまでもこのままで居ては埒らちが明かない。落ち着く為に、日向はひかりへと会話を振る。

「二人は、ご飯を食べに？」

「あ、いえ、部活のミーティングで……私達、女子硬式テニスなんですけど。来週から部活動が試験終わるまで休止になるので。私と日和ちゃんが一年の統括で、二年生の先輩と一緒に来ています」

　日向達から少し離れた窓際の席に座る、同じ制服の女子を日向は遠目に確認して、あぁと頷く。

「硬式テニス……。そっか、続けているんだね。日和は」

「………日向先輩は」

　日向の呟つぶやきに返される言葉には、しかし後が続かない。

　──先輩はもう、ラケットは置いたんですね。

　その類いの言葉が、聞かずとも分かってしまう。

　何を話していいか二人で探っていると、間に挟まれるようにしていた蕾が顔を上げている。

　じーっと日和の顔を見て、首を傾げる。

　目をパチクリさせて、興味深そうな視線を向け続けた。

「あぁ。蕾は、日和と最後に会ったの三歳になる前だから、覚えてないか」

　今が五歳で、前回蕾が日和に会ったのが二歳と大体十ヶ月ぐらいだとして、およそ人生の半分を日和と会ってない事になる。

　二年会ってない程度の日向など些さ事じに思えるスケールだ。

「えっ……!?」

　何故か日和がショックを受けた顔になっていた。

「つ、つっつ、覚えてないの……？　わ、私だよ、日和お姉ちゃんだよ……？」

　つっつ、というのは日和が蕾に付けたあだ名で、偶たまに家に来る事があった日和は、よく蕾をあやして遊んでいた。

　そんな蕾が、自分の事を思い出せないというのはショックなのだろう。

　蕾が「んー」と首を左右に振って考え込んでいる。

　恐らく、どこか見覚えや遊んで貰もらった記憶はあるのだろう。

　だけどそれが、今の状況と結びついていないのだ。

　日向でさえ、二年越しに見た日和は少し大人びたと思う。……綺き麗れいになった。

　その変化が、当時三歳だった蕾にはとても大きいのだろう。

　打ちひしがれたように項うな垂だれる日和を見て、隣に立つひかりはおろおろと狼狽うろたえるばかりだ。

　そしてここはファミレスのフロアのど真ん中、いつまでもこの状況ではマズい。

　日向はそう判断した。

「と、とりあえず、今日はもう俺達帰るからさ。……日和、また、今度話そう」

　しっかりと、目の前に立つ日和と目を合わせるようにして、言い切る。

　急な邂かい逅こうではあったが、悪い事ではない。

　止まった時間を、もう一度動かすには、前を向いて行くしかないのだ。

　日向の真っ直ぐな視線を受け止めた日和は、こくりと頷いた。

「うん、絶対、絶対です。……具体的には日曜、空けておいて下さい」

「まさかの日付指定。はは、分かった。連絡先はどうする？　日和、スマホ持ってる？」

「あります。高校生ですから」

　少し得意気に話す日和は、先程までの少し尖とがった気配が無くなっている。

　二人でスマートフォンを向かい合わせ、連絡先を交換し終えると。

「それじゃ、私達はこれで。日向先輩、またー」

　ひかりがドリンクバーの方へ歩いて行き、日和もまた、そちらへと踵きびすを返す。

　後ろを振り返り、日向をもう一度見た。

「日向先輩、後で連絡、します」

　不安気に揺れる瞳は、何を思っているのだろうか。

　少しでもその不安が晴れるといいと思いながら、日向は笑って頷く。




　二人を見送ると、日向は伝票を持って立ち上がった。

「さ、蕾。俺達も帰ってお風ふ呂ろ入ろう」

「はーい！　おふろはいるまで、ろくがみてていい？」

「一本だけな」

　会計を済ませて、連れ立ってファミレスを後にする。

　外は夕焼け空が少し暗くなり、まだオレンジが残る空にもほんのりと星が瞬いているのが見えた。
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　日向ひなたと日和ひよりの出会いは、日向が小学五年生の頃まで遡さかのぼる。




　小学二年生から地元のジュニアテニススクールに通い始めた日向は、地道な努力と真面目な性格が重なり、着実に実力を付けて頭角を現して行った。

　スクールでは最早同年代では負け無し、大会では上級生を圧倒するシーンも見受けられる。

　着実に実力を付ければ中学での全国区デビューはほぼ確実だろうと思われていた。




　そんな日向のスクールに、上こう月づき日和が入校してきたのが、日向がスクールへ入学し三年が経っていた頃で、親の転勤により引っ越してきたという。




　日和もまた、引っ越し前の地域ではテニススクールに通っており、更に関東でも屈指の強豪が揃そろう地区の出だった。

　結論から言うと、日和は前評判を上回る活躍を見せる事になる。

　素早いサーブ＆ボレーからの速攻と、同年代では珍しいバックハンドを得意とするプレイスタイルで、日向のスクールではもう女子と練習にならない程の実力格差があった。

　やがて周囲から孤立し始める彼女に、コーチは止むを得ず男子との練習を組む事にしたのだが、その相手が年齢も近く実力が拮きつ抗こうする日向だった。

　二人は当初こそ会話が少なかったが、練習を重ねる内に日和は日向へ心を開いて行く。

　何より、その実直で真っ直ぐな姿勢に憧あこがれた。




「ひなた君、練習しよう！　練習！」

「ひなた君……次の大会、出るの？」

「ひなた君！　日曜日コートに行こう！　コーチがＡ級の人達集めて練習試合するんだって！」




　日和は、いつも日向と一緒に居たがった。

　年上の、自分よりもテニスが強くて、他の男子みたいに変なからかいをしてこない男の子。

　いつも自分と練習してくれて、褒めてくれたり、時には競い合って悔しがったり。

　自分に兄が居たらこんな感じなのかな、と思った時もあるけど、何となくそれは嫌だなと思ってみたり。

　幼い心でも、小さな恋心を抱くには十分な時間だった。

　日向は地元で硬式テニス部のある私立中学へ入学し、日和もまた同じ学校を選ぶのは当たり前の流れだったのかもしれない。

「新しく入部させて頂きました、上月日和です。先輩方、宜よろしくお願い致します」

　中学に上がると、幼さは次第に消えて行き、その美び貌ぼうと強さで周囲の羨せん望ぼうを集め始めた。

　人付き合いも昔よりは上手にこなし、孤立する事は無かったけれど、それでも日和は日向の傍に居たがった。

　男子との共同練習の中で、男女混合ダブルス……ミックスダブルスの練習が始まった時の事。

　日和と同級生の男子生徒が、パートナーに日和を指名してきた。

　男子生徒は、実力的には一年生で上位にある為、女子ではトップクラスの実力がある日和がペアを組む事に不自然な事は無かったが、日和はその男子生徒が自分を見る視線の意味に気付いていた。

（どうせなら、日向先輩と組みたかったんだけど……）

　純粋な実力だけではなく、ただの一方的な好意でその男子生徒と組む事に、日和は辟へき易えきとした溜ため息いきを吐く。

　少し離れた位置へ目を向けると、日向は二年生の女子学生とペアを組んでいた。

　相手をリラックスさせるように向ける笑顔に、女子生徒も肩を揺らして笑っている。

　あの隣に自分が居ない事が、悔しかった。

　幾つかのコートで試合が開始され、日和のペアは順当に勝ち星を挙げて行き、日向のペアもまた同じく連勝で突き進んできた。

　そして、二つのペアの組み合わせで試合をする事となる。

「フィッチ」

「スムース」

「ラフだね。それじゃ、こっちがサーブ貰うよ」

　日向が回したラケットを回収し、ボールを手にサービスポジションへ移動する。

　その背中に、思わず日和は声を掛けた。

「日向先輩、構わず打って来て下さい」

　ミックスダブルスのモラルマナーというか、男性が女性側にボールを打つ時には全力ではいかない、というものがある。

　これは単純にパワーの差がある為の配慮であるが、日和はそのハンディを取っ払った。

「分かった」

　目を瞬かせた日向は、日和の言葉に口角を上げて頷うなずく。

　日向の手から離れ、高くトスされたボールが、強烈に弾かれる。

　狙われたコースはワイド。広角へと打球が放たれた。

「うおっ……！」

　弾速に追いつけないペアの男子が、驚いた声を上げた。

「日向先輩のサーブ、フラットだから……かなり速いの。ブロックでリターンした方がいいかも。二本目はスライスで来るから、ファーストが入る時はブロックする事だけに専念して」

　安定性とコントロールがあるドライブやスライスではなく、一本目を速度と威力重視の無回転フラットサービスでエースを取り、フォルトした場合には安定性抜群のセカンドサーブを打つ。

　堅実でミスを衝つき辛い、相変わらずの試合巧者……でも、楽しい。

　こうしてまた、日向と向かい会える瞬間が、日和には堪たまらなく楽しい。

「フッ！」

　続けて放たれた日向のファーストサービスを、日和はブロック気味のリターンで返す。

　クロスに返す事が出来たその球を、日向が既に先方へ移動して捉とらえに入る。

　日和が返した球は、上手く日向の足元を捉えているが、これは───

「ライジング！」

　焦る日和の声がペアに届く。球がバウンドした直後、日向の振るったラケットから強烈なドライブで押し出された打球が日和達の間を狙う。

「オッケー！」

　ペアの男子が、素早く打球をフォアハンドに捉えている。

　日和の掛け声で、前方へ詰める事はせず後方待機を選んだ結果が上手くいったのだ。

　だが。

　ペアの男子から放たれる打球は、日向の向かって右側、バックハンド側へ吸い込まれる。

　上手くクロスに返し、本来ならばエースコースになる筈はずのその打球は、しかし。

「ダメ、そっちは！」

　日和にだけは見える、そこは唯一無二のデッドラインだ。

　瞬間、日向が身体を反転させる。

　日和のダブルハンドとは違い、リーチの届くシングルハンドでのバック。

　左の肩から、前方へ切り下すかのような一いつ閃せん。日和の真横を、日向の打球が抜けて行った。

　バックハンドのハイボレー。ダウン・ザ・ラインと呼ばれるエースコースへの一撃に、日和は完全に反応出来なかった。

　これ以上無いコースへのカウンターだったのに、逆に致命打を叩たたき込こまれる。

　ペアの男子は呆ぼう然ぜんとして「噓だろ……」と零すしか無かった。

（変わらない……ううん、前より、鋭くなってる……？）

　堅実なプレイスタイルと、自分の弱点を徹底的に練習で潰つぶし、下手な奇襲を許さない実力。

　日和が憧れた、オールラウンドのカバー力。

「日向君、サンキュー！」

　日向がペアの女子生徒とハイタッチを交わすその光景に、日和は胸が熱くなる。

　このままじゃ、私の事を見て貰もらえない。

　ふう、と息を吐くと、日和はお腹の底から声を出した。

「一本！　返していくよ！」

　この時はまだ、あの後ろ姿をずっと追っていけるものだと。いつか、隣に並べる日が来ると。

　そんな風に思っていた。
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　帰宅した日向ひなたと蕾つぼみは、入浴を済ませて二人で揃って扇風機の前に居る。

　本格的な夏場に突入しようというこの時季は、陽が沈んでからも気温が高く、冷房が欠かせない。

　揃って麦茶を呷あおり、息を吐くとようやく身体が涼み始めた。

「いー」

「いー！」

　蕾の歯を仕上げとばかりに歯ブラシでゴシゴシ擦こする。

　綺き麗れいな並びの白い歯が見えた。

　甘いものを食べた日は、特に入念に磨いておかないと虫歯が怖い。

　たとえ日和ひよりとの思いがけない再会があったとしても、日向の行動にブレは無い。

「ぐちゅぐちゅぺーおわったー！」

　洗面台から戻ってきた蕾が、手を上げる。

　声は元気だが、目がとろんとしているのを見ると、今日はもう眠いのだろう。

「母さん達、まだ帰ってこないだろうから、先に寝るか」

「……うん、ねむい……」

　そう言って目を擦る蕾を背負い、部屋に向かう。

　ベッドへ寝かせると、タオルケットだけを掛けて傍に座った。

「おにーちゃん」

「うん？」

「きょうあったひと、みたことあるよ」

「うん、そうだよ。蕾がもっと小さかった頃に、何度か遊んで貰った事があるからね」

　寝ている蕾の前髪を少し梳すいてやり、頰に手の甲を当てる。

　蕾がすり寄せるように顔を近付けてくると、ひんやりとした感触が伝わってくる。

　程なくして、すうすう、と規則正しい寝息が聞こえてくる。その様子を確認して、日向はそっと立ち上がった。




　部屋を出ると、ポケットのスマートフォンが震えたので、画面を開いてみる。

　新しく追加された名前が、そこに出ていた。

「……もしもし、日和？」

『こ、こんばんは……日向、先輩』

　先程のファミレスで聞いた声よりは、幾分か落ち着いた声色が電話越しに聞こえてくる。

「久し振りだね、ちゃんと話すのは……二年振りかな」

『そうですね……なんだか、不思議な感じです。昨日までは、こんな時間が来るなんて思ってなかった……』

　日和の言葉の後、二人の間に静かな沈黙が流れる。

『あの、日曜日に、お待ちしています。いっぱい、話したい事があって』

「うん。俺も日和に話したい事が、沢山あるんだ」

『はい……では、また。おやすみなさい……日向君』

「……おやすみ、日和」

　終わり際に、そっと名前を呼ばれる。

　そんな少しのやり取りだったけれど、日向は充足感を覚える事が出来た。

　通話を切ったスマートフォンをデスクに置くと、精神的に疲れたのだろうか、今日は酷く眠くなるのが早く、そのまま自室のベッドへと潜り込むと意識は間もなく途切れた。




　そうして一見しただけでは平穏な日々が過ぎて行く。

　教室の雰囲気は段々と期末試験へ向けて、休み時間にノートを開く生徒が増え始め、授業中も普段よりは張り詰めた空気になっていた。

　日向の表情は以前より晴れ晴れとして、相変わらず放課後には直帰して蕾と過ごす時間を作る。

　そんな日向の様子を、悠ゆう里りは物憂げな表情で眺めていた。

「今日も直帰しちゃったか、新あら垣がき君」

　教室のドアを見つめる悠里へ、唯が声を掛ける。

　悠里は振り返ると、自分の机から鞄かばんを取って立ち上がる。

「うん、いつも通りだよね。でも私達が気付いてなかっただけで、きっと今までもそうだったんだよ」

　クラスの中でも特に目立つ事のない、普通の優等生。

　家族と、そして幼い妹をとても大切にする、優しい男の子。

　彼が早く帰って、蕾と一緒に過ごす時間が出来れば蕾は笑顔になる。

　それは悠里にとっても嬉うれしくて、喜ばしい事だ。

「………帰ろうか、私達も」

「や、あたし部活あるよ」

　困った顔で唯ゆいが笑う。

　寂しそうな顔をする親友に付き合ってあげたいのはやまやまだが、おいそれと部活動を休む事は出来ない。

「連れないなぁ……サボってよ、今日ぐらい」

「無茶言うな。大丈夫だって、そんな寂しがらなくても。来週勉強会じゃん。折角セッティングしてあげたんだから、ちゃんと距離詰めておきなさいよ？」

　やれやれ、と肩を竦すくめながら言う唯に、悠里は慌てて首を振った。

「だから！　そんなんじゃないんだよ！　ただ最近、何かと話す機会が多かっただけだから。私も早く蕾ちゃんに会いたいなーって、それだけだよ!?」

「はいはい分かってる分かってる。あんたが分かってない事をあたしが一番よく分かってるから」

　悠里を宥なだめる唯の表情には、あからさまに『こいつ面倒臭いな』の言葉が浮かんでいた。

　むー、と反論したくても言葉が出てこない悠里は、そのまま視線をドアに向けた。

「帰るっ」

「はーいお疲れさん、あたしも部活行ってくるよー」

　気が抜けそうな親友の言葉を背に、悠里は廊下へ歩み出た。




　慌ただしくも気付けば週末になり、日曜日。

　あれから、日和の連絡はまだ無い。今までが今までだっただけに、日向も急かしたりする事はせず、穏やかに過ごす事を心掛ける。

　昨晩に少し遅くまで復習を行っていたせいか、朝は幾分ゆっくりな時間に起床して私服に着替える。

　リビングに居る母と父におはようと挨あい拶さつをすると、テーブルに置いたスマートフォンが鳴り響いた。

　メッセージではなく、着信だったので、誰からだろうと画面を確認すると、日和だった。

　画面をタップし、受信状態にすると耳元で日和の声が聞こえてきた。

『おはよう御座います、先輩。朝からごめんなさい。もう起きてました？』

　何気なく時計を確認すると、現在は九時半、人によってはまだ眠っている時間だろう。

　雅みやびとか、雅とか、雅とか。

　そんな益体も無い事を考えて、日向は少し心を落ち着ける。

　流石に以前よりは自然体になれるとは言え、こうして日和の声を間近で聞くと、まだ少し心がざわつくのは仕方ないと思えた。

「うん、大丈夫、起きてたよ。日和は休日でも寝坊しないんだな」

『九時過ぎまで寝るなんてありませんよ。毎日朝練してたぐらいですもん、どんなに遅くても七時には目が醒さめちゃいます』

　くすりと笑う声が、耳にくすぐったい。

　日向は冷蔵庫から牛乳を出すと、コップに注いで一度廊下に出た。

「それで、今日はどうする？　俺はいつでも出られるから、日和の都合がいい時間で大丈夫だよ」

『あ、それそれ、連絡遅くなっちゃって御免なさい。あの…外に出ても平気なんですか？　つっつ……』

　日和の語尾が小さくなる、蕾の事を気にしているのだろう。

　日向は一度リビングを確認すると、今日も庭で父と花壇に水をやる蕾の姿が目に入った。

「うん、平気だよ。今日は両親が居るから。あんまり俺ばっかりが蕾に構うなって前に怒られたばかりなんだ、今日ぐらいは外に出ないとそろそろ父さんから呪われる」

『あははは！　成程…分かりました。それじゃ今日は私が先輩をつっつから引き離してみましょうか』

　気の抜ける日向の言葉に、日和が声を上げて笑う。

　そして、商店街近くにある大手チェーンの喫茶店を待ち合わせに、と二言三言相談を交わす。

『それじゃ、日向先輩。また後で……』

「うん。一応こっち出る時にメッセージ入れておく。急がなくてもいいからね」

　電源を切ると、母の明あか吏りが日向をじっと見ていた。

「デートだ」

　目元がニヤけている。

　相変わらずのゴシップ脳というか、変な所だけ妙に鋭い。

「残念ながら、デートかどうかは」

　素知らぬ顔で日向は答える。面白い反応を返すとドツボに嵌はまるのだ、この母親を相手にすると。

「悠里ちゃん？　悠里ちゃんよね、どうせなら家に呼んじゃえばいいのに」

「いや………日和だよ」

　思わぬ日向の返答に、明吏は一瞬面食らった顔をして、そして穏やかな顔で「そう」とだけ呟つぶやいた。

「……日和ちゃんと。仲直り、出来たのね」

「別に喧けん嘩かしてた訳じゃないんだけど、ね」

　幼少よりの付き合いである日和は過去、この家に何度も来ている。

　当然、日向の両親とも顔を合わせる機会は多くあり、試合の時にも親同士が顔を合わせたりと、何かと接点が多かった。明吏が手ずから作ったご飯を食べさせる事もあった。

　その日和がいつからか、顔を見せなくなった。

　明吏としても、どこか一抹の寂しさを抱えていたのだろう。

「今度、ちゃんと連れて来なさいよ」

「うん、分かってるよ」

「ところで日向、蕾の前で修羅場は作らないでね」

　冗談なのか本気なのか分からない母の言葉を背に、日向は自室へと一度戻った。




　それから二時間程を自宅で潰つぶした後、日和へメッセージを入れて家を出た。

　今日も陽射しは強く、外に出るだけでうっすらと汗ばむ。

　日向は気持ちゆっくりと、景色を見ながら歩き、少しだけ緊張している気持ちを落ち着かせた。

　小さい頃から見慣れた小道。

　幼少期に友達と遊んだ公園は、最近では危険だという理由で外された遊具が多く、記憶にある場所より少しだけ寂しそうに佇たたずんでいる。




　商店街に入り、平日よりも少し人気の多い街並みを眺めながら日向は歩みを進めた。

　道中、スーパー『はとや』が目に入る。

　ここで悠里と出会ってまだ一ヶ月と経っていないのに、当時の事が半年ぐらい前の事にも思えた。

「記憶に強く残るような出来事が重なると、時間の流れが速いか。アインシュタインかな……」




　そんな風に独り言を呟いていると、やがて商店街の端まで辿たどり着つき、待ち合わせの喫茶店が見えてきた。

『こっち、今着いたよ』

　入口付近で日和へメッセージを入れると、間髪を容いれずに日和から返事が来る。

『あ、お疲れ様です、私もう座ってます、窓際の角です』

　そのメッセージを確認し、日向が店内を見回すと日和が遠慮がちに手を振っているのが見える。

　人差し指をレジの方向へ向けて何かを話しているので、恐らくは先にドリンクを注文して、という事だろう。

　レジは然さ程ほど混雑しておらず、日向はスムーズにオーダーを入れる事が出来た。

「えっと、抹茶フラペチーノ。グランデで……」

　会計を済ませて商品を受け取ると、ひんやりと冷たさが掌てのひらの温度を冷ましてくれる。

　それを持って席に向かうと、日和が「こんにちは」と微かな笑顔で迎えてくれた。

「抹茶ですよね」

　唐突に笑って言われたので、日向は何事かと瞠どう目もくしてしまう。

「いえ、先輩なら多分、抹茶とかをオーダーするんだろうなって思ってました」

「あー、成程。抹茶のイメージが強いのか、それは俺が年寄り臭いって意味かな？」

　席に座りながら、横目でちらりと睨にらむと日和は手をわたわたと振って否定した。

「ち、違います違います。何となく、甘さ一辺倒のものは敬遠しそうだなって思ってただけです！　あーでも、先輩から若さはあまり感じないですね。えぇ……」

　ふふっ、と軽口を叩たたいて笑う日和に、日向も相そう好ごうを崩して席に座り直す。

　少しの間、お互いに無言になった。

　日向は改めて日和の姿を見る。白いカットソーのシャツに、デニムのハーフパンツとサンダル。

　動き易くカジュアルで、活動的な印象の彼女には良く似合っている。

　そんな風に勝手に日和のファッションを評価していると、ふいに日和が口を開いた。

「……日向先輩。先に謝らせて下さい。……今まで、御免なさい」

　唐突な謝罪に、日向は面食らってしまう。

　それは、自分こそが言うべき言葉だったのだけど機先を制されてしまった。

「日和が謝る事は何も無いじゃない。悪かったって事なら、圧倒的に俺だよ。俺が、日和にちゃんと向き合わなかったから……」

　そこまで言って、口ごもってしまう。

　この問題に何か解決を見つけようとすると、必ず行き当たる問題がある。

『私、好きです。先輩の事』

　夕陽と変わらない程に赤く染められた顔で、潤んだ瞳ひとみで、精一杯に日向へ向かってきたあの言葉。

　だけど、かなりナイーブな問題でもあるし、何より当人を前にしてこの話題をどう切り出せばいいのか分からず悩んでいると、日和がガッと持っていたドリンクをテーブルに置いて、前にのめり出してきた。

「先輩！」

「はいっ！」

　日和の勢いに、ほぼ条件反射で返事をしてしまう。

「とりあえずですね！　あ、あのっ！　あの告白の事は、一いつ旦たん、忘れて頂けると、助かります………」

「わ、忘れて……って、それでいいの？」

　思わぬ日和の一言に、日向は困惑しつつ、問い返した。

「はい、私もあれからずっと考えてました。この二年、ずっと、考えなかった日はありません……」

　強い決意を込めた眼差しに、日向は押し黙って続きを待つ。

「私は、私の都合しか考えていませんでした。私が先輩の傍に居たくて、それで勝手に告白して、相手にして貰もらえなかったから、勝手に拗すねて。………勝手に、連絡取らなくなって。二年も」

　日和は一度ドリンクを持ち直し、口をつけて喉のどを潤した。

「最初はずっと、なんで私の事を考えてくれないんだろう、どうしてつっつばかり構うんだろう、とか。ほんと、嫌な事ばかり考えてました。だって、好きだったから。……そして、先輩と会えない時間が続いて、もっと辛くなりました。辛くなったけど、ちゃんと色々考える時間も出来ました」

　言葉を紡ぎ出しながら、日和は窓の外を見ていた。

　外には、子連れの夫婦や、兄弟姉妹、友人同士、カップルで歩く人達の姿がちらほら見える。

「私は先輩に、私の事を考えて欲しいって言ったけど、私は先輩の事をちゃんと考えたのか、って。全然、ダメでした。当時の私は、そんな事全く考えてませんでした。呆あきれて自分で笑っちゃいます……。なんで今になって、こんな事に気付くのかって。先輩が抱えてるものとか、考えてる事をちゃんと理解して、少なくともそうしようとしていたら、こんなに疎遠になる事は無かったのに、って」

　一息で言い切った日和の言葉には、後悔と哀愁が滲にじんでいた。

　どれほどに、心細い二年間を彼女は過ごして来たのだろう。

　彼女にとって自分がどれ程の価値を持っていたのだろう。

　相手にとっての都合を考えなかったのは、日向と日和のどちらも同じで。

　相手にとっての、自分の価値を考えなかったのも、また二人とも一緒だった。

「だから、やり直します。また初めから、先輩と後輩の、ただのそれだけの関係で。……凄すごく、都合がいい事は分かってます、けど、お願いします……それだけで、いいんです」

「いいよ」

　言葉を紡ぐ日和の瞳から、涙が溢あふれそうになった瞬間に日向は返答していた。

　考える必要なんて、最初から無い。

「いいよ、最初から始めよう」

　十分に二人とも、後悔も悩みもした。

　これ以上の言葉は不要だろうし、もう振り返る事もしなくていいだろう。

「……はいっ」

　涙を零さないように、精一杯笑顔で日和は答えた。

　窓から射し込む陽射しが強い。

　そうだ、ここからが一番、太陽の強くなる季節。

　日向と日和、太陽を名前に刻む二人は、こうしてスタートラインに戻る事が出来た。




　二年ぶりの想いを打ち明け合い、ふうっと二人は息を吐いた。

　かなり大きな波を越えたというか、夏場の、正午にもなろうかという時間に、高校生が二人揃そろってトレンディドラマのような事をしている。

　同じ事を思ったのか、日向と日和は顔を見合わせてプッと笑い合った。

「なにやってんだろうねぇ」

「ほんとですねー……」

　振り返ると恥ずかしい以外何物でもない。

　そして何より、会話が続かないのだ。

　最近の話が出来ない程に空白の期間が長く、そして下手に掘り返すとお互いに地雷を踏みかねない状態で、お互いに刃を首に突きつけあってるようなものだ。

　どうしようか、と日向が思っていると、日和が突然声を出した。

「まぁこうして、ですね。顔を見合わせてる訳ですけど、今までが今までですし」

「うん？」

　日和がスマートフォンを操作しながら少し気まずそうに呟つぶやく。

「それで、多分、こうなるんだろうなぁ、って思って、ですね」

「うんうん？」

　パタン、とスマートフォンを鞄かばんの中に仕舞い、顔を上げる。

　申し訳無さそうな顔で、日和が頭を下げる。

「助っ人とを、呼んでしまいました」

「んんん？」

　フラペチーノのストローを吸いながら、日向はどうしたものかと反応に困る。

　そうしていると、誰かが隣の席に座ったのが見えた。

　何気なく視線をやった日向の顔が固まる。

　そこには、私服を着た雅が座っていた。

「……雅？　なんでまたここに」

「うん、先まずはね、それを俺が訊ききたいの」

　驚いた日向が顔を日和に向けると、日和は非常に気まずそうな顔で日向を見ていた。

　その二人の様子を見た雅が、「はぁぁぁぁあ……」と大きな溜ため息いきを吐いて、代わりに口を開く。

「いや、今朝さ。いきなりね？　俺のスマホに日和ちゃんから『今日ひなたせんぱいとお話しするんですー、でもでも何話せばいいか分からないじゃないですかぁー、気まずくなったらいやなんで、成なる瀬せ先輩もきてくださいよぉー』みたいなメッセージ入ってるじゃん、この時点でさ、俺もう寝直そうかと思ったんだけどさ」

　凄く嫌そうな顔で雅が続ける。

「そうしたらどうよ、もうなんか返事するまで延々と変なスタンプ打ち込まれんの。藁わら人にん形ぎよう持った女の子のスタンプ。一遍死にたくなったわ。それで仕方ないからとりあえず時間だけ訊いてさ、問題無いようなら帰ろうと思って、来てたのさっきから。居たのそこに。一人で……」

　そう言って雅が指差したのは、日向の丁度後ろ側……日向からは見えないが、日和からは見える場所だ。

　死角過ぎて、目の前に居る日和から目が離せなかった日向には絶対に気付かれない場所を選ぶ手管に恐れ入る。

「んで、聞いてたらさ、ド修羅場みたいな感じになってるじゃん……何で俺は親友と後輩の痴ち話わ喧げん嘩かの仲直り的なもんを休日に見せられてるんだ、って死にたくなったよ。まあでも、親友の為だ、ここは見守ってやろうと思って、こうして待ってた訳なんだけどさ。それで、改めて訊くんだけどね」

　大きく息を吐いて、げんなりした顔で雅が二人を交互に見る。

「俺、今ここに必要なのこれ？」

「必要です」

「必要だね」

「むしろ今、この場所で必要にならなくて、いつ成瀬先輩に価値が出ると思ってるんですかね」

「今までで一番、雅が頼もしいと感じた」

　雅の言葉に二人が揃って頷く。

　日向と日和の関係性を知っており、かつどちらとも円滑に会話が出来る人物。

　そして雅は日和へ恋愛的な感情を抱いていない分、拗れる事も無い。

　完かん璧ぺきな助っ人の人選に、日向は日和へ賞賛を送りたくなった。

「まぁ、いいけどさ……どうせ今日部活も無いし、ここ涼しいし……」

　背中を丸くして座り直す雅に、日向は心の中で合掌する。

　手に持ったカフェラテを振り、中の氷を溶かしながら雅が日和の方を向いた。

「それで、俺は一体どうしたらいいのこれ……？」

　当然の疑問だが、今は雅に頼るしかない。

　何を切り出すか迷っていたら、日和が先に口火を切った。

「私、今まで日向先輩がどう過ごしてきたのか、興味あります！」

　そう来るだろうなとは薄々思っていたが、正面から言われると、日向はどう答えていいのか分からない。

「だそうだけど、雅」

「俺なの？　この流れで俺なの？　解説役なの？」

　勘弁してくれ、と雅が肘ひじを衝いて窓の外を見る。

　ややあって、溜息を吐きながらも少しずつ語り始めた。

「まぁ、一番傍で見て来たのは俺だからさ。じゃあ話すけど」

「なんですかそれ？　俺が一番日向先輩を理解してるって言いたいんですか？　ちゃんちゃらおかしいんですけど」

「帰っていい？」

　日和の剣けん吞のんな瞳ひとみが雅を貫くと、雅は咄とつ嗟さに日向へ悲しみに満ちた瞳を向けてきた。

　まぁまぁ、と日向が宥なだめると日和は「すみません、取り乱しました」と手元のドリンクに口を付けた。

「日向かぁ、蕾ちゃんの教育してた、ってのが一番だよな」

「まぁ、そうだね。俺もこの二年、そのぐらいしか記憶が無い」

　二人が揃って頷うなずくと、日和も「そうなんだろうなとは思ってたけど、それしかないって……」と苦笑いで呟いた。

[image: ]

「だってこいつ、学校終わったらすぐ帰るし。休日には蕾ちゃんと遊んでるか、勉強するか、家事するかだし。高校生らしい事なーんにもしてないよな」

「うん、そうだね。大体蕾の事ばかり考えて過ごして来た気がする」

　思わず自じ嘲ちようしてしまうぐらい、それしか思い出が無かった。

　気が付けば高校生活も二年目に入り、こうして友人達と喫茶店で話すぐらいの年齢になってしまったのだ。

「まぁそれでも、最近は割と楽しそうにはやってるけどな」

　その言葉に、日和が少しだけ肩をピクッと動かした。

「何か、あったんですか？」

　あ、この会話の流れはもしかして、と思って日向が雅を制するように手を上げようとしたが、それよりも早く雅が言葉を繫つなぐ。

「芹せり沢ざわや恵え那なと話すようになった。今まで日陰者だった日向が遂に女子と話す様になった」

「その話し方だと、まるで俺が女子と一言も話せない物もの凄すごい内気な人間に聞こえるんだけど」

　微妙な言い方過ぎて、思わず日向は突っ込んでしまう。

　一方で、日和は目を少し見開いて、雅を見る。

「女子の方、ですか……？」

　今度はピクッと日向の肩が反応する。

　その一瞬を日和は見逃さず、少し目を細めた。

「仲いいんですか？」

「芹沢さんとは学校の外で蕾と居る時に、ばったり会った事があって。それ以来仲良くして貰もらってる、かな」

「成程……ところで日向先輩、鼻の下伸びてますよ」

「え!?　いや、そんなつもりは！」

「冗談です」

　日和がピシャリとそう言い放つと、場が静寂に包まれた。

「………」

「…………」

「……………で」

　何とも言えない居心地の悪さに、日向も雅も何となしに背筋を伸ばして黙っていると、日和が再び口を開いた。

「その芹沢さんと、日向先輩はどういう御関係なんですか？」

「いや、俺と彼女は別に──」

「成瀬先輩、どうなんですか？」

「はい」

　日向が口を開こうとすると、日和はピシャリと雅の名前を呼ぶ。

　条件反射のように雅が返事をした。よく訓練された軍人のようだった。

「関係は良好ですが、今のところ、男女間の恋愛関係にあるといった事実は御座いません」

「分かりました、いいでしょう」

　一瞬で喫茶店が法廷と化した状態に、日向は動揺を隠せない。

　雅と目線を交わしあうが、打開策が見つからず、お互いに牽けん制せいし合っていると、日和がプッと噴き出した。

「すみません、冗談です。日向先輩が誰と仲良くしたって、私には関係無いですから。ただちょっと、意地悪してみただけです」

　ごめんなさい、と舌を出して笑う日和に、二人は揃そろって身体の力を抜いた。

「日和……この状況下でその冗談はキツい、キツいよ……」

「最悪の自虐ネタを見た気がする……」

　手をだらんと垂らしながら息を吐く日向を見て、日和がまた声を上げて笑った。

　非常に心臓に悪かったが、これはこれで良い弛し緩かん剤になった。

「なんですか二人して……そんなに私、怖かったですか??」

　首を傾げてこちらを覗のぞきこむ姿は可か憐れんだが、先程のプレッシャーは試合中の日和を彷ほう彿ふつとさせた。

　二人の反応に満足したのか、日和は鼻から深く息を吐いてドリンクを啜すすっている。

「そういえば、俺も訊ききたかったんだけどさ、日和はなんでこの学校に来たの？」

　気持ちを入れ替えて、日向は日和へ疑問をぶつける。

　雅から日和の存在を聞いた時に、一番初めに思った事だ。

「んー、なんで、ってなんでです？　変ですかね……？」

「いや、変じゃないけど……その、テニスするなら、ウチは不向きじゃない」

　日向が口にした理由に、日和は「ああ、なるほど、そういう意味ではそうですね」と頷く。

「質問に質問で返すのは大変失礼なんですが、日向先輩は何故、この学校で私がテニスをしないと思ったんですか？」

　訊かれて、答えに詰まる。

　確かに日向は、日和はテニスの強い学校に行くものだと思い込んでいた。

　だが現実には日和は日向と同じ進学校を目指してきた。

「多分、日向先輩がテニスから遠ざかった理由と、あまり変わらないんですよ」

　そう答える日和の目は、日向の記憶には無い大人びたものだった。

「テニス一本で、この先も生きて行ける程、易しい世界ではないです。プロになれば話は別なんでしょうけど……この国でプロ選手として活躍出来るなんて私は夢にも思いませんでした。だからちゃんと先に繫がる場所に行こうって。それでも、テニスは好きだから、辞める選択肢を取る事もありませんでした。私は、将来を見据えて、ちゃんとここを選んで、そしてテニスを続ける覚悟もしてきたんです」

　日和の言葉は、自信に満ちているもので、日向の胸に衝撃となって届いた。

「何かを得る為に、何かを棄てるんじゃなくて、何かを成し遂げる為に、私は夢を置いてきたんです。次に進む為に、その標しるしとして置いてきたんです。先輩が、つっつとの時間を優先してラケットを置いたように。それは、逃げる事じゃなくて向き合う事なんだって。それが私の出した、二年間の結論です」




　ここに来て、ようやく日向は理解した。

　自分はどこかで、日和の事を見ているつもりだった。

　見ているつもりで、日向が日和を見る目にはいつもテニスというフィルターが掛かっていた。

　本当の日和を、今ここで初めて、日向は見つける事が出来た。

「凄すごいな、日和は……」

　感動を含んだ声で、ぽつりと呟つぶやく。

　その言葉を聞いた日和は、少し得意気に笑って見せた。

　そして、悪戯いたずらを思いついた子供みたいな無邪気な顔を、日向にそっと近付けると。

「……それとも、日向先輩を追ってきた、って言った方が、ポイント高かったですかね？」

　囁ささやくような声で言われてしまい、日向は心臓が弾けるかと錯覚した。

「……ほんと凄いよ、日和は」

　降参のポーズで頭を下げると、頰を赤くした日和は居住まいを正すように座る。

「ほんと」

　雅は、二人を見つめてフッと笑った後、窓の外の爽さわやかな風景を見つめた。

「俺、要る？」




　ぶつぶつと文句を零こぼす雅を宥めつつ、三人はその後も今までの生活の事を、少しずつ話し始めた。

　日向は蕾との生活を、雅は学校での日向の事や、自分の部活の事。

　そして日和もまた、日向が居ない中学三年から、今の部活の事を。

　気が付けば正午はとっくに過ぎて、午後の二時に差し掛かろうという所で三人は喫茶店を後にする。




「ふう、なんか色んな事話せて、凄くすっきりしました」

　外に出ると日和は大きく伸びをして、小柄な体一杯に空気を吸い込む。

　その表情は晴れ晴れとして、照り付ける太陽を真っ直ぐに受けていた。

「お二人は、この後はどうするんですか？」

　ショルダーバッグを掛け直した日和が、日向と雅へ問いかける。

「俺はもう用事は無いけど、どこか行くなら付き合うぞ」

　雅が時計を見ながら返事をする。

　日向も時計を確認するが、今日は特に用事を入れていない。

　どうせなら三人でどこかに、と思ったところで思い直した。

　明日あしたは勉強会だが、夕飯の支度も考えると食材を用意しなければならない。

　食材を用意するには、献立を考えなければいけない。

「悪い、俺は一度家に帰らないとならないかも…」

「あれ、日向先輩…何か用事ですか？」

　日和が、少しガッカリという顔で日向を見る。

「明日使う食材が足りないかもしれないんだけど、蕾のリクエストとかも訊かないといけないから、このまま買い物には行けないんだ」

　日向の言葉に、雅は思い出したような顔をした。

「あー、そうか、それがあるか」

「明日？　何かあるんですか？」

　きょとんとした顔の日和に、雅は答えて良いものか一瞬迷って日向を見た。

　恐らく先程のプレッシャーを恐れているのだろう。

「うちで皆で勉強会をする事になってるんだ。その後夕飯も一緒に食べようってなってて」

「勉強会、ですか……。それって、その、芹沢先輩も一緒ですか？」

「うん、後はもう一人、その友達で俺のクラスメイトも」

　日向は気後れする事なく、正直に答える。

　今は日和に隠し事も誤魔化す事も、どちらもしたくなかった。

　何より先程、日向と日和は先輩と後輩の関係に戻ったのだ。

　日和が今も日向へ好意を向けてくれる事に変わりが無いのは、向けられる眼差しで分かる。

　彼女からしてみたら、日向が異性と一緒に日向の家で勉強会するなんて、と思うだろうか。

「……先輩のそういう正直な所、変わってないですよね」

　少しだけ何かを考えていた日和が、微笑んでみせた。

「もし良ければ、日和も一緒に、来るかい？」

　日向は正直、こうして誘ってあげる事が正解かどうかは分からなかった。

　それでも、昔の自分ならばきっとこう言うのだろう。そう思うと、自然と声に出ていた。

「………いいえ、行きません」

　ほんの少しの間、目を瞑つむって何かを考えていた日和は、日向を真っ直ぐに見て答える。

「流石にまだ、日向先輩の家まで行く勇気がありませんもん」

「……そっか、分かった。そうだ、母さんがその内、ちゃんと連れて来なさいよって言ってた」

「ふふ、では、今ではありませんが、そう遠くない内にお邪魔しないとですね。明吏おばさんにも、久し振りに会いたくなっちゃいましたし」

　本当に、何気ない会話をするように、二人で言葉を繫つなげる。

　少しずつ少しずつ、空白を埋めるように、でもまだまだ手探りの状態で。

　小さな言葉の積み重ねが、懐かしさと、くすぐったいような感情を届けてくれる。

「さぁ、それじゃ日向先輩は早く家に戻らないと！　つっつの食べたいもの作ってあげるんですよね！　ほら行って行って！」

　日和が日向の背中をぐいぐいと押す。

　その心遣いに日向は逆らわず、家の方向へと足を向けた。

「うん、それじゃ、二人とも。またね」

　振りむいて二人に手を振る。

　日和は右手を小さく振って、雅は手刀のように手を顔の横に当てて見送る。

「はい、今日はありがとう御座いました先輩。また……」

「また明日な、日向」




　そうして日向を見送った後、雅は隣の日和の横顔を覗いた。

「いいの？　日和ちゃん。明日来なくて」

　そして先程から気になっていた事を訊きいてみた。

「いいんです。私が参加するのは、なんかフェアじゃありませんから」

「とことん体育会系だよね。見た目と違って」

　変に律儀な日和に、雅は苦笑いを零す。

「それに、もうちょっと時間が必要なのは本当ですし。……そこまで時間を掛けるつもりもありませんけどね？」

　挑むような視線を日向が消えた方向へ向けて、日和が笑う。

「なんかさっき、関係をやり直すみたいな事言ってた気がするんだけど……聞き間違いだったかな？」

　先輩と後輩に戻るというのは、そういう事じゃなかったのだろうかと、雅は頭の中で反はん芻すうした。

「いいえ、聞き間違いじゃありませんよ」

　後ろに手を組みながら、日和は上半身だけをくるりと雅へ反転させる。

　その顔には、先程の喫茶店で日向に見せた悪戯っぽい表情が戻っていた。

「戻るんですから、また一緒に歩きだしたら、私が日向先輩を好きになるのは当たり前じゃないですか」

　あまりにも堂々と宣言された雅は、この先の日向の受難を思って、お腹を抱えて笑うのだった。




　帰宅した日向を待っていたのは、和室で並んで大の字に寝る父と妹の姿だった。

　変な所で親子というか、細部まで寝る姿勢がそっくりだ。

　面白かったので、とりあえずスマートフォンで一枚撮影しておく。

「しかしこれは……どうしようかな」

　蕾のリクエストを取りに戻ったのだが、これでは訊けない。

　とりあえずと台所に居る母に声を掛ける事にした。

「母さん、この二人は何時から寝てる？」

　日向の声に、キッチンで何やら調理を行っていた母が頭を上げて時計を見た。

「んー、お昼過ぎぐらいだから、一時前かしら。多分そろそろ起きるけど、どうしたの？」

「明日の夕飯の献立。何を食べたいか訊いておこうと思って…」

　明吏は「あぁ、そういう事ね」と頷うなずいて、冷蔵庫を開ける。

「常備野菜はほとんどあるわよ。よっぽど変なものリクエストされなければ、何とかなるんじゃない？」

「……変なものって、例えば？」

「パエリアとか」

　パエリアを頼む五歳児は居ない。

　そもそもパエリアを蕾が知ってるとは思えないので、除外する。

　と、思った所で、パエリアをリクエストしそうな人物に心当たりがあった。

「母さん、ナイスアドバイス」

「なによ、パエリアでナイスって言われるってどういう事よ」

　日向の返事に笑う明吏を尻しり目めに、スマートフォンを取り出す。

「蕾がパエリアを知らなくとも、パエリア級の変な物をリクエストしそうな人物が居る」

　言いながら、先日連絡先を聞いておいた心当たりのある一名に電話を掛ける。幸運にも手が空いていたのか、相手はすぐに応答してくれた。

「もしもし、新垣です。……恵那さん？」

『ありゃ、新垣君から電話とは珍しい……ってか初めてだね。どしたのー？』

「勉強会の時ってウチで夕飯作るんだよね、俺と恵那さんで。何を作るつもりだったの？」

『えっとね、ガパオライス！』

「………………………なに、それ」

『この前テレビでやってたの！　海外の料理特集！　すっごい美味おいしそうだったから、それ作ろうと思って。出来るよね？』

　いっそパエリアクラスの方がまだ随分とマシだった。知らない名前の料理を出されるのは正直予想外で、日向は数秒思考が停止した。

『でもあたし、よく作り方わかんなくてさー！　そこ、頼むよお師匠！　じゃねー！』

　学校に居る時と同じく、一方的に会話が打ち切られ、ツーツーという悲しい音が響いた。

　その後、日向は謎の料理ガパオライスのレシピと必要食材を買う為、商店街を走り回った。







[image: 六章　勉強会は五歳児と共に]




　ピピピピ…ピピピピ…とアラームの鳴る音が、部屋に響く。

　夢か現実か、どちらか判断出来ない朦もう朧ろうとした意識を、日向ひなたは次第に覚かく醒せいさせていく。

　やがて、部屋の外から何かが走ってくる音が聞こえた。




　足音は部屋の前で一度鳴り止み、次にドアがガチャリと開く音が聞こえた。

　次の瞬間、蕾つぼみが姿を見せると同時に日向のベッドへ向けて飛んだ。

「あーさーだーよー！　おにーちゃん、あさだよー！」

　ポフッ、と布団が小さな体を受け止める柔らかな音と共に、日向は蕾の体重を全身で受け止めた。

　五歳児とは言え、成長期の身体は昔と比べて重くなっており、勢いがあるとなかなかの衝撃になる。

「うっぐふ……」

「あはは！　へんなこえ！　あーさーだーよー！」

　起きて起きて、と言われても、上に乗っかられていては身体を起こす事も出来ない。

　蕾が丁度、日向の胸元に座るように乗っている為、上体が上がらず日向はベッドに寝たままだ。

「……こんの、そこに居たら兄ちゃん起きられないだろ！」

　お返しとばかりに、自由になる両手で布団を左右から撥はね上げる。

　そのまま蕾を布団で包み込み、ごろりと横に退けた。

「ぎゃー！　やーめーてー！」

　蓑みの虫むしのように布団に包まれた蕾が、ケタケタと笑いながら叫ぶ。

「参った？」

「まいった！　まいったー！　あはははは！」

　笑い声の止まない蕾を布団から解放し、そっと抱き上げて床に立たせる。

　ツボに入ったのか、蕾は笑い過ぎてまともに立てない状態になっている。

　仕方なしに日向がしゃがみ込むと、前から抱きついてくるので、そのまま蕾のお尻しり辺りを支えて立ち上がる。

「きょうは、おうちでべんきょうかい？　だもんね」

「あぁ、それでお前、今日はそんなテンションなのか……」

　朝から蕾のテンションが高いのはままある事なのだが、今日はとりわけ凄すごかった。

　あまり頻繁に来客がある訳じゃない新あら垣がき家に、年上の人達がやってくる。

　蕾ぐらいの年齢にとっては、幼稚園に高校生が交流で遊びに来るような感覚と変わらないのだろう。

「でも、お勉強する人も居るんだから、邪魔しないようにするんだよ。手が空いてる人は遊んでくれるって言うからさ」

　日向が少しだけ真面目な声で言うと、蕾は「はーい！」と元気よく返事してくれた。







　日向が学校に着くと、雅みやびや悠ゆう里り、唯ゆいといった友人達は既に登校していた。

　各々と挨あい拶さつを交わしながら席に着くと、唯が爛らん々らんとした瞳ひとみを向けてくる。

「恵え那なさん、料理を失敗しないコツはね。身の程を知ったレシピに手を出す事なんだよ」

「いきなり辛しん辣らつだね！　そんなに変なリクエストだったかなぁ」

　開口一番で昨日の文句を述べる日向に、唯が不服そうな顔を見せる。

　傍で二人のやり取りを見た悠里が、首を傾げながらこちらを見た。

「何の話？」

「昨日、恵那さんに今日の夕飯のリクエストを訊いたんだよ。なんて言ったと思う？」

　口を尖とがらせる唯の代わりに日向が答えると、悠里は「んー」と考え込んだ後。

「七面鳥？」

「……悠里の頭の中で、あたしは毎日がクリスマス気分な人間なの？」

　割と悠里の唯に対する扱いも大概だなと思いつつ、日向は悠里に首を振る。

「惜しいね、ガパオライスだよ」

「惜しいの!?」

「チャレンジ精神だけは旺おう盛せいだよね」

　驚きよう愕がくした悠里に疲れた顔を向けると、同情めいた瞳を向けられる。

　二人の会話を聞きながら、唯は腰に手をやり身体を反らした。

「あたしリベロだから」

「リベロはバレーのポジションであって人生のポジショニングではないぞ。日常生活ではディフェンシブに構えるもんだろ」

　横からやり取りを聞いていた雅が思わずと言った風に口を挟む。

　げんなりした顔の唯が、雅を見ると口元を「フッ」と皮肉気に笑わせる。

「ディフェンシブに構えてるから、存在感が希薄なのよ成なる瀬せ。最近のあんた、新垣君よりこの辺りじゃ気配が薄いわよ」

「やめろ！　昨日に引き続き俺の心を抉えぐるな！」

「は？　昨日??　何の話？」

　思わぬ雅の反応に唯は首を傾げたが、雅は「なんでもない……」と机に突っ伏してしまった。

　そんな二人の様子を見ていると、日向は授業が始まる今からこれでは放課後まで気力が持つのか心配になった。

　ポンと背中を叩たたかれる感触に顔を向けると、悠里が同情めいた視線で静かに首を振っていた。

　悠里の優しさに心を洗われながら、日向はそっと授業の準備をした。




　そして来る放課後、四人は打ち合わせていた通り、日向と雅、悠里と唯に分かれて下校を開始した。

　新垣家に着いて、蕾の手洗いうがいを済ませると、リビングを軽く掃除する。

　事前に清掃は済ませてあるが、室内というのは時間が経つとすぐに埃ほこりが溜たまるものだ。

「ここでやるのか？」

「うん、俺の部屋だと狭いし、男子の部屋に女子を閉じ込める訳にもいかんでしょ」

「紳士だねぇ」

　二人で手分けをしてリビングに座布団、麦茶等を用意していく。

　蕾はテレビの教育番組を入れて、大人しく座っていた。

　やがて来客用チャイムが鳴り響くと、素早い動作で蕾が立ち上がり玄関へ走って行く。

「いーらーっしゃーい！」

　大きな声が廊下に響き渡り、女子の黄色い声がリビングまで聞こえてきた。

「蕾ちゃん！　ちょっとだけお久し振りだねー！　こんにちは！」

「ゆーりちゃん！　こんにちは！　えへへ、こちらへどうぞー」

「うへー、改めて見るとほんと可愛いねこの子。新垣君と同じ遺伝子入ってんの？」

　一部、非常に不敬な言葉が入っていた気がするが、今は何も言うまいと判断した日向もリビング側から廊下へ顔を出した。

「いらっしゃい、二人とも入って。こっちのリビング使えるから」

　お邪魔しまーすの声と共に一気に人口密度が上がった新垣家のリビングには、女子特有の甘い香りが立ち込める。

　キョロキョロと辺りを見回した唯が「へー」だの「ほーん」だのと言いながら、着席する。

　予想外だったのは、悠里と唯が制服ではなく、既に着替えていた事だった。

　悠里はノースリーブで少しヒラヒラした服と、薄手の生地を使ったロングスカート。

　一方で唯は、Ｔシャツにハーフパンツという、かなりラフな出で立ちだったが、妙にイメージと合う。

　日向の視線に気づいた唯が、ニヤッと笑うとハーフパンツから覗のぞく脚をすっと前に出して見せた。

「なになに？　あたしの健脚に見み惚とれてた？　ほらほら、女子の脚だぞー、生足だぞー」

「やめなさい」

　横から悠里の平手が唯の後頭部を叩き、前を向かせて座らせる。

　そのまま日向へじっとりとした視線を向けてきた。慌てて視線を逸らした日向は。

「それじゃ、始めようか」

　当初の目的を果たすべく、何食わぬ顔で勉強会を開始したのだった。




　コツコツ、とシャーペンが紙片を叩く硬質な音が聞こえる。

　日向の隣には、同じく小さな椅子に座って白い紙に絵を描く蕾が居た。

　和室あたりで、誰かが代わる代わる相手をしようと思ったのだが、日向達が着席した所へ自ら椅子を持って来て、自分のスペースを確保してしまったのだ。

「蕾ちゃーん、それ何描いてるの？」

　唯が蕾の手元を覗きこむと、蕾は顔を上げずに「あいす！」と答えた。

　アイスという単語を聞いた唯が、胸元へパタパタと風を送り込みながら「あーいいなアイス、アイス食べたいねー」と天井を仰ぐ。

「唯、やーめなさい、もう……。恥ずかしいわよ」

　隣で唯の仕草を見ていた悠里が苦い顔をする。

　そして麦茶のコップを手に取ると、コクリと喉のどを潤して一息吐く。

　扇風機から送られた風が悠里の髪を軽く揺らすと、悠里は涼しげに顔を綻ほころばせた。

「なんか、割とまともな勉強会になってるよね……」

　ぽそりと口にした言葉には、感心したような驚きが含まれている。

　同じ事を、実は日向も思っていたので、心の底から共感出来た。

「うん、正直、恵那さん辺りが遊んで遊んで、それどころじゃなくなると思ってた」

「それだよな。俺も最終的には日向だけが真面目に勉強するんじゃないか、と」

　男性陣の二人が、交互に頷うなずく。

　その言葉に不服なのは唯だけだ。

「なによ！　あたしも真面目に勉強ぐらいするよ！　でもね、一つだけ言っておく事がある！」

　ドンッ、と机に拳こぶしを軽く叩き付けると、蕾がビクッと肩を震わせて、頰を膨らませた。

「あ、ごめんね蕾ちゃん……。えーと！　とりあえずね、あと三十分しっかり勉強したら、あたしはリミッターを外すよ！」

（リミット付いてたんだ）

　咄とつ嗟さに頭に浮かんだ言葉を、日向は瞬時に吞のみこんだ。ここで蛇をつつく真似はしない。

　具体的には何をするのかと訊ききたいような、訊きたくないような。周りを見ても、誰もが神妙な顔をしている。

「これ勉強会なんだけど……」

　やむを得ず日向が言葉を差し挟むと、唯は大きく首を左右に振った。

「違う、違うの！　確かにこれは勉強会だけど、高校生活における青春としての勉強会ではないの。こんな真っ当な勉強会、勉強会と呼ぶ事すら烏滸おこがましいわ」

　勉強会という言葉を肯定しながら否定を重ねる高度すぎる唯の弁舌に、日向はいよいよ『勉強会』という単語に対してゲシュタルトが崩壊しそうになる。

「後に控える真の勉強会の為に、あたしはここからの三十分に脳細胞を活性化させるぜー！」




　そう叫んで三十分、参考書の問題を素早く解いて行くその姿は、しっかりと真面目な姿勢だったので日向も悠里も、雅でさえも逆に驚いた。

　ただ、その姿に日向は違和感を覚える。

　今しがた、唯が見ている参考書の数Ⅱは試験の範囲のど真ん中、最も学習が必要な場所だ。

　にも拘かかわらず、参考書の問題を解く唯の速度は衰えない。

　こっそりとノートを見て問題を確認するが、当てずっぽうでは無い。しっかりと正答を書き出している。

「恵那さん……？」

「なぁに新垣君、あたし超集中してるんだけど」

「恵那さん、数Ⅱ出来てるよ？」

「そりゃ、習ったもん、出来るでしょ」

「苦手なんじゃないの？」

「苦手だよ？」

　嚙かみ合わない会話に、日向はいよいよ混乱してくる。

　そのやり取りを横で見た悠里が、片手を額に当てて溜ため息いきを吐いたのが見えた。

「ごめん日向君、私も普段の唯の言動に惑わされてすっかり忘れてたんだけど……」

　気まずそうに一度言葉を区切った悠里は、視線を日向から唯へと移した。

「唯、あなたにとって、苦手って何点からを指すの？」

「九十点未満」

「ゴッ……グッフォ、ゴッホゴッホ！」

　日向の隣で雅が盛大に咽むせたところ、蕾から「みやびくん、きーたーなーいー！」と叱責を受けている。

「この子……見掛けによらず超優秀なのよ、勉強方面が……本人の感性が著しく斜め上なだけで」

　続く悠里の言葉に日向もまた、言葉を返せずに硬直した。

「………つまり」

　ごくり、と口に含んだ麦茶を一度嚥えん下かし、日向は唯へゆっくりとした言葉遣いで確認を取る。

「恵那さんは、勉強が出来ないんじゃなくて、自分が満足する点数以下のものは、苦手だと」

「うん、そうだよー、全く出来なくはない」

　日向は改めて、この恵那唯という特異点の認識を改める。何か常識がおかしい。

　そして訊いてもいいのか迷ったが、今訊かなければいけない事を、日向は悠里と雅へ訊いた。

「ちなみに二人とも……大体、試験だとどのぐらい点数取れてる？　あ、嫌なら答えなくてもいいんだけど……」

　その日向の質問に、悠里と雅は順番に答えた。

「私は……大体八十点以上、九十点未満ぐらい、理数系がちょっと弱い時は八十点届かない時もある、ぐらいかな…」

「俺は大体七十点から八十点、調子いいと九十点取れる。英語が七十点平均だなぁ……日向は、まぁ訊く必要も無いけど、一応どのぐらいか訊いていいか？」

「およそ九十点以上かな……という事は、つまり」

　三人は顔を見合わせて、今日最大の問題点を発見した。

「この勉強会って……」

「一体何の為に企画したんだっけ……」




　唯を除く三人は、虚脱感に身を委ねながらこの後について相談を始めた。

　つまる所、そんなに切羽詰まってない状態で、この四人が首を揃えて勉強をする必要が無くなってしまったのだ。

「とりあえず……夕飯の準備しようか。そろそろ五時だし、遅くなり過ぎると困るからね」

「そうね、夕飯は日向君と唯が作る予定だっけ。それじゃ私、蕾ちゃんと遊んでよっかな」

　手伝うことがあれば呼んでね、と付け加えられた言葉に日向が頷いて立ち上がり、台所へと向かう。

　雅もテーブルを片付け、一度トイレに立ってリビングから退出する。

　残った悠里と唯も道具を片付け始めた。

「まったくもう……勉強会、する必要そんなに無かったじゃない」

　苦笑いで呟つぶやいた悠里に、唯は少しだけ真剣な目をした。

「必要無くないよ」

　予想外に優しい声に、悠里は唯を見た。

　デジャヴだろうか、以前にもこういう唯を見た気がする。確か、勉強会の事を教室で提案した時……。

　それだけではない、時折この恵那唯という子は、驚く程に大人びた印象を抱かせる時がある。

「だって、楽しいよ。勉強会」

　すっと細められた目は、慈愛に満ちているような、凪ないだ海のような静けさを感じさせる。

「悠里が、言ってたじゃん。新垣君に楽しい学校生活を送って欲しい、って」

　唯の言葉に悠里は「あっ…」と声を漏らす。

　そうだ、駅前のモールから帰ってきたあの夜、確かに悠里は、唯へ伝えていた。

『日向君に、もっと楽しい学校生活を送って欲しい』と。

「だから、今日も楽しいじゃん。これでいいんだよ、これが勉強会だよ」

　そして先程までの大人びた表情を一転させ、白い歯を出して無邪気に笑う。

　ただ、自分の為に、自分の願いを叶かなえてくれる為に。

　大立ち回りのような事を教室で行って、日向と雅の言質を取って。

　今日もまた、物もの凄すごく好き勝手にやっているように見せかけて、唯だけはただ一人、三人には見えない目標に向かって進んでいたのだ。

　悠里の高校生活において、この恵那唯という子が一番の親友で居てくれた事が、どれだけの幸運だったのか。

「唯……」

　心が温かさで満たされる。

　この親友が、こんなにも自分の為に色々としてくれたのだ。

「さって、あたしは師匠の手解きでも受けてくるかなー！　ちょーっと新垣君借りるけど、嫉しつ妬としないでねん？」

　うひひ、と笑って台所に消える唯を、悠里は苦笑いで見送った。




　そして現在、新垣家勉強会後半戦は二組に分かれて展開されている。

　一組は日向・唯の炊事当番ペア。

　もう一組は悠里・雅の五歳児担当ペア。

　リビングからは三人がウノで遊ぶ声が聞こえてくる。

「どろーつー！」

「くっ……！」

「はい、私これね」

「どろーつー！」

「うっ……！」

「スキップ二枚出し！　次、蕾ちゃんね」

「どろーふぉー、あかー」

「…………はい……」

　リビングから聞こえてくる一部苦く悶もんの声をＢＧＭにしながら、日向は唯と二人で食材をカットする。

「スキップって二枚連続で出せるんだっけ？」

　唯の場違いな言葉に、日向は「んー」と考える。

「ウチでやる時は、そういうルールにしてるけど、ローカルルールかもね。ウノの公式ルールってあんまり周知されてないイメージあるよね」

「そうだねぇ、大富豪と同じで学校とかによって全然違うし。あ、これどうするんだっけ？」

　手に持った生バジルをひらひらと振りながら唯は日向へと問い掛ける。

「それは細かくちぎって、何枚かはそのままで、添える用に使うらしい。……レシピによって全然違うから、割とアバウトでもいいんじゃないかな」

「にんにくも唐辛子も入れられないからねぇ、勉強会オリジナルテイストで行きますか」




　そうして平和なまま調理と遊びの時間を終えて、夕飯がテーブルに並べられる。

「じゃーん！　日向＆唯ペアによる、ガパオライスと余り物サラダだ！」

　唯がエプロンを付けたまま、腰に手を当てて得意気に胸を張る。

　その横で日向もエプロンを外し、畳みながら席に座る。

「割とまともなのが出てきた……」

　ぼそりと雅が呟くが、日向も同感だった。

　唯との調理は思ったよりも余程スムーズで、日向がやろうとしている事を唯が先に片付けておいてくれたり、分からない箇所でも一度言えば後は軽い助言程度で難なくこなしてしまった。

「うん、なんか想像以上に恵那さんが手て馴なれてた。家で練習してるんだっけ……かなり助かったよ」

「へへへ、褒められると嬉うれしいね。あたしも楽しかったし、勉強になったよ。それに何より、初めて……二人きりの共同作業が出来たね……」

「あー、うん、そうだね……」

　言いながら唯が恥ずかしそうに顔を伏せる。態度とは裏腹に明らかに顔が笑っているので、わざとらしさしか感じなかったが、達成感は本物なのだろう事は窺えた。

　そうして各々が食事に手を付け始める。

「うん、美味おいしい！」

「おいしー！」

　悠里と、悠里と日向の間に座った蕾が口を揃えて感想を述べる。

　雅もうんうんと頷うなずきながら、かなり大きな一口をスプーンに載せている、流石の男子運動部だった。

　日向は蕾の口に付いたソースを拭ふき取ったり、テーブルに落ちている挽ひき肉にくを拾ってみたりと甲か斐い甲が斐いしく蕾の世話を焼く。

　悠里もまた、時折蕾と顔を見合わせてはお互いに笑い合い、蕾から差し出されるスプーンに口を開けてみたり、見ている方が微笑んでしまうような食事を続けていた。

「蕾ちゃん蕾ちゃん、唯ねーちゃんにもあーんして、あーん！」

　前に乗り出して、蕾に向かって口を開く唯へ、蕾はライスを載せたスプーンを「あーん！」と言って差し出した。

「いい子だなー蕾ちゃんは……新垣家の素直な遺伝子の為せる事かね……」

　もぐもぐと口を動かしながら、唯は感極まったように呟く。

　日向は、友人に囲まれての騒がしい食事風景と、終始笑顔でスプーンを口へ運ぶ蕾を見て、満足気に目を閉じた。

　そうして一同が食事を終えて、食器を全てシンクへと下げた後、日向と悠里が食器を洗い始める。

　今度は悠里に代わり、唯と雅、蕾の三人が和室で遊んでいる。

　遠目から見ると、蕾に馬乗り状態で歩かされる雅の姿が目に映った。

「蕾ちゃん、大はしゃぎだね」

　日向が洗った食器を、ふきんで拭き取りながら悠里が呟く。

　その視線を追いながら「うん」と日向も一言だけ零した。

「なんか、最初から最後までドタバタだったけど、いい日になったよ」

　カチャカチャと、日向の手元で食器が音を立てて泡に埋もれていく。
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　日向も悠里も、心地よい疲労感に包まれていた。

「……ね、日向君。今日は楽しかった？」

　少しだけ不安気な悠里の声が、耳に届く。

「そりゃ、勿もち論ろん。こんな大勢で騒いだのは、久し振りな気がする」

　弾んだ声に、悠里は笑顔で頷いた。

　そのまま、無言で二人は洗い物を続ける。

　隣に並んだ悠里の髪が、日向の二の腕に触れた。

　それ程までに傍に寄っていた事に二人とも気付かず、ただ時間を過ごした。




　片付けが終わって、時計を見ると七時半を回っている。

　そろそろお開きかと思っていた所に、玄関のドアが開く音が聞こえた。

「あれ、父さんか母さん帰ってきたのかな、早いな」

　日向がそう言うと同時に、リビングのドアが開いた。

「たーだいまー！　学生達、勉強捗はかどってるかー？　ってあれ、終わってる」

　スーツ姿の仁ひとしが姿を現すが、リビングの中にはソファで休む日向と悠里、そして床で以前と同じく神経衰弱を行う雅達三人の姿があった。

「おかえり。もうとっくに終わって、ご飯も食べて、そろそろ帰る頃合いだよ」

　日向が答えると同時に、三人は立ち上がって仁へ挨あい拶さつをする。

「こんにちはオジさん、お邪魔してまーす」

「ご無ぶ沙さ汰たしてます、本日はお宅を貸していただいてありがとう御座います」

　雅と悠里が交互に挨拶をし、一方の唯は「ん？」と仁の方を見ていた。

　仁も二人に片手を上げて返事をすると、唯を見て「ん？」と目を見開いた。

「あっれオジさんだ。あっれ？　あー、新垣！」

　と手を叩たたいて勝手に何かを納得している。

「おお、純じゆん基きの所の！　唯ちゃんだっけか、大きくなったなぁ！」

　二人で勝手に納得して頷き合うものの、周りは完全に置いてけぼり状態になっていた。

「俺の同級生の娘なんだよ唯ちゃんは。お前とマサと同じで、中学からの友人のな。酔よい潰つぶれたあいつを家に送って行く事があったから、唯ちゃんとはその時に何度か顔を合わせてるんだよ。家に上がって宅吞のみした事もあったんだぞ。先週も一緒に吞んでたしな」

　足元に寄ってきた蕾を撫なでながら、仁はカタカタと笑う。マサ、とは仁が雅を呼ぶ時の愛称だ。

「あいつはなぁ、昔っから俺達の間のトラブルメーカーでな。恵那純基って言うんだよ、名前が。でもあんまりトラブル起こすもんで、エナジュンキじゃなくて、エマージェンシーって呼ばれてたんだよ。危険物扱いって、笑うだろ」

「エマージェンシーって！　危険物扱いとか、パパだっさー！」

（大体合ってる）

（概ね合ってるわ…）

（二世代続けて危険物とか遺伝って凄すごいな）

　腹を抱えて笑う仁と唯に、日向達三人は白い目を向けていた。

「それにしても、お前らそうか、同い年だもんな。妙な所で縁があるもんだ。それで皆もう帰るんだろ、女の子も居るから俺が送ってやるよ。マサも乗ってけ」

　時間も時間だし、辺りが暗くなっているので仁の提案は渡りに船だった。

　本来は雅に送らせようと思っていたのだが、女子二人となると負担がキツくなるので、素直に甘える方がいいだろうと判断する。

「え、いいんですか？　私達、迎えを呼ぶ事も出来ますけど……」

　流石に遠慮がちに、悠里がそう言うが、仁は首を横に振った。

「ウチに来た客の、しかも女の子を責任持って送らないとあっちゃ親御さんに顔向け出来んよ。それにマサの所も、唯ちゃんの所も俺は顔見知りだからな、遠慮しないでいいよ」

　笑顔で頷く仁に、悠里は「では、お手数ですがお願いします」と声を掛ける。




　そしていよいよ皆が帰宅するという時に、やはり問題になるのは蕾だった。

「蕾ちゃん……」

　屈かがんだ悠里にしがみ付くように、蕾はいやいやと顔を振る。

　最初の時もそうだったが、こうなるとまた手が付けられない。

　楽しさの反動だろう、しがみ付く手が以前よりも強い。

　だが、そこに声を発したのは、仁だった。

　蕾の様子を見て、事情を把握した仁は「んー」と何かを考えた後、一同を見渡して。

「蕾、これから兄ちゃん達は夏休みに入るだろ？　そうしたら、毎日兄ちゃんと居られるし、父さんだって夏休みぐらい貰もらえるから、一緒に遊べるんだ。だからここでお別れしても、全然寂しくないんだぞ」

　そう言って静かに蕾の肩を引こうとして、思いっきり手を振り払われた。

「やー!!」

「えぇ………」

　一瞬で愛娘に振られた仁は、悲しそうに背中を丸めた。

　日向は心の中で、父親の甘過ぎる対応に溜ため息いきを吐いていた。

　そんな言葉でどうこう出来るなら、既に場が収まっているのだ。

　先にある楽しさよりも、現状の楽しさを優先させる、それが子供の思考回路だ。

　よってこの状況で、解決させる最も早い方法はただの一つしかない。

　日向は蕾の脇に手を挟むと、そのまま持ち上げて立ち上がる。

　そのまま抱き抱えると、父に目線を送った。

「やーだー！　いーやー！　やー！　おねえぢゃん！　おねえぢゃんー！」

　手足をばたばたと激しく振り回して暴れる蕾を、日向は必死に抱き止める。

　可哀想だが、友人達も帰る時間がある以上、これが一番手っ取り早い。

「こっち大丈夫だから！　今の内にいいよ！　多分、泣くだけ泣いたら後は疲れて寝るだろうから、気にしないで！」

　顔と胸元をガシガシと蹴けられながら、日向は皆に必死に懇願する。

　仁は仕方ないな、と言う風に笑いながら玄関を開けた。

　その後に雅、唯が続き、最後に悠里が残る。

　泣きじゃくる蕾を、悠里も泣きそうな顔で見つめる。

　ここで下手に関わる方が、蕾を抑えてくれている日向には迷惑が掛かるだろう、けど。

　それでも、泣いている蕾を放っておけなくて、一歩前に足を踏み出した。

　日向達に向かって。

「ちゃんとまた来るから、前に約束したもんね。夏休みいっぱい遊ぼうね、って。…だから、大丈夫だよ」

　抱えられて丁度、自分と同じぐらいの高さにある蕾の顔を、日向の身体ごと抱きしめるようにして頰を寄せた。

　ふわりと、悠里の髪からシャンプーの微香が漂う。

　蕾ごと抱きしめられた日向は、何も言えずにただ悠里を見る。

「ね？」

　その悠里の顔を見て、蕾は涙を堪こらえて頷うなずく。

　蕾はもう暴れておらず、洟はなを啜すする音だけが聞こえる。

　日向と目が合った悠里は、頷いて後ろ手に玄関のドアを開けた。

　悠里の姿が見えなくなり、ドタバタの勉強会は、最後まで騒がしいままようやく幕を閉じた。
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「おにーちゃん、いってらっしゃーい！」




　天使の笑顔に見送られ、日向ひなたは家の玄関のドアを開ける。

　朝陽は刻々と位置を上昇させ、これから正午に向けて気温が増々高くなるだろう事が容易に窺える。始まりの春の季節は既に終わり、本格的な夏が来る。







　通学路を進むと、毎日見る風景が当たり前の様に日向の脇を流れて行く。

　何度も通った商店街や、幼い時に遊んだ公園。既に咲き終えて久しい、緑の葉を纏まとう桜の樹々達。

　毎朝必ず塀に登って通学中の学生や、近所の主婦層に愛あい嬌きようを振り撒まく黒い猫。

　小学生の頃と中学生の頃、そして高校生の今では進む道は多少異なって、見える景色も年々と姿を変えて行く。本来なら、こうした景色も含めて日向の三年間は同じ風景を描き続ける筈はずだった。

　前方に見える商店街の出口を右に出れば、そこから先は校舎への一本道。幾つも枝分かれしている川が合流する様に、登校と下校の際には必ず通る学生達の世界が広がる。

　その曲がり角に、一人の女子生徒が立っていた。




「先輩、お早う御座います」




　上こう月づき日和ひよりは日向の姿を見付けると、背中に背負ったラケットバッグを揺らしながら小走りに寄ってくる。

「お早う、日和。もしかして待っててくれた、とか？」

「もしかしなくてもそうです。先輩と、一緒に学校に通ってみたくて……ご迷惑でしたか？」

　日向よりも丁度頭一つ分の身長が低い日和は、見上げた拍子に目に入る太陽の光を直視しない様に、やや俯うつむきながら日向の表情を窺う。

「まさか、迷惑だなんて思わないよ、こうするのも懐かしいな。……歩こうか」

「はい」

　今年の六月は、梅雨が明けるのが早かった為か、珍しく快晴が多かった。けれど、最近の度重なる妙な縁の繫つながりや、身の回りの変化がこれ程までに顕著なのだ、例年よりも少しばかり晴れ間が多いぐらい、些さ細さいな事だった。

「もうすぐ、夏休みですね」

「……そうだね、なんかあっという間だった気がする」

「色んな事が、あったからですか？」

「うん、そうかも。そうだね」

「私も、今年の夏休みは気持ちよく迎えられそうです」

　そう言って隣を歩く幼おさな馴な染じみの笑顔は、太陽の様に輝いていた。







　教室に入り自分の席へ着くと、いつもの通り教科書を机に並べて予習を開始する。

　相変わらず喧けん騒そうに溢あふれる教室の中で一人、静かに予習を行いながら授業までの時間を潰つぶす。

　こうしていると、ひと月前の生活に戻った気がして、今日までの事が夢だったのではとすら思えてくる。その非現実感を、真上から射した影が覆った。

「おはよう、日向君。なんだかちょっと眠そうだね」

　顔を上げると、窓から射し込む陽光を背にした悠ゆう里りが日向を覗のぞき込んでいた。隣には唯ゆいも居る。

「おっはよー新あら垣がき君！　今日は一層、影が薄いねぇ」

「おはよう悠里、恵え那なさんも。昨日久し振りに両親が早かったから……蕾つぼみが遅くまで起きちゃってて、そこから自習して……寝るのが遅くなっちゃって」

「勉強！　試験が終わったのに勉強！　もーそんな事してないで、もっと遊んだ方がいいよ、新垣君はさぁ」

　うげぇ、と顔を顰しかめた唯が首を振りながら言うと、隣の悠里が苦笑いをする。

「さ、さすがに私も試験終わった直後はちょっと休むから、唯には同意かも……大丈夫？」

「うん、授業中に居眠りはしないから、平気」

「そこはあんまり心配してないけど、そうじゃなくて……まぁいいや、日向君だし。お昼休みにでもちょっと仮眠した方がいいよ？　あんまり顔色、良くない」

　悠里は心配そうな顔を一瞬だけ見せた後、それじゃあね、と自分の席へ戻って行った。




　昼休み、弁当を空にした日向は、胃袋が満杯になった所為せいか襲ってくる眠気を堪こらえようと席を立つ。身体を動かしてなければ、眠ってしまいそうだった。

　悠里達も食後は席を外して何処どこかに行っており、雑談で気を紛らわす事も出来ない。

　少し校内を歩き回ると、購買部がある一階の中央通路の先、中庭へ続くドアが見えてくる。

「……外の風に当たろう」

　中に居るよりは、外で気分を入れ替えた方がいいかもしれないと、ドアを潜って外へと出る。

　中庭には何人かの生徒達の姿が見えるが、暑い外より涼しい室内で食事を摂とりたいのだろう、春先よりは空いている様子だった。

　少し離れた位置の、丁度木陰になるベンチが空いているので腰を掛ける。

　中庭は室内よりも静かで、周りの喧騒も微々たるものだった。

「まだ三十分はあるなぁ……」

　時計を見ると、始業までは十分に時間がある。これならば少し仮眠をしてしまった方がいいかもしれないと、日向は目を閉じる。木漏れ日から覗く陽射しが心地良かった。




「………日向君、ここに居たんだ？　……日向君？」




　日向の意識が落ちる途中、聞き慣れた声が耳に響く。でも頭は既に起きる事を諦あきらめていて、その声に反応する事が出来なかった。

「寝ちゃってるんだ……そうだよね、ずっと頑張ってるんだもんね。偶たまには休まないと」

　隣に誰かが座る気配がしたけれど、身体は弛し緩かんしきっており、瞼まぶたも開いてはくれない。

「………日向君、学校、楽しい？　私はね、今までも楽しかったけど、最近もっと楽しいよ」

　耳に届く声は優しい響きを持っていて、けれど睡魔に支配された頭では遠くに聞こえる。

　薄れていく意識の中、もっと傍で聞いてみたいと思った。

「日向君？　……ちょっと、そっちに倒れたら頭打っちゃうよ、ってぇええ!?」

　身体が揺すられたと思ったら、何か柔らかいものに受け止められる。

　瞼の裏に映る闇が、先程よりも明るくなった気がして、空を仰いでいるのだと分かる。

「ちょ、ちょっと日向君!?　こんな所、誰かに見られたら……」

　完全に夢の中に旅立った日向の顔を真下に見ながら、悠里が焦った声を出す。

　けれどその顔が日頃見る日向より随分と幼く見えて、抗議の声も出せなくなってしまった。

「もう……い、今だけだよ……」

　悠里がそっと掌てのひらを、自分の膝ひざに載っている日向の髪に当てると、そこは太陽の光を吸ってじんわりと温かくなっている。

「夏休み、楽しみだね。皆で一杯、想い出作ろうね」

　これからも日向は蕾の為に精一杯の愛情を注ぎ、其その為の時間を惜しまないだろう。

　そしてその度に、日向は周囲との繫がりが薄くなり、放っておけばまた一人になるのだろう。

「……帰宅が早過ぎて、友達が居ない日向君には、誰かが想い出を作ってあげないとね？」

　優しくて温かい、この兄妹きようだいの笑顔をもっと見てみたい。

　いつの日か、大勢の人達が日向の魅力に気付いてくれる事を願いながら、今は穏やかに眠る日向の顔を、悠里はそっと見守り続けた。
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あとがき






　初めまして、双ふた葉ば三みつ葉ばです。

　この作品は、私が筆を執った初めての作品です。それがこうして、皆様の手に取って頂ける形となる……世の中は、本当に可能性に溢あふれているんだなぁ、と実感しております。

　作品を書くにあたり、一つだけ自分に言い聞かせている事がありました。

　私が好きな作品の、作者さんの御言葉なのですが。

　それは『愛情を、伝わるくらいしっかり書く』という事です。

　舞台設定に踊らされる登場人物達ではなく、彼等彼女等が、そこに生きている。そして一人一人が自分の考えを持ち、時に迷い、決断し、後悔する事もある。

　そんな一つ一つの出来事の先に、無数の可能性という未来を摑つかみ取って欲しい。私が籠こめた愛情は、その一点に集約しております。

　日向ひなた達に向けた私の愛情が、作品を通じて皆様に届いたら、これ程に嬉うれしい事はありません。

　そして、私と同じく物語が好きで、いつか書きたいと思っている誰かへ。

　次は、きっと貴方あなたの番です。どうぞ怖がらず、その一歩を踏み出してみて下さい。







電子書籍特典　書き下ろし短編

『休日のひと時』







　四月になり、日向が高校に入って間もない頃の土曜日の事。

　今週は両親が共に土曜も出勤で、日向と蕾は朝方に家を出る両親を見送った。




「……さて」

　玄関のドアが閉まり、二人だけになった家の中で、日向は蕾と目線を合わせる為に屈みこむ。

「何しよっかね……」

「うん……」

　去年まで休日も平日も構わずコートでボールを追い駆けていた日向には、何も無い休日というのはどう過ごしていいのか分からない。

　ならばせめて、蕾のやりたい事をしてあげようと思うのだけど、まだこの頃の蕾は日向に完全に心を開いておらず、積極的に何かを日向に要求する事は無かった。

「とりあえず、洗濯機回して掃除機掛けて……その後、公園にでも遊びに行く？」

「………ん」

　公園という言葉に僅かに蕾が反応する。ほんのちょっと期待する眼差しを見て、恐らくは正解を当てたのだろうと日向は安堵した。

「それじゃ、ちょっとの間だけ、テレビ見てて貰ってていいかな」

「うん」

　こくり、と頷く蕾を撫でて、二人でリビングへ向かい、蕾がソファにちょこんと座ったのを確認すると、日向は浴場の手前にある脱衣場に行き洗濯を始めるのだった。




　洗濯機が回っている間、リビングに掃除機を掛ける。テレビの音が搔き消えてしまう事を申し訳なく感じるも、蕾は嫌な顔一つしなかった。

　その後、洗濯機が止まったのを確認し、洗濯物を干す為に籠を持ち庭に出ると、蕾が部屋の中から日向の方を覗いているのが見えた。

「ん、どうしたー、テレビ飽きちゃった？　これ終わったら公園行けるから、もうちょっと待っててね。天気も良いし、何か買って公園で食べながら過ごすのもいいよなぁ」

　洗濯物を物干しに掛けながら話し掛ける日向に、蕾はもじもじとするだけで返事は無い。

　トイレかな、と思ったが、蕾はもう一人で用を足せる年齢だ。夜中ならまだしも、昼間なら一人でも大丈夫だと記憶している。だとすると、他に言いたい事があるのだろうか。

　手元にあるシャツを広げながら、根気よく蕾が何かを話してくれるのを待つ。

　今まで散々自分を放り出して好きに生きていた兄に、蕾はまだどこかでどう接していいのか分からないのかもしれない。日向はそれでも構わなかった、こうして拒絶せずに自分と一緒に居てくれる、それだけで今は満足だったのだ。

「……えっと」

「………うん？」

　ようやく絞り出された蕾の声に、日向は急かさないように返答する。

「……つぼみも、てつだう」

「手伝うって……洗濯物？」

「うん……だめ？」

　蕾が日向と籠を交互に見て、不安そうに訊き直して来る。

　もしかして、早く公園に行きたいのだろうかとも思ったが、どうもそういう雰囲気でも無い。

「それじゃ、手伝って貰おうかな……大きいのは難しいから、蕾は自分の服を干してみようか」

　日向の提案に蕾はパッと顔を輝かせると、一度玄関の方へと走って行った。

　戻ってきた蕾の手には靴が下げられており、それを履いて庭に出てくる。

　傍に寄ってきた蕾に、日向は水気を含んで少し重たくなったシャツを一枚渡した。

「これを、この棒に掛けて、洗濯バサミで飛ばないように押さえる。洗濯バサミは少し力が要るから、難しかったら兄ちゃんがやるよ」

「はい！」

「よし、それじゃあやってみよう」

　元気よく返事をした蕾の後ろに立ち、日向は蕾の両脇を抱えて持ち上げる。

　一瞬だけくすぐったそうに身を捩るが、何とか我慢してくれたらしい。そのまま蕾は両手を伸ばしてシャツを引っ掛ける。

「せんたくばさみ……」

　物干しの横にぶら下がる籠の中にある、幾つかの洗濯バサミの中から青色の物を探し出し、それを構えた。

　蕾の小さな手と変わらないぐらい大きなハサミを、蕾がぎゅっと握って先端を開く。そのまま物干し竿とシャツを挟みこんで、ゆっくりと手を離した。

「て、いたい……」

「バネが弱かったら外れちゃうからねぇ……これで前に雅とふざけて遊んで、痛い目に遭ったんだよなぁ」

「みやびくん？」

「そう、ジャンケンして負けた方の鼻にこれをね……凄い痛かった」

　蕾を降ろし、軽くその鼻を摘むと、蕾が「ひはひ！」と言いながら笑いだす。

　そうして、二人は洗濯物を次々と干して過ごした。




　家事を一通り終えて外出の準備が完了する。この後は蕾の気が済むまで公園で遊ばせてあげる予定だった。

　二人で靴を履きながら、忘れ物が無いかチェックする。

「そういえば、どうして急に洗濯物を手伝いたくなったの？」

　日向はふと、先程の蕾の申し出を思い出して問い掛ける。

　蕾は一瞬だけ恥ずかしそうに顔を伏せた後、はにかんだ笑いと共に告げた。




「おにーちゃんの、ちかくにいたかったから」




　それはまだ、日向が学校で孤独に過ごしていた時期の事。

　それでも家に帰れば、そんな孤独を吹き飛ばせると知った日の事。





了





















子こ守もり男だん子しの日向ひなたくんは帰き宅たくが早はやい。
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